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村づ
歳入

□
 村繰
繰
村
諸

入
越

収

そ の
（＊構成比）

一般会計歳入

税

地方交付税

金
金
債
入

国庫支出金

財産収入

地方譲与税

他

< 

. 
り

•一

14億7,882万5,209円

し
•-

全力
54億1,253万1,283円 （口別し事三）

般ユ nt

［二• 42億4,430万8,619円

玄34.8%

9億5,481 万2,000円

3億5,497万1,330円

1 億2,811 万7,466円

1 億1,691 万6,245円

1 億1,314万1,000円

5億 10億

責22.5%

玄8.4%

玄7.7%

玄7.2%

玄4.8%

責3.0%

責2.7%

責2.7%

玄6.2%

で

九
月
定
例
議
会
で
平
成
四
年

度
＿
般
会
計
お
よ
び
各
種
特
別

会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
が
四
二

億
四
、
四
三
0
万
八
、
六
＿
九

円
に
対
し
、
歳
出
は
四
0
億
一
、

一
五
九
万
八
、
七
九
七
円
で
、

差
し
引
き
二
億
三
、
二
七
0
万

九
、
八
ニ
ニ
円
と
な
り
ま
し
だ
。

村有財産の状況
土 J也・ .. • ••••• •••• 136, lllm' 

（小・中学校や村営住宅などの敷地）

建 物・ .. .. • • 26.494m2 
（小・中学校の校舎や役場庁舎・村営住宅など）

基 金 .. • • • • 24億7,318万円
（財政調整基金、土地開発基金、ふるさとづくり基金等）

土地（土地開発基金） • • • 987m2 

出資金等 ... • • • 524万1千円
（村が他の団体に事業のもとでとして出したお金など）

（平成 5 年 3 月 31 日現在）

国
の
平
成
四
年
度
予
算
は
、
今
後

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
財
政
が

弾
力
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、

公
債
の
発
行
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、

財
政
の
健
全
化
を
図
り
、
昭
和
六
十

三
年
度
以
来
続
い
て
い
る
経
常
的
経

費
の
伸
び
率
を
前
年
比
十
％
削
減
し
、

ま
た
、
時
代
の
要
請
に
即
応
し
て
行

政
の
役
割
を
見
直
す
と
と
も
に
、
簡

素
と
効
率
的
な
行
政
の
実
現
を
図
る

た
め
行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、

財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
配
分
を

行
い
、
特
に
社
会
資
本
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上
に

結
び
つ
く
分
野
に
重
点
を
置
い
て
整

備
を
図
り
、
既
定
経
費
の
縮
減
に
よ

る
財
源
の
捻
出
、
一
般
行
政
経
費
の

抑
制
、
補
助
金
等
の
徹
底
し
た
整
理

合
理
化
、
公
共
料
金
等
の
適
正
化
に

努
め
、
財
政
投
融
資
計
画
の
執
行
に

あ
た
っ
て
は
、
流
動
的
な
内
外
の
経

済
情
勢
等
の
推
移
に
即
応
し
て
、
機

動
的
、
弾
力
的
な
運
用
か
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
公

債
残
高
の
利
払
い
等
に
要
す
る
経
費

は
、
歳
出
予
算
の
二
割
を
超
え
、
引

続
き
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
厳
し
い
状
況
の

中
、
国
、
県
と
同
一
基
調
に
立
ち
、

行
政
改
革
大
綱
、
第
三
次
総
合
計
画

を
基
本
と
し
て
、
郷
土
の
誦
か
し
い

乎

決成

の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
‘
来
る
べ

き
二
十
一
世
紀
を
め
ざ
し
、
村
の
実

情
と
将
来
を
考
え
合
わ
せ
て
健
全
財

政
を
堅
持
し
、
従
来
か
ら
の
重
要
事

項
は
縮
少
す
る
こ
と
な
く
継
続
し
て

実
施
し
、
村
政
の
後
退
を
招
く
こ
と

の
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
か
ら
、
ふ

る
さ
と
の
広
場
建
設
事
業
で

B

ゾ
ー

ン
（
ふ
れ
あ
い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ゾ
ー

ン
）
の
整
備
を
は
じ
め
中
学
校
南
校

舎
大
規
模
改
造
事
業
、
西
小
学
校
北

校
庭
整
備
事
業
な
ど
諸
般
に
わ
た
る

施
策
を
推
進
し
、
「
活
力
あ
る
豊
か
な

自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
、
う
る
お
い
の

あ
る
郷
土
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
福

祉
の
向
上
、
生
活
基
盤
の
充
実
、
農

業
基
盤
の
整
備
、
産
業
、
教
育
文
化

の
振
興
、
道
路
改
良
な
ど
村
民
生
活

の
安
定
と
村
民
各
位
の
健
康
の
た
め

各
分
野
の
発
展
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
所
期
の
目

的
を
達
成
し
、
一
層
充
実
し
た
村
づ

く
り
に
向
け
て
前
進
す
る
こ
と
か
で

き
ま
し
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
議
会

の
皆
様
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
深

い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご
協

カ
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
、
こ
こ
に
平
成
四
年
度
の
決
算

の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

明
和
村
長斎

藤

四
年
度

算
あ
ら

ま
し

憲

平成 5 年10 月 10 日 広報めいわ (2) 



活力ある住みよ,
 

ヽ

平成4年度
；夫算総額
ロロロ一般会計歳出

歳出 50億8,473万3,932円

15億9,639万1,626円

性質別歳出の内わけ
内わけ 金 額 構成比（％）

人件費 764,478 19.1 

扶助費 40,038 1.0 
義務的経費

公債費 166,524 4.1 

計 971,040 24.2 

物件費 483,254 12.1 

補助費等 308,504 7.7 

維持補修費 36,180 0.9 

その他の 貸付金 5,797 0.1 

経 費 投資・出資金 10,210 0.3 

積立金 709,294 17.7 

繰出金 130,517 3.2 

計 1,683,756 42.0 

投資的経費 普通建設事業費 1,356,803 33.8 

歳 出 合 計 4,011,599 100.0 

(3) 広報めいわ

（単位千円）

. 
• 40億1,159万8,797円

5億5,133万2,092円

5億5,030万8,732円

4億7,134万3,494円

1 億7,563万9,091 円

1 億6,652万3,572円

1 億6,228万9,602円

1 億4,193万4,294円

1 億0,272万2,532円

9,311 万3,762円

玄39.8%

責4.4%

玄4.2%

玄4.0%

玄3.5%

責2.6%

責2.4%

地
方
交
付
税
が
一
億

五
、
三0
0
万
円
余
り
増

土

木
費

大
幅
な
伸
び
が

口
土木費

民生費

総務費

教育費

尉林産業費

公債費

衛生費

消防費

諸支出金

その他
（＊構成比）

歳
入
の
内
訳

歳
入
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
方
交
付
税
や
県
支
出
金
な
ど
の
国

や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
「
依
存
財

濃
源
」
は
、
合
計
で
一
六
億
八
、
八
六
三

万
四
ニ
―
五
円
、
全
体
の
三
九
・
八
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
全
体
の
二
二
•
五
％
を
占
め
て

い
る
地
方
交
付
税
は
、
前
年
度
と
比
較

億
し
て
約
一
億
五
、
三

0
0
万
円
の
増
と

。ー
な
っ
て
い
ま
す
。
増
加
し
た
要
因
と
し

て
、
新
規
に
企
画
振
興
費
が
導
入
さ
れ
、

さ
ら
に
、
地
域
福
祉
基
金
費
が
増
え
た

こ
と
で
す
。

村
債
（
村
の
借
金
）
は
、
前
年
度
比

5

二
億
―
―
-
、
九
一
0
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

億ー

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
、
地

方
特
定
道
路
整
備
、
中
学
校
南
校
舎
大

規
模
改
造
工
事
、
農
業
基
盤
整
備
な
ど

の
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
入
れ
た
も

の
で
す
。

な
お
、
県
支
出
金
、
利
子
割
交
付
金
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
交
通
安
全
対

策
特
別
交
付
金
な
ど
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
約
六
、
三
0
0
万
円
減
額
交
付
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
村
税
や
繰
入
金
な
ど
の
村
独

自
で
確
保
で
き
る
お
金
「
自
主
財
源
」

は
、
合
計
で
二
五
億
五
、
五
六
七
万
四
、

四
0
四
円
で
、
全
体
の
六
0

・
ニ
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
主
財
源
の
五
七
・
九
％
を
占

め
る
村
税
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
約
三
、

六
0
0

万
円
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

景
気
後
退
に
よ
る
法
人
村
民
税
と
特
別

土
地
保
有
税
の
落
ち
込
み
は
あ
っ
た
も

の
の
、
個
人
村
民
税
と
固
定
資
産
税
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
増
加
と
な
り
ま
し

こ
。t
 歳

出
の
内
訳

歳
出
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
土
木
費
で
、
歳
出

全
体
の
三
九
・
八
％
、
前
年
度
比
約
九

億
六
‘
―
1
0
0
万
円
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
の
広
場

整
備
事
業
関
係
が
増
加
の
主
な
要
因
で

す
。前

年
度
ト
ッ
プ
で
し
た
民
生
贄
は
、

約
一
億
四
‘
六

0
0

万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
減
少
し
た
要
因
と
し
て
、
前
年

度
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

総
務
費
は
、
前
年
度
比
約
三
、
八
〇

0
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

利
根
川
河
川
敷
整
備
構
想
策
定
業
務
委

託
料
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

教
育
費
も
前
年
度
比
約
一
、
七

0
0

万
円
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
、
衛
生
費
、
消
防
費
、

商
工
費
、
議
会
費
も
微
少
で
は
あ
り
ま

す
が
、
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

平成 5 年10 月 10 日



総務費
書庫移動棚取付工事費 7,550,000 

利根川河川敷整備構想策定業務委託

料 15,336,700

交通対策費 5,881,789 

結婚相談事業費 1,385,900 

区行政交付金 1,843,500 

財政調整基金利子積立金

81,434,510 

84,000,000 

5,548,028 

減債基金積立金

減債基金利子積立金

教育費
小学校費（西小学校北校庭整備工事

費など） 110,398,518 

中学校費（中学校南校舎大規模改造

工事費など） 178,475,373 

幼稚園費 51,111,841 

青少年育成対策費 3,705,864 

公民館費 19,711,999 

保健体育費 19,695,100 

農林水産業費
農業委員会費 7,520,616 

新農構カントリーエレベーター建設

費補助金 14,510,000 

小規模土地改良事業水路工事費

25,018,700 

村単事業排水路工事費 49,898,226 

県営佐貰土地改良事業費（灌漑排水

工事および事務費負担金） 15,810,000

木費
村道舗装新設および補修工事費

85,253,100 

村道改良工事費 240,432,900 

特定交通安全施設等整備工事費

19,879,000 

特定地方道路整備工事費50,603,900

道路改良工事に伴う工作物移設並び

に物件補償費 62,973,420 

ふるさとの広場用地購入費

176,084,555 

ふるさとの広場建設事業工事費

286,329,700 

桜並木路整備舗装工事費 9,486,300

ふるさとづくり基金積立金

441,500,000 

ふるさとづくり基金利子積立金

22,825,107 

6,274,239 

土

村営住宅費

民生費
村社会福祉協議会補助金 8,630,000

地域福祉基金積立金 63,000,000 

国民年金印紙購入費 151,606,000 

デイサービスセンター管理運営委託

料 18,741,772

特別養護老人ホーム建設事業補助金

17,500,000 

ホームヘルプサービス事業委託料

5,634,000 

老人保健特別会計繰出金22,883,000

医療福祉費 13,377,662 

老人福祉センター費 22,941,449 

児童手当 19,085,000 

保育園費 124,859,095 

こ
ん
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
し
だ
。

_ 
般
会
計
決
算
：
.
4
0
億
円
の
使
途

（
主
な
事
業
・
単
位
円
）

平成 5 年10 月 10 日 広報めいわ (4) 



特別 ・事業会計

老
人
保
健

歳

歳出

差し引き 4,961,942円

歳出の98.5％を占める医療費は、島齢化

社会を反映して老人人口の増加や入院医療

費の増加により、前年度と比較して約4,650

万円(11. 9%) の増加となりました。

入 448,968,945円

444,007,003円

国
民
健
康
保
険

歳

歳出

差し引き 113,068, 177円
歳出の大部分を占める医療費の伸びは、

前期 (4~ 9 月）が前年比14％と大きく伸

びましたが、後期（10月～ 3 月）に入って

からは、前年比2.5％減少しましたので、年

間での伸びは前年比5.6％となり、平年並み

の伸びとなりました。年を追って嵩齢化社

会が進み、保険給付支出の増加する傾向が

続いており、歳入では、所得割は減少しま

したが、資産税割の増加により平年並の税

収が確保されました。

医療翡は前年度よりも伸びましたか、幸

いにして113,068,177円の黒字決算となりま

したので、 30,000,000円を財政安定のため
に基金に積立いたしました。しかしながら、

国保財政は年々老人保健該当者の増加によ

り拠出金が増加しているために依然として

厳しい状況にあります。

今後とも、より一層の予防医療の充実強

化を推進し、医療費適正化に努めます。

入 591,539,731 円

478,471,554円

水
道
事
業

〇収益的収入・支出

収 入 125,563,988円（税込）

支 出 91 ,747,664円（税込）

純利益 33,816,324円（税込）

125,563,988円（水道料金など）の収入に

対して 91,747,664円（電気料金・修繕費な

ど）の支出で純利益（税込）は33,816,324

円となりました。

〇資本的収入・支出

収 入 2,150,000円（税込）

支 出 58,908,914円（税込）

差し引き △56 ,758,914円（税込）

2,150,000円(f也会計負担金）の収入に対

して、 58,908,914円（水源施設用地購入費

など）の支出で差し引き不足する額56,758,914

円は、過年度分損益勘定留保資金31,901,125

円、建設改良積立金20,000,000円、減債積

立金4,681,113円、当年度分消費税資本的収

支調整額176,676円で補てんしました。

主な事業としては、南大島地内に水源施

設用地4, 650mを取得し、第 2 、第 4 浄水場

改修工事、上江黒、南大島地内の配水管布

設工事および消火栓 5 基を新設し施設の整

備を図りました。

(5) 広報めいわ

臣
且
＿
腐

健
腰
て
文
化
的
な
生
活
の
た
め
に

（
主
な
事
業
）

. 
--= 

一

• 

,'-

衛生費
邑楽館林医療事務組合負担金

14,470,000 

邑楽館林医療事務組合病院事業会計

出資金 9;369,000 

国保特別会計繰出金 4,423,600 

基本健康診査などの委託料

19,343,188 

合併処理浄化槽設置事業補助金

5,850,000 

保健センター費 8,025,262 

廃棄物処理運搬などの委託料

33,939,073 

館林衛生施設組合負担金25,099,000

消防費
館林地区消防組合負担金（常備・非

常備・施設費） 140,875,000 

災害対策費 1,059,294 

議会費
議会だよりなど印刷製本費 481,509

議場内拡声装置設置工事費 199,820

商工費
村商工会助成金 7,000,000 

村納涼祭運営補助金 2,500,000 

商業設備近代化資金貸付金

4,932,000 

公債
長期債償還元金

長期債償還利子
7

5

 

5

1

 

2

3

 

9

9

 

6

7

 

費
ロ
ロ

ー

諸支出金
土地開発基金繰出金など

102,722,532 

平成 5 年10 月 10 日



主
な
業
務
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
の

広
場
整
備
事
業
（
南
大
島
・
新
里
地
内
）

お
よ
び
県
企
業
局
の
委
託
を
受
け
て
、

明
和
工
業
団
地
造
成
事
業
（
大
輪
地
内
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

【
収
益
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入

0

公
有
地
取
得
事
業
収
益
：
·

一
億
七
、
六
0
八
万
四

五
五
五
円

0

あ
っ
せ
ん
等
事
業
収
益
…

一
、
八
一
八
万
三
、
六
五

八
円

〇
受
取
利
息
：
七
九
六
万
0
、

二
六
二
円

0
支
出

0

公
有
地
取
得
事
業
原
価
：
·

一
億
七
、
六
0
八
万
四
、

五
五
五
円

0

あ
っ
せ
ん
等
事
業
原
価
：
·

一
、
八
0
0
万
円

〇
販
売
費
お
よ
び
一
般
管
理

費
：
四
三
0
万
六
、
八
八

三
円

【
資
本
的
収
入
・
支
出
】

〇
収
入

議会風景

~
第
三
回
村
議
会
定
例
会
は
、
九
月
十

入
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
会
期
九
日

何
で
開
か
れ
、
平
成
四
年
度
一
般
会
計
、
~

又
E
種
特
別
会
計
決
算
の
認
定
な
ど
に
つ
．

い
て
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
~

り
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
｛

」
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

9
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平
成
四
年
度
村
土
地
開
発

公
社
事
業
・
決
算
報
告

第
三
回
村
議
会
定
例
会

教
育
委
員
会
委
員
の
早
川
久
美
さ
ん

が
九
月
―
―-
+
Hを
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
後
任
に
鯉
沼
寛
治

さ
ん

(
4
3歳・
川
俣
）
を
同
委
員
に
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に

鯉
沼
寛
治
さ
ん
任
命

瀬下昭一さん

人
権
擁
護
委
員
に

瀬
下
昭
さ
ん
再
任

平
成
四
年
度
各
種
会
計
決
算
認
定

一
億
五
、

0

長
期
借
入
金
・

円
0
支
出

0

公
有
地
取
得
事
業
費
…
二
億
0
、

五
三
万
七
、
四
八
五
円

0

長
期
借
入
金
償
還
金
：
·
一
億
九
、

0
0
万
円

五
0
0
万五二

十
二
月
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
の
瀬
下
昭
一
さ

ん
（
新
里
•
6
4
歳
）
を
再
度
、
同
委
員
に

推
せ
ん
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
億
0
、
七
八
一
万
九
千
円
を

追
加
し
、
総
領
を
一
二
九
億
六
、
六
九
九

万
六
千
円
に
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
国
庫
支
出
金
：
·
二
0
0
万
円
（
一
億

二
、
五
五
一
万
六
千
円
）

④
県
支
出
金
：
·
二
四
五
万
円
（
一
億
―
―
-
‘

―
―
四
万
四
千
円
）

④
繰
入
金
…
一
、
一
五
六
万
七
千
円
減

額
（
五
億
八
、
八
五
九
万
一
千
円
）

④
繰
越
金
：
·
一
億
一
、
四
九
三
万
六
千

円
（
二
億
二
、
一
0
0
万
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
総
務
費
：
·
一
三
八
万
六
千
円
（
五
億

九
、
二
六
三
万
一
千
円
）

④
民
生
費
…
―
―
一
万
円
（
六
億
一
、
三

三
七
万
五
千
円
）

④
衛
生
費
：
・
三
六
一
万
円
（
二
億
三
、

0
0
五
万
八
千
円
）

④
農
林
水
産
業
費
：
·
六
0
万
七
千
円
（
ニ

億
五
、
〇
三
七
万
九
千
円
）

④
土
木
費
：
·
一
億
0
‘
1
0
五
万
九
千

円
(
-
四
億
二
、
〇
六
一
万
六
千
円
）

④
教
育
費
：
·
九
四
万
七
千
円
（
三
億
九
、

三
三
一
万
円
）

平
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算 ^ 

一‘
• ~ •一

t
 

岬沼寛治さん

ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業
（
温
水

プ
ー
ル
ゾ
ー
ン
）
工
事
の
た
め
、
建
設

業
者
七
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結

果
、
二
億
九
、
．
六
六
四
万
円
（
消
費
税

合
む
）
で
荒
井
建
設
株
式
会
社
（
明
和

村
大
佐
貰
）
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
の
広
場
（
温
水
プ
ー
ル
の

ゾ
ー
ン
）
建
設
の
た
め
、
土
地
開
発
公

社
か
ら
村
が
買
い
受
け
る
た
め
の
土
地

の
取
得
で
す
。

な
お
、
土
地
の
所
在
地
は
、
田
島
・

南
大
島
・
新
里
地
内
で
、
面
積
は
一
万

0
、
一
六
九
平
方
区
、
取
得
価
格
は
一

億
四
、
七
六
五
万
七
、
一
―
八
円
で
す
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
、
一
五
0
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
四
、
七
0
一
万
円
に
し
ま

し
た
。主

な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

①
国
民
健
康
保
険
税
：
·
二
、
一
五
0
万

円
（
二
億
六
、
二
三
五
万
二
千
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
保
健
給
付
費
：
．
一
、
六
六
六
万
円
（
四

億
一
、
二
0
二
万
三
千
円
）

④
諸
支
出
金
：
・
四
八
四
万
円
（
四
八
四

I

万
七
千
円
）

平
成
五
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

平成 5 年10 月 10 日 広報めいわ (6) 



,r, ドーク通11宅内I事’ 
口月ヰ目から始まる

オフトーク通信システム図

センタ一回線 N T T 

交換機
情報提供

センター

（明和村役場）

消防署

加入電話回線

スピーカー

平
成
六
年
一
月
一
日
開
局
を
め
ざ
し

て
い
る
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
宅
内
工
事

が
十
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
工
事

自
体
は
簡
単
で
す
が
留
守
で
あ
り
ま
す

と
工
事
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
区

長
さ
ん
を
通
し
て
、
後
日
各
家
庭
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

.、

各家庭に設置される宅内接続装置（左）とスピーカー（右）

宅内接続装置各部の名前と働き
チャンネル表示ランプ

受信しているチャンネルを緑色で表示
します。

切／入ランプ
スピーカーからの音を消しているとき

に赤色に点灯します。

切／入スイッチ

スピーカーからの音を消したいときに

押します。

チャンネル切替スイッチ

チャンネルを切リ替えるときに押します。

(7) 広報めいわ

緊急表示ランプ
緊急連絡があったときに赤色で

点滅します。

緊急解除スイッチ

緊急表示ランプを消すときに押

します。

音量ツマミ

お好みの音量に調節することか

できます。

PHONE （イヤホン）端子

イヤホンなどで聞くときにお使いください。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
は
、
電
話
回
線

の
空
き
時
間
を
利
用
し
て
、
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
（
役
場
）
か
ら
各
種
情
報
を

加
入
電
話
回
線
を
利
用
し
て
家
庭
等
へ

届
け
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

オ
フ
ト
ー
ワ
通
信
と
は

ま
た
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は
、
火
災

な
ど
の
災
害
発
生
時
に
は
緊
急
放
送
を

送
信
し
ま
す
。
こ
の
緊
急
放
送
は
、
す

べ
て
の
放
送
に
対
し
て
優
先
さ
れ
‘
宅

内
接
続
装
置
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
い

て
も
自
動
的
に
受
信
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
不
在

の
場
合
で
あ
っ
て
も
緊
急
放
送
か
あ
っ

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
「
緊
急
表
示
ラ
ン

プ
」
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は
、
あ

く
ま
で
も
通
話
か
最
優
先
し
ま
す
の

で
、
電
話
を
か
け
る
と
き
や
か
か
っ
て

き
た
と
き
は
、
情
報
提
供
は
自
動
的
に

ス
ト
ッ
プ
し
通
話
か
可
能
な
状
態
に
な

り
ま
す
。

平成 5 年10 月 10 日



明日を支える
国民年金制度
届け出

• 

I 第 1 号被保険者 l
20歳

会社に疇したとき 1 第 1 号被保険者十厚生年金（第 2 号） I 
口被

保
険
者
の
種
類
が
変
わ
っ
だ
ら
届
け
出
を

会社を睾巌したときじ生年金（第 2 号）十第 1 号被保険者 I

；；□ーマと／きと塁第 1厚号：二:：3 ：こ食者

夫か会社に疇 II 第 1 号被保険者［厚生年金（第 2 号）
したとき 国⑤第 1 号被保険者第 3 号被保険者

夫か会社を退職固I 厚生年金（第 2 号）t第 1 号被保険者
したとき 直〇第 3 号被保険者第 1 号被保険者

妻か会社に疇固1 厚生年金（第 2 号）
したとき 直g第 3 号被保険者→厚生年金（第 2 号）

り：•;力：13t-°畠第 3：ここ：：こ：金者

：力し、｀国lj;亨厚生年金（第2号）t共済祖合（第 2号）
か変わったとき直g第 3 号被保険者 第 3 号被保険者

国
民
年
金
は
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い

わ
が
国
は
い
ま
、
急
速
に
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
「
老

後
の
時
間
の
長
い
社
会
」
に
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
老
後
を

実
り
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、

生
活
そ
の
も
の
が
安
定
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
か
国
民
年
金
の
制

度
で
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
は
、
思
わ

ぬ
ケ
ガ
や
病
気
で
障
害
者
に
な
っ
た
と

き
や
、
一
家
の
働
き
手
を
亡
く
し
た
と

き
な
ど
に
年
金
を
支
給
し
、
経
済
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
も
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
被
保
険
者
（
現
役
の

世
代
）
が
受
給
者
（
か
つ
て
の
現
役
世

代
）
を
助
け
、
そ
の
現
役
の
世
代
か
年

を
と
っ
た
と
き
な
ど
に
、
そ
の
次
の
世

代
が
支
え
て
い
く
と
い
う
よ
う
に

世
代
と
世
代
の
助
け
合
い
で
成
り
立
っ

て
い
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
に

加
入
す
る
人
は

国
民
年
金
に
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
（
強
制
加
入
者
）
は
、
日

本
国
内
に
住
所
の
あ
る
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
の
人
で
す
。
平
成
3
年
4
月

1

日

か
ら
は
、
任
意
だ
っ
た
学
生
も
、
2
0
歳

に
な
っ
た
ら
す
べ
て
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
を
納
め
る
方
法
等
の
違
い
に

よ
っ
て
被
保
険
者
が
分
か
れ
ま
す
。

0
第
1

号
被
保
険
者

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
で
、
学
生
お
よ

び
農
業
、
漁
業
、
商
業
な
ど
の
自
営
業

や
自
由
業
の
人
と
そ
の
家
族

0
第
2

号
被
保
険
者

現
役
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
厚
生
年

金
保
険
の
被
保
険
者
本
人
や
共
済
組
合

の
組
合
員

1 カ月保険料額の移り変わり

年度
1 カ月の

年度
1 カ月の

保険料額 保険料額

昭和58年 5,830 円 昭和63年 7,700 円

59 6,220 平成元年 8,000 

60 6,740 2 8,400 

61 7,100 3 9,000 

62 7,400 4 9,700 

0
第
3

号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
や
共
済

組
合
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
で

2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
人

保
険
料
の

納
付
に
つ
い
て

〇
第
1

号
被
保
険
者
は
、
口
座
振
替
や

納
付
書
に
基
づ
い
て
直
接
金
融
機
関
に

納
付
し
ま
す
。

0
第
2

号
被
保
険
者
は
、
勤
務
先
で
給

与
か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
個

別
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
厚
生
年
金
、
共
済
組

合
か
必
要
な
額
だ
け
拠
出
金
と
し
て
ま

と
め
て
支
払
い
ま
す
。

0
第
3
号
被
保
険
者
は
、
保
険
料
を
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
第
3
号

被
保
険
者
と
し
て
の
届
け
出
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
、
第
2
号
被
保
険
者
の
加

入
し
て
い
る
年
金
制
度
が
ま
と
め
て
負

担
し
ま
す
。

国
民
年
金

加
入
者
の
特
典

0
住
宅
資
金
が
借
り
ら
れ
る
国
民
年
金

3
年
以
上
加
入
し
て
い
る
人
は
、
住

宅
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築
す
る
と
き

に
、
住
宅
金
融
公
庫
資
金
と
併
せ
て
住

宅
資
金
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

④
イ
ン
フ
レ
に
強
い
国
民
年
金

国
民
年
金
の
年
金
額
は
、
完
全
自
動

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
物
価
が
上
か
っ
て
も
年
金
の
価
値

か
下
か
ら
な
い
よ
う
に
、
物
価
の
上
昇

に
合
わ
せ
て
、
翌
年
の
4
月
か
ら
年
金

額
か
自
動
的
に
引
き
上
け
ら
れ
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
年
金
の
価
値
か
目
滅

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

少
な
く
と
も
5
年
ご
と
に
生
活
水
準
な

ど
の
変
動
に
応
じ
て
、
年
金
額
を
見
直

す
政
策
改
定
も
行
わ
れ
ま
す
。

④
社
会
保
険
料
の
控
除
が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料

と
し
て
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き

に
申
告
す
る
と
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
金
の
う
ち
老
齢
基
礎
年
金
、

老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金
な
ど
は
、

所
得
税
法
の
う
え
で
雑
所
得
と
み
な
さ

れ
、
所
得
税
や
住
民
税
の
対
象
に
な
り

ま
す
が
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
な
ど
は
課
税
対
象
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

④
国
民
年
金
施
設
が
利
用
で
き
る

国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー
か
全
国
に

あ
り
、
国
民
年
金
加
入
者
お
よ
び
受
給

者
は
一
般
よ
り
安
い
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

平成 5 年10 月 10 日 広報めいわ (8) 



建
築
物
を
増
築
、
改
築
、
移
転
す
る

場
合
に
お
い
て
も
、
建
築
基
準
法
第
六

条
第
一
項
に
よ
り
、
床
面
積
十
平
方
訂

を
超
え
る
場
合
は
、
着
工
前
に
建
築
確

認
申
請
書
の
提
出
を
し
て
確
認
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
建
築
物
等
を
新
築
、
増
築
、

改
築
な
ど
を
す
る
時
は
、
そ
の
建
築
敷

地
が
接
す
る
建
築
基
準
法
第
四
十
二
条

第
二
項
で
指
定
す
る
道
路
の
幅
員
が
一

•
八
以
以
上
、
四
討
未
満
の
場
合
に
は
、

そ
の
道
路
の
中
心
線
か
ら
左
右
二
ぃ
い
ず

つ
後
退
し
た
線
を
そ
の
道
路
の
境
界
線

と
見
な
し
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
の
後
退

し
た
線
と
実
際
の
道
路
と
に
挟
ま
れ
た

部
分
（
下
図
の
斜
線
部
分
）
は
、
道
路

部
分
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
部
分

建
築
基
準
法
に

基
づ
く
確
認
申
請
と

道
路
境
界
線
に
つ
い
て

99かSの
高知Sせ
84-3111 

隣地境芥線

道路後退部分i（斜線）

道路後退線

川（崖地、線路敷き等）

隣地培界線

／道路後退部分（斜線）

←道路後退線

已：；L：りーに—．一ーロり］―． 8111 以」—.4 m 未満の道路） 1
2m 

一道路後退線

の
所
有
権
は
所
有
者
本
人
に
帰
属
し
ま

す
が
、
建
築
物
（
軒
や
庇
を
含
む
）
、
門
、

塀
、
擁
壁
等
は
一
切
設
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

な
お
、
道
路
の
片
側
が
、
崖
地
・
川

・
線
路
敷
地
等
に
面
す
る
場
合
は
、
崖

地
・
川
・
線
路
敷
地
等
の
あ
る
側
の
道

路
境
界
線
か
ら
四
訂
と
っ
た
線
を
道
路

境
界
線
と
み
な
し
ま
す
。

こ
の
制
度
の
目
的
は
、
幅
員
四
討
未

満
の
狭
い
道
路
に
接
す
る
敷
地
に
も
住

宅
等
が
建
築
で
き
る
緩
和
措
置
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
将
来
幅
員
四
訂
の
道
路

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
す
。
詳
し
く
は
、
館
林
土
木
事
務

所
6
⑫
4
3
5
5

か
役
場
建
設
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圏
日
時
1
1
1
1
月
6
日
由
午
前
9
時1

圏
会
場
1
1
中
央
公
民
館

圏
入
園
資
格
1
1
村
内
の
住
民
で
母
親
が

働
い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
幼
児

の
保
育
に
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に
も
保

育
に
当
た
る
人
が
な
く
、
家
庭
で
保

育
に
欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の

幼
児
等

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

農
業
就
業
の
高
齢
化
、
兼
業
化
等
が

進
行
し
、
稲
作
を
中
心
と
す
る
中
核
農

家
が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
農
地
の
貸

し
手
農
家
の
増
加
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
等
の
諸
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
耕
作
放
棄
地
の
解

消
、
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に

農
地
の
貸
し
借
り
を
積
極
的
に
推
進
し

ま
す
。
農
地
を
貸
し
た
い
人
、
借
り
た

い
人
は
地
元
の
農
業
委
員
さ
ん
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

各
行
政
区
の
農
業
委
員
さ
ん
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）屯
話
番
号

〇
蓮
見
邦
男
斗
合
田
閻

5
3
1
8

0

荻
野
清
下
江
黒
闘

8
8
8
7

0

野
木
村
公
一
上
江
黒
闘

7
5
6
3

0

田
村
正
雄
千
津
井
闘

3
6
9
8

0

関
口
忠
江
口
闘

2
9
6
6

農
地
を
貸
し
だ
い
人

農
地
を
借
り
だ
い
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

平
成

6

年
度
保
育

園
児
募
集
説
明
会

年
賀
ハ
ガ
キ
が

発
さ
れ
ま
す

売

ご
協
力
く
だ
さ
い

赤
い
羽
根
共
同
募
金

0

日
比
野
正
芙
田
島
闘

3
4
2
6

0

栗
原
利
夫
南
大
島
闘

2
6
7
9

0

島
田
繁
正
南
大
島
闘

2
6
2
1

0

小
平
喜
章
新
里
闘

2
7
6
2

0

瀬
下
佳
平
新
里
闘

3
2
4
6

0

坂
上
貞
雄
中
谷
闘

2
1
7
3

〇
折
原
篤
中
谷
闘

3
5
5
7

0

吉
田
重
信
梅
原
闘

3
6
3
9

0

宇
木
慶
一
川
俣
闘

2
4
3
0

c
田
口
和
晴
須
賀
闘

2
6
5
6

0

斎
藤
憲
大
輪
闘

3
9
8
2

0

村
田
清
吉
大
輪
闘

2
4
7
8

0

金
子
竹
雄
入
ケ
谷
闘

3
0
8
1

〇
泉
田
和
作
矢
島
闘

3
4
3
7

0

山
田
正
樹
矢
島
闘

3
1
9
1

0

石
村
一
雄
大
佐
貰
闘

3
3
9
1

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
共
同
募
金
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
も
、
運
動
期
間
中
、
区
長
、
民

生
委
員
の
方
が
各
家
庭
や
事
業
所
に
お

伺
い
し
て
募
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
誰
に
で
も
気

軽
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

今
年
も
十
一
月
一
日
⑪
か
ら
年
賀
ハ

ガ
キ
が
発
売
さ
れ
ま
す
。
種
類
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
種
類
無
地
四
十
一
円

絵
入
り
（
春
蘭
）
四
十
六
円

第2回納涼祭収入支出決算報告書
〇収入合計 4,530,745円 0支出合計 3,751,494円
0 前年度繰越金 123,575 円 〇舞台設喧改造費 198,790 円
〇明和村補助金 2,500,000円 0 電源電灯工事費 215,123 円
〇寄附金 1,906,753 円 0 音響設備費 60,000円

（寄附金の内訳） 0 消耗品費 1,073,900円
•一般住民 637,700円 0 花火経費 1,030,000円
・運営委員 295,000円 0 会場賄い費等 752,065 円
•明和村 50,000円 〇クリーニング贄 137,870 円

•明和村議会 50,000円 〇抽選会費 240,646 円
•明和村商工会 312,553 円 0 おみこし保管料 20,000円
・商工会員等 497,500円 0 おみこし保険料 8,100 円
•その他 64,000円 〇傷害保険料 15,000円

〇雑入 417円

翌年度繰越金

※ご協力あリがとうごさ‘‘しヽました。

779,251 円

〈
文
化
祭
〉

①
期
間
1
1
1
0
月
2
9
日
⑤
1
3
1
日
⑪

①
会
場
1
1
中
央
公
民
館

④
内
容
1
1
芸
能
発
表
、
作
品
展
、
菊

花
展
、
茶
会
な
ど

〈
商
工
祭
〉

①
期
日
1
1
1
0
月
3
1
日
⑪

④
会
場
1
1
中
央
公
民
館
駐
車
場
な
ど

④
内
容
1
1
バ
ザ
ー
、
特
産
品
の
即
売
、

模
擬
店
な
ど

文
化
祭
商
工

合
年
も
開
か
れ
ま
す
祭

絵
入
り
（
海
幸
）
四
十
六
円

絵
入
り
（
地
方
版
）
四
十
六
円
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参加者全員で記念撮影

女性代表答辞 新井騨香さん 男性代表答辞 藤野晃嗣さん

第
三
十
九
回
成
人
式
か
九
月
二
十
三

日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
昭
和
三
十
三
年
か
ら
、
派
手
な

服
装
よ
り
心
を
飾
り
、
二
十
歳
に
な
っ

た
こ
と
を
祖
先
に
報
告
、
感
謝
す
る
意

も
込
め
ら
れ
て
、
毎
年
こ
の
秋
分
の
日

に
行
っ
て
い
ま
す
。

男
性
は
白
の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、

決

_ 
一

川
俣
）

0
九
人
成
人
お
め
で
と
う

女
性
は

白
の
ブ
ラ
ウ
ス
に
黒
か
紺
の
ス
カ
ー
ト

と
清
楚
な
服
装
で
男
性
六
十
九
人
、
女

性
六
十
八
人
が
出
席
し
、
村
長
、
村
議

会
議
長
、
館
林
警
察
署
長
、
県
教
育
長

ら
多
数
の
方
か
ら
祝
福
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
、
新
成
人
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

ま
た
、

藤
野
晃
嗣
さ
ん

意
t
新
た
に

と

新
井
評
香
さ
ん
（
江
口
）
か
、
そ
れ
ぞ

れ
男
性
・
女
性
を
代
表
し
て
「
私
た
ち

の
た
め
に
盛
大
な
式
を
挙
げ
て
く
だ
さ

り
感
激
で
す
。
今
日
の
こ
の
感
激
を
忘

れ
す
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
社
会
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
、

答
辞
を
述
べ
て
式
は
終
了
。
そ
の
後
全

員
で
記
念
撮
影
を
し
解
散
し
ま
し
た
。

交通安全ナシを配布する交対協の皆さん

家庭介護を勉強している介護者

違
反
ナ
シ
運
転
の
高
揚

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初

H

の
九

月
二
十
一
日
、
田
島
地
内
に
お
い
て
村

交
通
対
策
協
議
会
で
は
、
村
安
全
協
会
、

館
林
警
察
署
の
協
力
を
得
て
、
村
の
特

産
で
あ
る
梨
を
通
過
全
車
両
に
「
交
通

安
全
ナ
シ
（
事
故
ナ
シ
・
違
反
ナ
シ
）
」

と
し
て
配
布
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

の
徹
底
推
進
な
ど
安
全
運
転
の
高
揚
を

図
り
ま
し
た
。

家
族
介
護
者
教
室
で
リ
つ
レ
ッ
シ
ュ

テ
イ
サ
ー
ピ
ス
セ
‘
ピ
り
1

九
月
十
二
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
今
年
三
回
目
の
家
族
介
護
者
教

室
が
、
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
五
十
人
余
り
か
参
加

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
清
水
ア
ッ
子
さ
ん

(
H本

女
子
体
育
連
盟
所
属
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）
を
迎
え
、
「
介
護
す
る
人
の
健
康

を
考
え
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
前
半
を

講
演
、
後
半
を
実
技
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー

で
行
い
、
特
に
実
技
で
は
、
前
後
屈
運

動
、
左
右
腰
ひ
ね
り
、
膝
か
か
え
、
首

ま
わ
し
な
ど
の
体
操
を
行
い
、
参
加
し

た
人
た
ち
は
「
身
体
か
軽
く
な
っ
た
よ

う
で
す
」
「
肩
こ
り
が
直
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
」
な
ど
と
教
室
に
参
加
し
て
有

意
義
な
体
験
が
で
き
、
今
後
の
介
護
に

役
立
て
た
い
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

特
産
梨
で
事
故
ナ
シ
・

平成 5 年10 月 10 日 広報めいわ (I 0) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡く

ださい。

一＾一西 九
月
十
四
日
、
役
場
会
議
室
で
「
選

挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
」
の
村
審
査
か
行
わ

れ
、
県
審
査
に
の
ぞ
む
小
学
生
十
点
、

中
学
生
十
点
の
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

く
く
人

る
し

明

ヘ

選
拳
啓
発
ポ
ス

9

J

二
0
点
が
県
審
査

こ
れ
は
、
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て

県
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
、

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

村
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
東
・

西
小
学
校
、
中
学
校
の
美
術
関
係
の
教

員
ら
か
審
査
に
あ
た
り
、
次
の
人
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
〔
敬
称
略
〕

0
小
学
生
の
部

▽
岡
田
法
子
（
東

1
)
▽
篠
木
謙
佑

（
西
1
)
▽
久
保
口
育
芙
（
東

2
)
▽

野
本
秋
奈
（
東
3
)
▽
鑓
田
規
人
（
西

3
)
▽
江
森
大
介
（
東

4
)
▽
篠
木
優

甫
（
西

4
)
▽
鈴
木
亮
広
（
西

5
)
▽

多
田
真
樹
子
（
東
6
)
▽
福
知
秀
幸
（
西

6

)

 
0
中
学
生
の
部

▽
秋
野
峰
子
（
中

1
)
▽
小
林
路
代

（
中
1
)
▽
小
池
宏
美
（
中

1
)
▽
堀

口
千
恵
子
（
中

2
)
▽
本
沢
晃
一
（
中

2
)
▽
田
口
縁
（
中

2
)
▽
田
村
花
織

（
中
3
)
▽
立
岡
功
之
（
中

3
)
▽
栗

原
千
佳
（
中

3
)
▽
古
橋
由
美
子
（
中

精
薄
者
福
祉

パ
レ
ー
ド
隊
来
村

九
月
七
日
、
精
薄
者
福
祉
パ
レ

ー
ド
隊
が
来
村
。
あ
い
に
く
の
雨

の
た
め
会
場
を
役
場
前
庭
か
ら
中

央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
移
し
、
村

長
、
教
育
長
、
村
議
会
議
長
、
村

社
会
福
祉
協
議
会
長
、
村
内
関
係

者
、
役
場
職
員
ら
百
人
ほ
ど
が
出

迎
え
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
宮
崎
明
和
村
療
育

父
母
の
会
会
長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
達
し
、
斎
藤
村
長
が
激
励
の
こ

と
ば
を
述
べ
、
最
後
に
明
和
中
学

校
の
生
徒
が
村
長
に
花
束
を
送
り

伝
達
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

メッセージを伝達する宮崎さん（左）

過の開崎で
ご人か洋敬九
しがれ子老月
ま集まさの十
しましん日五
たりたをの日
ｰ ‘ ゜迎特 ‘ 

楽当え別老
し日て企人
いは歌画福
ひ三謡と祉
と百シしセ
と人ョてン
き余 I ‘タ
をりが山 1

山崎洋子さん

(11) 広報めいわ

敬
老
の
日
特
別
企
画

山
崎
洋
子
さ
ん
来
村

ヽ. 
記念品を受ける細田さん

長
年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢

献
し
て
き
た
功
績
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
長
痔
を
お
祝
い
し

て
、
九
月
九
日
、
村
と
村
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
本
年
度
内

に
八
十
五
歳
以
上
に
な
る
百
四

十
四
人
（
男
性
六
十
人
、
女
性
八

十
四
人
）
を
敬
老
慰
問
し
ま
し
た
。

村
長
、
助
役
、
収
入
役
が
三

班
に
分
か
れ
て
該
当
者
宅
を
訪

問
し
、
「
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、

お
年
寄
り
を
励
ま
し
、
記
念
品

や
敬
老
年
金
を
贈
り
ま
し
た
。

立木伸子さん

県
教
育
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
た
「
平

成
五
年
度
少
年
の
主
張
第

1
5回
東
毛

地
区
大
会
」
が
八
月
二
十
五
日
、
大
間
々

町
厚
生
会
館
で
開
か
れ
、
明
和
中
学
校

三
年
の
立
木
伸
子
さ
ん
が
、
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
月
二
日
、

群
馬
会
館
で
開
か
れ
た
群
馬
県
大
会
に

出
場
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

＿
四
四
人
t5長
寿
者
少
年
の
主
張
で
僅
秀
賞

セ
表
敬
慰
問
明
中
の
立
木
伸
子
さ
ん

平成 5 年10 月 10 日
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最
も
身
近
で
手
軽
な
運
動
は
歩
く
こ

と
で
す
。
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人

病
や
老
化
の
防
止
、
さ
ら
に
健
康
の
増

進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

一
日
二
十
五
分
く
ら
い
、
う
っ
す
ら

と
汗
ば
む
は
ど
の
速
さ
で
、
毎
日
歩
く

こ
と
が
健
康
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

正
し
い
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
、
効
果

ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

〈
歩
く
こ
と
の
健
康
効
果
）

館
林
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
宮
城
修
先

生
の
五
回
目
の
原
稿
は
、
コ
つ
つ
と
う
し

け
し
れ
ん

い
顔
面
痙
攣
と
三
叉
神
経
痛
L

人
間
は
精
神
的
に
緊
張
す
る
と
顔
が

こ
わ
ば
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
す
が
、
時
々
‘
顔
の
半
分
、
特
に
目

の
周
囲
か
ら
口
元
に
か
け
て
強
く
引
き

吊
れ
る
人
を
見
か
け
ま
す
。
こ
の
症
状

は
来
客
が
あ
っ
た
り
、
公
式
の
場
所
に

出
か
け
る
と
き
の
よ
う
に
精
神
的
緊
張

状
態
に
陥
る
と
さ
ら
に
強
く
な
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
た
め
気
分
が
滅
入
っ
た
り
、

い
つ
も
う
っ
と
う
し
い
精
神
状
態
が
続

き
ま
す
。
こ
の
病
気
は
顔
面
痙
攣
と
呼

は
れ
、
頭
の
中
で
血
管
が
顔
面
神
経
を

圧
迫
し
、
長
い
間
神
経
が
刺
激
さ
れ
る

ハ
ロ
ー
健
康
⑬

1

脳
の
老
化
や
ボ
ケ
の
防
止
に
な
る

足
の
筋
肉
運
動
が
脳
を
剌
激
し
て
働

き
を
高
め
ボ
ケ
を
防
ぐ
。
歩
く
コ
ー
ス

に
変
化
を
つ
け
た
り
、
風
景
を
楽
し
ん

で
歩
く
と
さ
ら
に
脳
を
剌
激
す
る
。

2

歩
く
と
全
身
運
動
に
な
る

ふ
つ
う
の
歩
行
で
も
全
身
の
筋
肉
の

約
六
割
を
使
う
の
で
、
運
動
不
足
を
解

消
し
て
体
力
増
進
に
つ
な
が
る
。

3

血
行
を
よ
く
し
て
高
血
圧
を
抑
え
る

歩
行
運
動
は
、
よ
り
多
く
の
酸
素
と

栄
養
の
補
給
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
ら

を
運
び
や
す
く
す
る
た
め
血
管
か
拡
が

リ
血
行
が
良
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
血

圧
か
下
が
り
、
心
臓
や
脳
卒
中
の
要
因

で
あ
る
高
血
圧
を
抑
え
る
。

4
腰
痛
や
膝
の
痛
み
防
止
に
効
果
的

歩
く
こ
と
で
下
半
身
の
筋
肉
が
鍛
え

ら
れ
、
骨
を
し
っ
か
り
支
え
て
、
骨
の

こ
と
に
よ
っ
て
神
経
が
興
奮
し
や
す
く

な
り
、
顔
の
筋
肉
の
引
き
吊
れ
を
生
ず

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
様
に
顔
の
感
覚
を
伝
え
る
三
叉
神

経
が
血
管
で
圧
迫
さ
れ
、
長
い
間
刺
激

を
受
け
る
と
顔
面
の
痛
み
（
三
叉
神
経

痛
）
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
痛
み
は
主

に
頬
の
部
分
か
ら
唇
の
上
方
に
か
け
て

出
現
し
ま
す
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
歯

を
磨
く
と
き
や
、
麺
類
、
汁
物
を
す
す

る
な
ど
、
食
事
を
す
る
と
き
に
ズ
キ
ン

と
鋭
い
痛
み
が
走
り
ま
す
。
歯
の
痛
み

と
似
て
い
る
た
め
、
歯
を
抜
い
た
り
し

ま
す
か
効
果
の
な
い
場
合
が
多
い
よ
う

で
す
。

こ
の
顔
面
痙
攣
と
三
叉
神
経
痛
の
原

因
は
ほ
と
ん
ど
が
血
管
の
剌
激
に
よ
る

変
形
に
よ
る
腰
や
膝
の
痛
み
を
防
ぐ
。

5

動
脈
硬
化
を
防
＜

速
足
で
歩
い
た
場
合
、
動
脈
壁
の
悪

玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
そ
ぎ
取
る
善
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
す
。

6

ス
ト
レ
ス
解
消

家
の
中
で
は
素
足
に
な
っ
た
り
、
底

に
弾
力
性
の
あ
る
靴
で
散
歩
に
出
る
と

足
の
裏
に
心
地
よ
い
剌
激
を
与
え
て
自

律
神
経
が
安
定
す
る
。

（
歩
く
と
き
の
こ
つ
）

腕
I
I

手
を
軽
く
握
り
、
肩
の
力
を
抜
き

肘
は
軽
く
曲
げ
大
き
く
振
る
。

足
1
1

歩
幅
は
身
長
の
半
分
程
度
、
足
の

振
り
上
げ
は
な
る
べ
く
高
く
、
着
地
は

か
か
と
か
ら
。
け
り
出
す
時
は
、
つ
ま

先
で
勢
い
良
く
。

背
1
1

真
っ
直
ぐ
に
伸
ば
し
て
。
目
線
は

数
メ
ー
ト
ル
先
を
見
る
よ
う
に
。

◊
o
o
o
◊
◊
o
o
o
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
◊
o
o
o
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
◊
で
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊
ふ
◊

も
の
で
、
そ
れ
自
体
は
悪
性
の
病
気
と

は
言
え
ま
せ
ん
が
、
顔
が
醜
く
引
き
吊

れ
る
た
め
他
人
と
会
う
こ
と
や
、
外
出

が
嫌
に
な
り
、
い
つ
も
サ
ン
グ
ラ
ス
を

か
け
る
人
も
見
か
け
ま
す
。
ま
た
激
し

い
痛
み
の
た
め
食
事
を
す
る
こ
と
に
恐

怖
を
感
じ
、
日
常
生
活
を
う
っ
と
う
し

い
も
の
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
て
こ
れ
ら
の
病
気
に
対
し
て
内
科

的
療
法
と
し
て
は
精
神
安
定
剤
の
投
与

や
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
痛
み
や
痙
攣
の
完
全
な
消
失
は

難
し
い
よ
う
で
す
。
脳
外
科
で
は
こ
れ

ら
の
病
気
に
対
し
て
、
耳
の
後
ろ
の
骨

に
直
径
約
―
-
c
mの穴
を
開
け
、
こ
こ
か

ら
頭
の
中
で
顔
面
神
経
や
三
叉
神
経
を

圧
迫
し
て
い
る
血
管
を
捜
し
ま
す
。
そ

盆
歩
く
と
き
の
注
意
）

1

体
調
の
悪
い
と
き
や
食
後
は
歩
か
な

、
。
ー2

靴
は
か
か
と
か
低
く
、
つ
ま
先
が
窮

屈
で
な
い
も
の
。
紐
で
し
ば
る
タ
イ
プ

で
ふ
だ
ん
よ
り
ち
ょ
っ
と
大
き
め
の
サ

イ
ズ
が
良
い
。

3
真
夏
は
給
水
を
忘
れ
ず
に
。

し
て
血
管
を
見
つ
け
た
ら
こ
れ
を
神
経

か
ら
ず
ら
し
て
圧
迫
を
取
り
除
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法
で
顔
面
痙
攣
や
三
叉

神
経
痛
を
治
療
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

悩
ん
で
う
っ
と
う
し
い
日
々
を
送
る
こ

と
な
く
一
度
脳
外
科
の
外
来
を
尋
ね
て

み
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
た
び
腎
不
全
に
な
る
と
、
週
―
―
­

回
、
一
回
あ
た
り
四
ー
五
時
間
の
人
工

透
析
の
ほ
か
、
食
事
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
を
受
け
ま
す
。

県
内
に
は
約
千
八
百
人
の
透
析
患
者

の
方
か
お
り
、
約
三
百
五
十
人
か
腎
臓

移
植
を
希
望
し
て
い
ま
す
か
、
腎
臓
バ

ン
ク
ヘ
の
登
録
者
は
ま
だ
ま
だ
十
分
な

数
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
々
に
献
腎
バ
ン
ク
ヘ
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

十
月
二
十
五
日
囲
か
ら
三
十
一
日
同

ま
で
”
め
ざ
そ
う
！
こ
こ
ろ
豊
か
な
社

会
I
i
を
テ
ー
マ
に
全
国
で
実
施
さ
れ
ま

す
。こ

の
運
動
は
、
地
域
杜
会
で
の
精
神

保
健
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
精
神
障
害
者
の
早
期
治
療
と
社
会

復
帰
の
促
進
な
ど
、
精
神
的
健
康
の
保

持
向
上
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

県
内
の
各
保
健
所
で
は
、
専
門
医
に

よ
る
精
神
保
健
相
談
指
導
、
保
健
婦
に

よ
る
訪
問
指
導
や
社
会
復
帰
相
談
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

第
四
十
回
精
神
保
健

普
及
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

推十

進月

日 は

閻腎

で移

す植

平成 5 年10 月 10 日 広報めいわ (12) 



．．→惹蕊

優勝した「斗合田寿楽会 A 」チーム

ムチJ
 

ス
【
男
子
の
部
】

グ
＊
優
勝
平
和

1

ン＂
イ
含
準
優
勝
ペ
キ
サ
ン
ズ

ゥ

：
＊
三
位
イ
セ
ク
レ
ア

[
f
里

・
マ
一
嘩
【
女
子
の
部
】

1
-
]一た
＊
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

：
一
し
合
準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

ー
こ
勝優
＊
三
位
新
生
ク
ラ
ブ

A

・
つ
く
し

優勝した「明和蹴球部」チーム

ハ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

第

3
7
回
村
民

優勝した男子の部「平和」チーム

(13) 広報めいわ

玄
優
勝

含
準
優
勝

＊
三
位

1

合
田
涛
楽
会
A

上
江
黒
老
人
ク
ラ
ブ
D

大
輪
長
寿
会
A

—-

食
優
勝
新
里
ウ
イ
ン
グ
ス

食
準
優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

含
三
位

M
S
C

・
上
江
黒
昭
和
会

第
1
6回
村
民
ソ
フ
ト
ホ
ー
ル
大
会

第
巳
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ボ
ー
ル
カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会
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＊
優
勝

＊
準
優
勝

＊
三
位

第
1
回
村
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

南
大
島
老
人
ク
ラ
ブ

A

大
輪
長
舟
会
A

須
賀
八
千
代
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
B
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青年洒外協力隊

秋募集説明会

0日時＝ 10 月 25 日（月） 午後 6 時30分

から午後 9 時まで

0会場＝太田商工会議所第 2 会議室

0内容＝派遣のシステムや待遇など

※詳しくは、国際協力事業団関東支

部合03(3359)8281 または県庁県民生

活部国際交流課合0272(23)1111へお

問い合わせください。

調停相談会のお知らせ

館林調停協会

この相談会は無料で、弁護士、調

停委員か相談に応じ、秘密は固く守

られますので、金銭貸借、土地家屋、

夫婦、親子などのもめごとでお困り

の方は、気軽にご相談ください。

0 日時＝ 10 月 19 日（火） 午前10時～午

後 3 時

〇会場

〇館林市六郷公民館合（74)7771

0 大泉町公民館 合 (62)2330

※詳しくは、館林簡易裁判所合 (72)

3011へお問い合わせください。

票民の日記念行事

喋水産学習館無料開放

0期日＝ 10月 28 日（木）

0場所＝県水産学習館（館林市）

〇行事内容

〇午前 9 時から午後 4 時30分まで

館内を無料開放します。

0 小学生·幼児（先着300人）を対

象に、参加費無料で金魚すくい

を行います。また、水産ビデオ

の上映やポン菓子実演試食も行

います。

※詳しくは、県水産学習館合 (75)

1185へお問い合わせください。

10 月は「雇用保険

適用促進月間」です

雇用保険制度は、失業した場合の

生活の安定を目的とするだけでなく

失業の予防、職業能力の開発向上、

その他労働者の福祉増進を図ること

を目的とする雇用に関する総合的な

機能を持つ保険制度です。未加入の

場合は、この機会にぜひ加入しまし

ょう。

※詳しくは、館林公共職業安定所合

(75) 8609へお問い合わせください。

高校 6 校による

建築展が開かれます

群馬県内の工業高校建築科 6 校か｀

参加して、生徒の勉学奨励の意図の

もと各校持ち廻りで毎年行われてい

ます。今年は県立館林商工高校が当

番校です。

0期日＝ 11 月 6 日（士）～ 7 日（日）

0時間＝午前10時～午後 3 時

0会場＝県立館林商工高校

0内容＝各学年の統一テーマで行っ

た建築製図の優秀作品の展示

0参加校＝前橋工業高校、高崎工業

高校、桐生工業高校、藤岡工業高

校、長野原高校、館林商工高校

※詳しくは、県立館林商工高校（村

内南大島）合 (84)4733へお問い合わ

せください。

両毛ふれあい

フェスティバル開催
両毛広域都市圏総合整備推進協議

会では、圏域内20市町村の住民の一

体感を醸成するために「両毛ふれあ

いフェスティバル」を開催します。

0 日時＝ 11 月 14 日（日） 午前10時から

午後 3 時まで （小雨決行）

0会場＝足利市渡良瀬川河川敷（中

橋緑地北多目的広場）

〇内容

(1 )20市町村の物産・販売

(2)20市町村の食をテーマとした食

品販売

(3)20市町村に関する問題のクイズ

(4)圏域内大学のサークルによるバ

ンド演奏、 ミニ SL走行

※詳しくは、役場企画開発課へお問

い合わせください。

特別地方消費税

についてのあ知らせ

皆さんが、旅館やホテルに宿泊さ

れたり、レストラン等で飲食された

ときは、消費税（国税）のほか、特

別地方消費税（県税）かかかります。

特別地方消費税は、地域の環境整

備、開発等地域の振興を図る上で、

県の貴重な財源となっています。

〇税率＝ 3%

〇免税額

〇宿泊 1 人 l 泊につき 15,000円

〇飲食等 1 人 1 回につき 7,500円

※詳しくは、館林財務事務所合 (72)

4461へお問い合わせください。
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◇日時＝ 11 月 10 日（水）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 11 月 1 日から受け付けしま

すので総務課へお申し込み

ください。定員になり次第

締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。

二 9 三三三 9 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 9 三三三？三三三 9 三三三 9 三三三 9 三三三 2 三三三？＝二こ

屑じ言［言［隠言冒言饂閏罰罷麗国忌目を 5 5 三？百；百§百；百§百；三§ : ；百§百；百§百号目？三；三？巨号旦§且号目§且 5 三 2 且三且§: 
＿ーニニニー＝二＝—二＝ニー＝＝＝＿二＝＝—＝ ==-===-===-===-===-===-===9---

◇日時＝ 11 月 11 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 11 月 2 H （火）

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 11 月 15 日（月）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
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◇日時＝ 11 月 18 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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危険物取扱者試験

館林地区消防組合

平成 5 年度第 2 回危険物取扱者試

験（甲種、乙種、丙種）と、これに

伴う準備講習会を開催しますので、

希望する方は、申し込んでください。

0試験

0 日時＝ 11 月 28 日（日） 午前 9 時～

0 会場＝関東学園大学（太田市）他

〇受験料＝甲種5,000円、乙種3,400

円、丙種2,700円

〇準備講習会

0 日時＝ 10 月 25 日（月） 午前 9 時～

0 会場＝館林市郷谷公民館

〇受講料＝ 6,600円

〇受付期間＝ 10 月 12 日（火）～ 20 日（水）

〇申込先＝明和分署

※詳しくは、明和分署合（84)3131へ

お問い合わせください。

「物価バス」参加者募集

瞑庁県民生活課

県では、消費者の皆様に、物資の

生産や流通等に対する理解を深めて

いただこうという趣旨で「物価バス」

を運行します。

0期日＝ 11 月 10 日（水）

〇見学場所

0 （株）館林うどん近藤工場

0 サントリー（株）利根川ビール工場

〇集合場所および時間

0 太田駅南口 午前 9 時30分

〇応募資格＝県内在住18歳以上の方

令募集］＼員＝ 40人（応募者多数の場

合は、抽選となります）

〇参加費＝無料（昼食は県で用意）

〇募集期限＝ 10 月 22 日（金）

＊応募方法＝往復ハガキに、住所、

氏名、年齢、性別、職業、電話番

号、乗車駅名を明記のうえ申し込

みくださしヽ。

〇申込先＝〒371 前橋市大手町 1 -

1 - 1 群馬県県民生活課「物価バ

ス」係に申し込んでください。

※詳しくは、県庁県民生活課合0272

(23)1111 内線2463へお問い合わせく

ださしヽ。

平成 6年度生徒募集

館林高等技術専門校

〇応募資格＝高校卒業（見込み）以

上で30歳までの方です。

〇募集科目＝機械製図科

〇募集人員＝ 25人

0期間＝ 1 年

0選考方法＝筆記試験と面接試験

0選考日＝ 11 月 12 日（金）

〇授業料＝無料

※詳しくは、館林高等技術専門校合

(72) 0229へお問い合わせください。

シンボルマーク作品募集

隈庁繊維工鉱課
〇応募作品の条件

〇応募作品は、自作、未発表のも

の。応募は無制限で返却しません。

〇応募作品の内容、形式

0 「グッドデザインぐんま選定賞

品」の文字を入れてください。

0B5 版の白地ケント紙を縦方向

に使用し、中央150mm X 150mmの枠

内に 3 色以内（色自由）で表現し

てください。

〇応募作品の裏面に住所、氏名、

年齢、職業（在学中の人は学校名

および学年）、電話番号を記入し、

下部にデザインコンセプトを明記

してください。

〇応募期間＝ 10 月 1 H ~31 日

※詳しくは、県庁繊維工鉱課合0272

(23)1111 内線3133へお問い合わせく

ださ＼ヽ。

青少年国際理解

セミナー参加者募集

0期 H =11 月 13 日（士）～ 14 日（日）

0会場＝県立金山青年の家

0対象者＝県内在住、在勤の中学生

以上の青少年および外国人

〇募集人員＝ 50人

〇参加費＝ 2,200円（食事代）

〇申込期間＝ 10 月 1 日～ 29 日

〇申込方法＝住所、氏名、年齢、性

別、職業、電話番号を明記のうえ

ハガキで申し込んでください。

〇申込先＝〒373太田市熊野町39-34

県立金山青年の家

※詳しくは、県立金山青年の家合 (22)

7956へお問い合わせください。

三
館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 口

千代田 赤冬i 人板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ 喜
る限―

浜野病院 小倉医院 ゆたか医院 海宝医院 館林地区と 館林地区と 場り 厚
10 月 17 日 ＾;ロ‘込9悶多 生

合 (88)5678 合（72)0606 合（73)7308 合（74)081 I 同じです。 同じです。 病

日
院

り間 r--、

根岸医院 大神医院 後藤（内）医院 永寿堂医院 増田医院 竹越医院 まは て
10 月 24 日

合 (72)3262 合 (62)2200 合（72)0134 合（72)4469 合 (82)2255 合 (84)3137 : : (72) 3 
で 1 | 

当 古屋病院 川田（耳）医院 上野医院 新橋病院 石山医院 館林地区と
確時 4 
認ま

゜10 月 31 日 しで 、一

合（63)6161 合 (72)3314 合（72)3330 合 (75)30 I I 合 (82)0103 同じです。
てで が
かす 担

森下医院 落合医院
ら゜ 当

番
11 月 3 日 呑ロ戸ク2, し

合(73)7776 合（72)3160 ま
し す
て ゜

真中医院 川村医院 清河堂医院 岡田医院 橋本医院 館林地区と < ^ 内
I I 月 7 日 だ 科

医
合 (72) 1630 合（72) 1337 合 (72)3070 合（72)3163 合 (82) I 150 同じです。 さ

し‘ 外
゜ 科

横田（婦）医院 JI I 田医院 安楽岡医院 慶友病院 館林地区と 小西医院
I I 月 14 日

合 (72)0255 合（72)3724 合（72)0572 fl (72) 6000 同じです。 合 (86)2261
産
婦

(15) 広報めい、わ 平成 5 年10 月 10 日
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村の人口と世帯
10月 1 日現在

世帯数 3,033戸

人口総数 I I, 286人

男 5,672人・女 5,614人

(9 月中の動き）

出生 7 人・死亡 4 人

転入 49人・転出 32人

9月の救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急病 9 件

•その他 2 件

●計 16 件

豆叫三竺二竺⑨⑤
明和剣友会⑭
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な
き
ス
ー
ツ
を
手
に
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
も
社
会
環
境
の
変
化

ノ
一

見
る
奈
良
照
子
（
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
園
）

泉
田

原
口

政
子

私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
は
、
小
学
校
一
年

生
か
ら
大
人
ま
で
、
男
女
合
わ
せ
て
三

う
な

二
十
日
続
く
日
照
に
刈
機
早
々
と
唸
り

む
ぎ

を
立
て
て
変
田
に
入
る

文
江

咲
き
終
え
し
紫
陽
花
の
葉
に
一
筋
の
光

か
た
っ
し
リ
は

を
ひ
き
て
蝸
牛
の
這
ふ

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

薯

福
田
初
江

十
五
人
の
部
員
が
お
り
、
最
近
で
は
子

ど
も
の
練
習
を
見
て
始
め
た
マ
マ
さ
ん

剣
士
も
増
え
て
い
ま
す
。
練
習

H

は
毎

週
水
・
土
曜
日
の
二
回
で
、
午
後
六
時

か
ら
七
時
三
十
分
ま
で
の
一
時
間
―
二
十

分
で
す
。
初
心
者
は
座
礼
・
立
礼
の
礼

儀
作
法
か
ら
学
び
、
基
本
を
中
心
と
し

た
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。
年
間
十
六
試

合
に
出
場
し
、
着
実
に
実
績
を
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
勝
敗
に
こ
だ
わ
る
事
な
く
、

心
と
体
を
強
く
正
し
く
鍛
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
毎
年
三
月
に
は

明
和
村
剣
道
大
会
が
開
か
れ
、
各
地
区

か
ら
選
手
を
招
い
て
親
睦
を
図
っ
て
お

り
、
来
年
で
二
十
一
回
目
を
数
え
る
伝

統
あ
る
大
会
で
す
。
そ
の
他
、
合
宿
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
・
野
外
活
動

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

久
々
に
触
る
る
算
盤
の
王
渋
し
吾
指
先

の
老
い
に
戸
惑
ふ

編
集
後
記

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入

月
で
す
。
納
期
限
は

3
0日
で
す
。

蜜石寺小
井塚内林氏
もわ
とは宏ぐ
子つ哉り

1
1

あ
く
や
み
ー

年
齢
世
帯
主

5
9
政
介

8
2
勝
彦

8
7

明

4
0
奎
二

名

福有

閲み田
乃の紗さ裕匂彩吋翠翔；名
罪梨＇J庫恵又丸ー悶

二
女

二
女

長
男

蓮
見

飯
塚

長
女

市
川

阿
部 氏

父
母
名
続
柄

T
□
長
男

富
弘
純
子

和
久
江
美
子淳

和
恵

朋

理
恵

孝
至
由
美
子

長
女

ー
あ
め
で
だ
ー

江川新下地蔽新新新南
江大

口俣里黒区嘉里里里島輪谷区
% % % % ]塁一 % % ％釘％冗閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出て下さい。

大 中 士也 （
敬
称
略
）

平成 5 年10 月 10 日 広報めいわ (16) 
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国 保 の ．し
< 
み

べ
曾
」

：
口
〖

治療する

一部負担金を

支払う

医療費の額を

決定し報告する

市区町村（保険者）

国、都道府県、市区町村
（一般会計）

` 
医療機関保険医）

国保連合会

国
保
の
目
的
と
し
く
み

私
た
ち
は
、
毎
日
元
気
で
暮
ら
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
い
つ
、

ど
ん
な
と
き
、
病
気
や
ケ
ガ
を
す
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
、
多
額

の
医
療
費
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

経
済
的
な
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
り
し
た

ら
大
変
で
す
。

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
加

入
者
（
被
保
険
者
）
が
、
収
入
に
応
じ

て
お
金
を
出
し
合
い
、
助
け
合
っ
て
健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
守
っ
て
い
こ
う

と
い
う
制
度
で
す
。

国

保
の
役
割

国
保
の
主
な
仕
事
は
、
私
た
ち
加
入

者
が
医
師
に
か
か
っ
た
場
合
の
医
療
費

を
負
担
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
が
国
保
で
診
療
を
う
け
た
場
合
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
3

割
を
自
分
で
負
担

し
て
支
払
い
ま
す
が
、
残
り
7
割
は
国

保
が
負
担
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
医
療

費
の
自
己
負
担
額
か
高
額
の
場
合
は
、

一
定
額
以
上
の
医
療
費
は
国
保
が
負
担

し
ま
す
。
ま
た
、
加
入
者
の
出
産
や
死

亡
の
場
合
、
助
産
費
や
葬
祭
費
も
支
給

し
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
人

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
と
そ
の
扶
養
家
族
、
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す
べ
て

国
保
の
加
入
者
に
な
り
ま
す
。

国
保
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
被
保

険
者
で
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が

被
保
険
者
で
も
、
国
保
へ
は
世
帯
単
位

で
加
入
し
、
加
入
手
続
き
は
世
帯
主
が

ま
と
め
て
行
い
、
一
世
帯
一
枚
の
保
険

証
（
正
式
に
は
「
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
」
）
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国

民

健

康

保

険

私
だ
ち
の
暮
ら
し
を
守
る

保
険
証
は
大
切
に

国
保
に
加
入
す
る
と
、
保
険
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
は
、
国
保
の
加

入
資
格
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
病
院
・
診
療
所
な
ど
で
診
療
を

受
け
る
た
め
の
大
切
な
受
診
券
で
も
あ

り
ま
す
。

こんなときには14日以内に届け出を

◇
保
険
証
の
取
り
扱
い
方

①
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
す

る
。

②
必
ず
手
元
に
保
管
す
る
。

③
他
人
と
保
険
証
の
貸
し
借
り
を
す
る

と
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

④
有
効
期
間
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
使

え
ま
せ
ん
。

⑤
紛
失
、
破
損
し
た
と
き
は
、
再
交
付

さ
れ
ま
す
。

⑤
他
の
市
町
村
へ
の
転
出
、
ま
た
は
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
な

ど
、
資
格
が
無
く
な
っ
た
ら
保
険
証

を
返
し
ま
す
。

⑦
修
学
や
長
期
旅
行
の
た
め
に
家
族
と

離
れ
て
住
む
よ
う
な
場
合
は
、
申
請

す
れ
ば
も
う
一
枚
保
険
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

こんなとき 手続きに必要なもの

保国他の市町村から転入してきたとき
印かん、他市町村の転出証明書、
前年の所得がわかる書類

に職場の健康保険をやめたとき
印かん、職場の健康保険をやめた

は 証明書

い職場の健康保険の被扶養者からはずれ 印かん、被扶養者になれない理由
るたとき の証明書

；子どもか生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

他の市町村に転出するとき 印かん、保険証

保国を 職場の健康保険にはいったとき 印かん、国保と職場の健康保険の
両方の保険証（後者か未交付のと

ゃ職場の健康保険の被扶養者になったとき きは加入したことを証明するもの）

め 印かん、保険証、死亡を証明する
る国保の被保険者が死亡したとき

もの
と

き生活保護を受けるようになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通
知書

退職者医療制度の対象になったとき 印かん、保険証、年金証書

市町村で住所が変わったとき

そ世帯主や氏名が変わったとき
印かん、保険証

出かせぎや、長期の旅行

の 世帯を分けたり、一緒にしたとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印かん、保険証、在学証明書

他
保険証をなくしたとき（あるいは汚れ

印かん、本人であることを証明す

て使えなくなったとき）
るもの（使えなくなった保険証な
ど）

平成 5 年11 月 10 日 広報めいわ (2) 



保険税 1 人当だり負担額の推移

円

80,000-

70,000-

60,000-

50,000-

40,000-

30,000-

20,000-

10,000-

62年度 63年度元年度 2 年度 3 年度 4 年度

保険税 1 世帯当だり負担額の推移
万円

19 

保
険
税
の
決
め
方

そ
の
年
に
必
要
な
医
療
費
の
総
額
を

予
測
し
、
そ
の
額
か
ら
国
の
負
担
金
、

被
保
険
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払

う
一
部
負
担
金
を
除
い
た
分
が
保
険
税

と
な
り
ま
す
。
一
年
間
の
保
険
税
額
は
、

平
等
割
、
均
等
割
、
所
得
割
、
資
産
割

の
合
計
額
で
す
。
平
等
割
は
一
世
帯
当

た
り
い
く
ら
と
計
算
す
る
も
の
で
、
平

成
5
年
4
月
現
在
、
明
和
村
で
は
8
,

0
0
0
円
で
す
。
均
等
割
は
加
入
者
数

に
応
じ
て
計
算
す
る
も
の
で
、
明
和
村

で
は
一
人
当
た
り
7
,
0
0
0
円
で
す
。

所
得
割
は
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
計
算

保
険
税
の
納
め
方

保
険
税
の
納
付
は
、
被
保
険
者
と
な

し
、
資
産
割
は
世
帯
の
資
産
に
応
じ
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
税
は
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う

185,6,44 円

18 

17 

16 

15 

14 

13 

12 

11 

123, 171 円

62年度 63年度元年度 2 年度 3 年度 4 年度

っ
た
月
か
ら
で
、
国
保
に
加
入
の
届
け

出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
職
場
の
健
康
保
険
を
抜
け

た
と
き
、
あ
る
い
は
他
の
市
町
村
か
ら

転
入
し
て
、
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て

加
入
の
届
け
出
を
し
た
場
合
は
、
保
険

税
は
被
保
険
者
に
な
っ
た
時
点
ま
で
さ

か
の
ほ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険

者
で
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
険

税
納
付
の
義
務
者
は
世
帯
主
に
あ
り
ま

す
。加

入
者
の
中
に
は
、
多
忙
で
保
険
税

を
納
付
に
行
け
な
か
っ
た
り
、
つ
い
納

め
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
人
も
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
人
に
は
、
ぜ

ひ
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

保
険
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
他

の
被
保
険
者
と
の
公
平
を
欠
く
だ
け
で

な
く
、
国
保
の
運
営
が
危
機
に
陥
っ
て

し
ま
わ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
災
害

な
ど
政
令
で
定
め
た
特
別
の
理
由
が
な

い
の
に
い
つ
ま
で
も
滞
納
を
つ
づ
け
、

納
税
相
談
な
ど
に
も
応
じ
な
い
世
帯
に

は
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

田
災
害
な
ど
、
政
令
で
定
め
た
特
別
な

事
情
が
な
い
の
に
、
長
い
間
保
険
税

を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
か
ら
は
、
保

険
証
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

②
保
険
証
な
し
で
受
け
た
診
療
の
費
用

は
、
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
が
、
後
で
申
請
に
よ
り
保
険

診
療
相
当
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

③
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、
助
産
費
な

ど
の
保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部

か
差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

田
滞
納
し
た
保
険
税
が
完
納
さ
れ
た
と

き
や
、
滞
納
額
が
著
し
く
減
少
し
た

と
き
、
ま
た
災
害
な
ど
の
特
別
な
事

情
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
改
め
て

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ど
う

し
て
も
納
付
が
困
難
な
人
は
、
早
め
に

役
場
税
務
課
ま
た
は
保
健
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

国
保
の
財
源

国
保
に
加
入
す
る
と
、
世
帯
主
は
保

険
税
を
納
め
る
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

適
正
な
医
療
費
負
担
の
た
め
に
も
、

保
険
税
は
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
切
な
財
源
な
の
で
す
。

ヽ
｀
ノ

合
均

場
平

の
国

者
全

入
度

加
年

の
4

般
成＿平

( 
源才目ハの保国

保
険
税
を
長
い
間
滞
納
す
る
と

(3) 広報めいわ 平成 5 年11 月 10 日



国
保
を
扱
っ
て
い
る
病
院
や
診
療
所

で
被
保
険
者
が
診
療
を
受
け
た
場
合
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
3
割
を
支
払
う
だ

け
で
、
残
り
の
7
割
は
国
保
が
負
担
し

ま
す
。こ

療
養
費
の
支
給
〕

次
の
よ
う
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
国

保
が
審
査
し
、
決
定
し
た
額
の
7
割
が

後
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

m
や
む
を
え
な
い
事
情
で
保
険
証
を
持

診察 、

台：
□三：

入院や検査

竺医薬品の支給
や注射なと

亙

（
医
療
費
の
フ
割
を
支
給
）

た
ず
に
診
療
を
受
け
た
り
、
国
保
を

取
り
扱
っ
て
い
な
い
病
院
で
診
療
を

受
け
た
と
き

②
医
師
の
指
示
で
、
あ
ん
ま
、
は
り
、

灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け
た
り
、

骨
折
、
ね
ん
ざ
な
ど
で
柔
道
整
復
師

の
施
術
を
受
け
た
と
き

③
医
師
が
必
要
と
認
め
た
輸
血
用
の
生

血
代
や
コ
ル
セ
ッ
ト
、
ギ
。
フ
ス
な
ど

の
補
装
具
代

④
基
準
看
護
を
行
っ
て
い
な
い
病
院
で
、

重
病
な
ど
の
た
め
医
師
が
必
要
と
認

め
た
付
き
添
い
看
護
の
費
用

⑤
医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
重
病
人
の

入
院
や
転
院
な
ど
の
移
送
に
か
か
っ

た
費
用
（
車
代
な
ど
）

5助
産
費
の
支
給
〕

国
保
の
被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き

は
、
助
産
費
2
4万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

二
葬
祭
費
の
支
給
〕

国
保
の
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
は
、
葬
祭
費
3

万
5
,
0
0
0

円
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費

0
0
0

円

病
気
や
ケ
ガ
で
医
師
に
か
か
り
、
医

療
費
が
高
額
に
な
っ
て
一
定
限
度
を
超

え
た
場
合
、
国
保
に
請
求
す
る
と
高
額

療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
自
己
負
担
額
が
6

万
3
,

を
超
え
だ
と
き

国
保
で
受
け
ら
れ
る
給
付

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
同
じ
病

院
診
療
所
な
ど
に
対
し
て
6
万
3
,

0
0
0

円
以
上
（
住
民
税
非
課
税
世

帯
は
3

万
5
,
4
0
0

円
以
上
）
の

自
己
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ

の
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
超

え
た
額
が
後
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
世
帯
合
算
が
で
き
ま
す
。

同
じ
世
帯
で
同
じ
月
内
に
医
療
費

と
し
て
3
万
円
以
上
を
2
回
以
上
支

払
っ
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
医
療
費
の

合
計
が
6

万
3
,
0
0
0

円
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
は
3

万
5
,
4
0
0

円
）
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
、
後
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
3

回
以
上

あ
る
場
合

過
去
1
2
カ
月
以
内
に
一
世
帯
で
、

高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
3
回
以
上

あ
っ
た
場
合
、
4

回
目
以
降
は
一
か

月

3

万
7
,
2
0
0

円
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
2

万
4
,
6
0
0

円
）

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
、
後
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

◇
高
額
の
治
療
を
長
期
間
続
け
る
場
合

厚
生
大
臣
が
定
め
る
高
額
の
治
療

を
長
い
間
続
け
る
必
要
が
あ
る
病
気

（
血
友
病
や
人
工
透
析
を
必
要
と
す

る
慢
性
腎
不
全
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、

一
か
月
1
万
円
ま
で
の
自
己
負
担
で

3,000 

`) 
す
。
そ
の
診
療
に
は
、
国
保
の
認
定

に
よ
る
「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

が
必
要
で
す
。

◇
医
療
費
の
計
算
方
法

u

月
の
1
日
か
ら
末
日
ま
で
、
暦
月
ご

＇
、

と
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

②
―
つ
の
病
院
ご
と
に
計
算
（
二
つ
以

上
を
合
計
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

③
同
じ
病
院
で
内
科
な
ど
と
歯
科
が
あ

る
場
合
、
歯
科
は
別
計
算
で
す
。

田
総
合
病
院
の
各
診
療
科
で
の
医
療
費

は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
で
す
。

⑤
―
つ
の
病
院
で
も
通
院
と
入
院
は
別

計
算
で
す
。

⑥
保
険
が
き
か
な
い
差
額
ベ
ッ
ド
料
や

基
準
看
護
の
病
院
に
入
院
し
た
と
き

の
付
き
添
い
看
護
料
な
ど
は
支
給
の

対
象
外
で
す
。

国
保
で
受
け
ら
れ

な
い
診
療

国
保
に
加
入
し
て
い
て
も
、
次
の
よ

う
な
場
合
の
医
療
費
は
み
て
も
ら
え
な

か
っ
た
り
、
制
限
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

m
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の
：
予
防

注
射
、
歯
列
矯
正
、
健
康
診
断
、
美

容
整
形
、
正
常
な
妊
娠
、
分
娩
、
経

済
上
の
理
由
に
よ
る
妊
娠
中
絶
、
日

常
生
活
に
支
障
の
な
い
わ
き
が
や
し

み
の
治
療
な
ど

②
仕
事
上
の
け
が
や
病
気
：
•
こ
れ
は
、

雇
用
主
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

労
災
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
そ
の
他
…
ケ
ン
カ
・
泥
酔
な
ど
が
原

因
の
ケ
ガ
や
病
気
、
犯
罪
を
犯
し
た

と
き
や
故
意
に
よ
る
ケ
ガ
や
病
気
、

医
師
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

長
年
勤
め
て
い
た
会
社
や
役
所
を
退

職
し
、
国
保
に
加
入
、
か
つ
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
の
支
給
を
受
け
て
い
る

7
0

歳
未
満
の
人
と
そ
の
扶
養
家
族
は
、
「
退

職
者
医
療
制
度
」
に
よ
っ
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
加
入
で
き
る
人

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て
い
な

い
人

③
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
共
済
組
合
の

年
金
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年
金

を
受
け
て
い
る
人
お
よ
び
、
通
算
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
人

で
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加
入
期

間
か
2
0
年
以
上
、
も
し
く
は
4
0歳
以

後
の
期
間
が
1
0年
以
上
あ
る
人

④
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
者
本
人
の

配
偶
者
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
人
を
含
む
）
。
適
用
者

本
人
と
同
じ
世
帯
で
、
そ
の
人
の
収

入
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
三
親
等

内
の
親
族

◇
資
格
は
い
つ
か
ら
で
き
る
か

退
職
者
医
療
制
度
へ
の
加
入
資
格
は
、

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
日
か
ら
適
用

と
な
り
ま
す
。

◇
届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
と
っ
た
ら
、

1
4日

以
内
に
所
定
の
届
書
に
年
金
証
書
を
添

え
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◇
一
部
負
担
金
（
自
己
負
担
金
）
に
つ
い
て

①
本
人
…
入
院
・
通
院
2

割

②
扶
養
家
族
…
入
院
2
割
・
通
院
3
割

退
職
者医

療
制
度

平成 5 年11 月 10 日 広報めいわ (4) 



• 

医療費はみんなのもの
有効に使りましょう

疾病大分類表
（平成5年5月診療）

老人医療（国保・社保）
新生物 28件 2.3%

疾病大分類表
（平成5年5月診療）

一般（国保）

その他

249件
17.3% 

消化器系疾患
361 件

25.0% 
循環器系疾患

493件

39.8% 

循環器系疾患
319件

22.1% 

ヒ器系疾患
174件

受診病名ベスト 5

（平成 5 年 5 月診療受診件数1,238件）

1 位高血圧症 291件 23.5%

2 位歯の疾患 91件 7.4% 

3 位白内障 90件 7.3% 

4 位骨粗魅症 72件 5.8% 

5 位心筋梗塞 65件 5.3% 

健
康
診
断
は

積
極
的
に
受
け
よ
う

受診病名ベスト 5

（平成 5 年 5 月診療受診件数1,443件）

1 位歯の疾患 248件 17.2%

2 位高血圧症 224件 15.5%

3 位感冒等 89件 6.2% 

4 位皮膚炎 68件 4.7% 

5 位糖尿病 55件 3.8% 

村
の
国
保
加
入
者
お
よ
び
お
年
寄
り

は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
医
師
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

平
成
5
年
5
月
診
療
分
を
調
査
し
て

み
ま
し
た
。
結
果
は
、
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
ま
た
、
受
診
病
名
の
上
位
5

番
ま
で
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。
や
は
り
、

慢
性
的
な
病
気
が
多
い
よ
う
で
す
。
日

頃
か
ら
食
生
活
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し

よ
、
つ
。

増
え
て
い
く
医
療
費

す
べ
て
の
国
民
の
病
気
や
ケ
ガ
の
治

療
に
要
す
る
医
療
費
の
総
額
（
国
民
医

療
費
）
は
、
毎
年
約

1

兆
円
ほ
ど
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
、
人
口
高
齢
化
の
進
行

（
高
齢
者
の
医
療
費
は
、
い
わ
ゆ
る
若

年
被
保
険
者
の
医
療
費
の
数
倍
か
か
り

ま
す
）
、
疾
病
構
造
の
変
化
（
か
つ
て
の

感
染
症
中
心
か
ら
成
人
病
中
心
へ
）
、
医

療
技
術
の
進
歩
お
よ
び
薬
剤
開
発
な
ど

に
よ
っ
て
引
き
続
い
て
高
ま
っ
て
い
く

も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
を
節
約
す
る

医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に
、
重

複
受
診
や
診
療
時
間
内
に
受
診
す
る
よ

う
に
心
が
け
た
り
、
健
康
管
理
に
つ
と

め
る
な
ど
、
私
た
ち
の
心
が
け
次
第
で

医
療
費
を
節
約
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。

健
康
診
断
は
「
自
分
の
健
康
は
自
分

で
守
る
」
と
い
う
自
己
管
理
の
出
発
点

で
す
。
一
年
に
一
回
は
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
に
は
、
こ
ん
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

田
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
ま
す
。

②
健
康
状
態
の
動
き
が
、
毎
年
継
続
的

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

⑤
仕
事
や
生
活
か
ら
く
る
負
担
が
健
康

慢
性
の
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
入
院

期
間
が
長
期
に
わ
た
り
や
す
い
お
年
寄

り
を
抱
え
る
国
保
財
政
は
、
老
人
保
健

法
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
維
持
さ
れ
て

き
て
は
お
り
ま
す
か
、
増
加
す
る
医
療

費
を
い
か
に
確
保
す
る
か
の
問
題
の
見

直
し
に
迫
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

加
入
者
一
人
ひ
と
り
か
自
覚
を
も
っ

て
、
確
実
に
保
険
税
を
納
付
し
、
ま
た

医
療
費
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
国
保

財
政
を
健
全
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
医
療
費
が
、

す
べ
て
の
被
保
険
者
の
た
め
に
有
効
に

使
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
か
わ
か
り
ま
す
。

山
健
康
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、
生

活
を
反
省
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま

す
。

⑤
家
族
の
健
康
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、

家
族
ぐ
る
み
の
健
康
感
の
充
実
を
求

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤
と
く
に
中
高
年
者
は
、
す
こ
や
か
な

老
後
を
送
る
た
め
の
前
提
と
な
り
ま

す
。

国
保
健
康
管
理
施
設

「
湖
山
荘
」
を
利
用
し
よ
う

湖
山
荘
は
、
市
町
村
の
負
担
金
と
国

並
び
に
県
の
補
助
金
に
よ
り
猿
ヶ
京
温

泉
郷
（
利
根
郡
新
治
村
）
に
建
て
ら
れ

た
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
た

め
の
健
康
管
理
施
設
で
す
。
（
一
般
の
方

に
も
ご
利
用
で
き
ま
す
）
。
健
康
の
保
持

増
進
・
休
養
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(5) 広報めいわ 平成 5 年11 月 10 日



▲テントの下で熱い声援が・

▼保育園児によるかわいい遊戯

十
月
十
日
、
秋
恒
例
の
村
民
体
育
祭

が
、
明
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
ふ

る
さ
と
の
広
場
に
会
場
を
移
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

体
育
祭
に
は
、

幼
児
か
ら
お
年
寄
り

秋
空
の
下
で
汗
さ
わ
や
か

ま
で
三
、
三
0
0
人
余
り
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
二
十
九
種
目
が
行
わ
れ
そ
の

内
十
四
種
目
は
行
政
区
対
抗
競
技
と
あ

っ
て
一
段
と
盛
り
上
が
り
、
元
気
ハ
ッ

ラ
ツ
な
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
、
各
地
区

の
テ
ン
ト
か
ら
は
歓
声
が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
休
み
に
は
、
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
、
八
木
節
、
剣
武
、
東
小
児
童

の
一
輪
車
乗
り
、
そ
れ
に
今
年
初
め
て

自
衛
隊
第
十
二
音
楽
隊
の
演
奏
、
和
太

鼓
稲
妻
会
の
競
演
な
ど
か
披
露
さ
れ
、

盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆

さ
ん
が
開
・
閉
会
式
に
、
ボ
ー
イ
・
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
た
ち
が
進
行
に
一
役
か

い
、
花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。
な
お
、

成
績
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

i
j
t
q
,
 

ー
ピ
一
t
冨

----• a ．ヽーーニニュニ＇
▲幼稚園児によるかっこいい遊戯

第38回村民体育祭得点競技得点表

村
民
は
青
祭
ー
ふ
る
さ
と
の
広
湯

＼種目ごロ 嘉
下 上 千 江 田

<
新 中 梅 JI I 須 大 入 矢

奇貫忌 仇 靡 ケ

口 島 里 クロ 原 俣 カ只ロ 輪 ベ口 島

100m 競 走 11 7 14 11 9 7 10 15 9 6 9 7 11 10 6 

400m リレー（小・女） 2 3 4 1 5 6 5 8 7 3 4 2 7 - 8 6 

400m リレー（小・男） 1 3 5 5 8 6 4 8 4 7 2 2 6 3 7 

ポールカロッティ 2.5 2 5 2 5 6.5 8 - 7 2.5 2.5 7.5 5 5 2 5 5.5 2.5 5 5 5 5 

百足競走（女） 3 5 3 4 7 1 8 6 2 8 4 5 6 7 2 

百足競走（男） 5 7 8 1 8 2 5 6 3 7 3 4 1 2 6 4 

玉 入 れ 2 2 7 6 1 3 4 8 5 6 5 3 7 4 8 1 
綱 サ I き 2.5 2.5 5 5 2.5 5.5 2 5 2.5 7 5.5 8 25 2 5 5.5 2.5 8 7 

400m リレー（中・女） 4 3 5 4 8 6 3 8 6 7 5 7 2 2 

400m リレー（中・男） 4 3 8 2 7 6 8 5 4 3 2 1 7 - 6 5 

400m リレー（一般女） 4 3 5 7 6 5 8 2 7 8 3 4 6 - 2 1 

400m リレー(---il翌男） 2 3 8 3 7 4 4 6 7 8 5 5 2 1 6 

たばこ火つけリレー 3 1 7 6 8 4 8 5 6 4 7 3 2 2 1 5 

カクテルリレー 6 1 8 2 4 5 8 7 4 7 2 3 5 - 3 6 
ノ1守口 ‘占’‘‘ 合 計 52 46 90 61 91.5 57.5 84 5 93.5 72 89.5 49 49 81 15 70 5 63.5 

順 位 12 15 3 10 2 11 5 1 7 4 13 14 6 16 8 9 ▲お年寄りのボールカロッティ

平成 5 年11 月 10 日 広報めいわ (6) 
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知っておきた し‘

国民年金制度

合
や
、
r

人
生
八
十
年
時
代
L

で
す
。

明
る
＜
豊
か
な
老
後
を
送
る
だ
め
に
は
、

ま
す
心
身
共
に
健
康
な
こ
と
、
生
き
て

い
く
だ
め
の
収
入
が
あ
る
こ
と
、
生
き

が
い
を
持
つ
て
い
る
こ
と
な
と
が
必
要

で
す
。
長
く
な
っ
だ
第
二
の
人
生
を
有

意
義
に
過
ご
す
だ
め
に
も
、
国
民
年
金

の
果
だ
す
役
割
は
重
要
に
な
つ
て
き
ま

す
。
国
民
年
金
は
、
や
が
て
誰
に
で
も

あ
と
す
れ
る
老
後
や
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
万
＿
の
時
に
備
え
て
、
み

ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

【
老
齢
基
礎
年
金
】

老
齢
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期

間
を
含
む
）
が
2
5
年
以
上
あ
る
人
が
、
6
5

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

〔
年
金
額
〕
（
平
成
5
年
度
価
格
）

2
0
歳
か
ら
6
0
歳
ま
で
の
4
0
年
加
入
（
納

付
）
し
た
人
は
、
満
額
の
7
3
7
,
3

0
0
円
（
年
額
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

保
険
料
の
滞
納
期
間
が
あ
る
人
は
減
額

さ
れ
ま
す
。

〔
加
入
期
間
が
2
5
年
な
く
て
も
支
給
さ

れ
る
特
例
〕

①
国
民
年
金
が
発
足
し
た
当
時
（
昭
和

3
6
年
）
の
年
齢
が
3
1
歳
以
上
の
人
は
、

【
障
害
基
礎
年
金
】

国
民
年
金
加
入
中
に
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
や
、
2
0
歳
前
の
障
害
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
受
給
要
件
〕

①
国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
日
（
初
め

て
医
師
の
診
察
を
受
け
た
日
）
が
あ

る
こ
と
。

②
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら
1
年
6

カ
月
を
経
過
し
た
日
、
ま
た
は
症
状

が
固
定
し
た
日
）
に
、
制
令
で
定
め

ら
れ
た
1
級
、
2
級
の
障
害
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

③
初
診
日
の
前
に
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
（
免
除
期
間
も
含
む
）
が
、
加

入
期
間
の
3
分
の
2
以
上
あ
る
こ
と
。

な
お
、
平
成
8
年
4
月
1
日
前
に
初

診
日
の
あ
る
障
害
に
つ
い
て
は
、
こ
の

ここ

ん
な
と
き

ん
な
年
金
が

6
0
歳
ま
で
に
2
5
年
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
年
月
日
に
応

じ
て
2
1
1
2
4
年
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
被
用
者
年
金
制
度
の
期
間
だ
け
で
、

生
年
月
日
に
応
じ
て
2
0
1
2
4
年
あ
る

と
き

①
4
0
歳
（
女
子
と
船
員
・
坑
内
員
は
3
5

歳
）
以
後
の
厚
生
年
金
の
加
入
期
間

が
生
年
月
日
に
応
じ
て
1
5
1
1
9
年
あ

る
と
き

④
1
5
年
以
上
衛
視
等
で
あ
る
な
ど
、
退

職
共
済
年
金
の
資
格
期
間
の
経
過
的

特
例
を
満
た
し
て
い
る
と
き

〔
支
給
年
齢
の
繰
り
上
げ
・
繰
り
下
げ
〕

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は

6
5
歳
で
す
が
、
繰
り
上
げ
や
繰
り
下
げ

て
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
繰
り
上
げ
支
給

条
件
は
満
た
さ
な
く
て
も
、
初
診
日
の

前
の
一
年
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な
け

れ
ば
、
支
給
さ
れ
る
特
例
も
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

〔
2
0
歳
前
の
障
害
〕

2
0
歳
前
に
初
診
日
が
あ
っ
た
障
害
に

も
、
そ
の
人
が
2
0
歳
に
な
っ
た
と
き
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
一
定
額
以
上
の

所
得
が
あ
る
と
き
は
、
支
給
が
停
止
と

な
り
ま
す
。

〔
年
金
額
〕
（
平
成
5
年
度
価
格
）

1
級
9
2
1
,
6
0
0
円
（
年
額
）

2
級
7
3
7
,
3
0
0
円
（
年
額
）

障
害
年
金
の
受
給
権
者
に
よ
っ
て
生

計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
1
8
歳
未
満
（
障

害
児
は
2
0
歳
未
満
）
の
子
ど
も
が
い
る

場
合
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

0
第
1
子
・
第
2
子
…
各
2
1
2
,
5

希
望
す
れ
ば
6
0
歳
か
ら
6
4
歳
ま
で

の
間
で
も
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
年

金
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
齢
に
よ
っ

て
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

支
給
率
は
生
涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

②
繰
り
下
げ
支
給

6
6
歳
以
後
、
繰
り
下
げ
て
増
額
さ

れ
た
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
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6
0歳
i

4
2
%
5
8
%

イ
し
．
‘

支
給
開
始
年
齢
減
額
率
支
給
率

0
0
円
（
年
額
）

0
第
3
子
以
上
1
人
に
つ
き
…
各
7
0
,

8
0
0
円
（
年
額
）

【
遺
族
基
礎
年
金
】

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
る
資
格
の
あ
る
人
が
死

亡
し
た
と
き
、
そ
の
人
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
（
子
の
な
い

妻
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
や
、
子
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

〔
受
給
で
き
る
遺
族
〕

①
死
亡
者
の
妻
で
1
8
歳
未
満
（
障
害
者

は
2
0
歳
未
満
）
の
子
が
い
る
と
き

②
死
亡
者
の
1
8
歳
未
満
（
障
害
者
は
2
0

歳
未
満
）
の
子

〔
受
給
要
件
〕

死
亡
し
た
人
か
次
の
①
ー
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
で
す
。

繰り上げ
支給

繰り下げ
支給

金
額

1
0
0

、

0
0
0

円

―
二
六
、
五
0
0
円

一
六
0

、

0
0
0

円

二
0
0

、

0
0
0

円

田
死
亡
日
ま
で
の
加
入
期
間
の
う
ち
、

保
険
料
を
納
め
た
期
間
や
免
除
さ
れ

た
期
間
が
3
分
の
2
以
上
あ
る
こ
と

②
死
亡
日
前
の
一
年
間
に
保
険
料
の
未

納
期
間
が
な
い
こ
と

③
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
原

則
と
し
て
2
5
年
）
を
満
た
し
て
い
る

こ
と

【
付
加
年
金
】

定
額
保
険
料
に
月
額
4
0
0
円
の
付

加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、

そ
の
納
め
た
期
間
に
つ
い
て
一
カ
月
当

た
り
2
0
0
円
で
計
算
し
た
額
が
老
齢

基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

【
寡
婦
年
金
】

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
期
間
（
免
除
期
間
も
含
む
）
が

2
5
年
以
上
あ
る
夫
が
、
老
齢
基
礎
年
金

や
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
な
い
で
死
亡

し
た
と
き
に
、
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
、

夫
か
死
亡
し
た
と
き
ま
で
引
き
続
き
1
0

年
以
上
の
婚
姻
関
係
か
あ
っ
た
妻
に
、

6
0
歳
か
ら
6
5
歳
に
な
る
ま
で
支
給
さ
れ

ま
す
。

な
お
、
年
金
額
は
、
第
1
号
被
保
険

者
の
期
間
に
相
当
す
る
老
齢
基
礎
年
金

の
4
分
の
3

に
な
り
ま
す
。

【
死
亡
一
時
金
】

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

3
年
以
上
納
め
た
人
が
、
年
金
を
受
け

な
い
で
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ
の
遺
族

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
死
亡
一
時
金
の
額
〕

保
険
料
納
付
済
期
間

3

年
以
上
2
5年
未
満

2
5年
以
上
3
0年
未
満

3
0年
以
上
3
5年
未
満

3
5年
以
上

平成 5 年11 月 10 日 広報めいわ (8) 
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か
ぜ
は
、
ひ
き
は
じ
め
の
処
置
が
一

番
大
切
で
す
。
ひ
き
は
じ
め
に
無
理
を

す
る
と
、
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
い
、
一
週

間
以
上
も
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
思
わ

ぬ
病
気
を
併
発
し
た
り
し
ま
す
。
か
ぜ

か
万
病
の
も
と
と
い
わ
れ
る
の
は
こ
の

た
め
で
す
。

か
ぜ
の
初
期
に
は
、
鼻
づ
ま
り
、
く

し
ゃ
み
、
鼻
水
、
寒
け
、
頭
痛
、
目
の

周
囲
が
熟
っ
ぽ
く
感
ず
る
な
ど
の
不
快

な
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

館
林
厚
生
病
院
脳
神
経
外
科
宮
城
修

先
生
の
最
終
回
の
原
稿
は
、

r

子
と
も
が
頭
を
打
つ
だ

L

で
す
。

脳
外
科
の
疾
患
を
紹
介
し
て
き
た
シ

リ
ー
ズ
も
今
回
を
も
ち
ま
し
て
一
先
ず

終
了
し
ま
す
。
今
ま
で
大
人
を
対
象
と

し
た
疾
患
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
か
、

最
後
に
学
童
期
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ

両
親
が
日
常
荼
飯
事
に
遭
遇
す
る
頭
部

外
傷
に
つ
い
て
話
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

頭
部
外
傷
の
重
症
度
と
は
、
す
な
わ

ち
脳
が
ど
れ
く
ら
い
傷
つ
い
た
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
指
標
と
し
て
意

識
レ
ベ
ル
か
最
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

学
童
の
場
合
は
受
傷
時
の
前
後
の
こ

と
を
正
確
に
話
せ
、
応
対
も
し
っ
か
り

ハ
ロ
ー
健
康
⑳

こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
て
、
か
ぜ
か
な

と
思
っ
た
と
き
は
、
栄
養
の
あ
る
食
べ

物
を
食
べ
、
体
を
温
か
く
し
て
、
ゆ
っ

く
り
と
休
養
を
と
る
こ
と
が
、
最
も
大

事
な
こ
と
で
す
。
か
ぜ
の
ひ
き
は
じ
め

に
こ
の
三
つ
の
こ
と
を
完
全
に
行
う
と
、

た
い
が
い
数
日
で
治
る
こ
と
が
多
い
も

の
で
す
。

か
ぜ
に
は
、
普
通
の
か
ぜ
（
普
通
感

冒
）
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
流
行
性
感

冒
）
と
が
あ
り
、
初
期
は
同
じ
よ
う
な

症
状
で
始
ま
り
ま
す
。
初
期
の
対
策
は

同
じ
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ほ

う
が
治
り
に
く
く
、
症
状
が
急
に
進
み

や
す
い
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、

早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ひ
き
は
じ
め
に
よ
い
食
べ
も
の
は

か
ぜ
は
、
体
調
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

た
時
に
か
か
り
や
す
い
も
の
で
す
。
体

調
の
崩
れ
を
治
し
、
体
力
を
つ
け
る
滋

し
て
い
れ
ば
ま
ず
問
題
無
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
幼
児
の
場
合
は
す
ぐ
に
大
声

で
泣
き
、
そ
の
後
も
普
段
と
変
わ
り
な

い
顔
色
、
顔
付
き
で
再
び
遊
び
始
め
る

の
で
あ
れ
ば
と
り
あ
え
ず
は
心
配
な
い

で
し
ょ
う
。
時
々
小
さ
い
子
ど
も
は
頭

を
打
っ
た
後
に
吐
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
一
度
吐
い
た
後
す
っ
き
り
し
た
顔

つ
き
を
し
て
い
れ
ば
様
子
を
見
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。
―
一
回
、
三
回
と
嘔
吐
が

続
く
場
合
は
体
液
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
の

で
、
点
滴
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
危
険
な
場
合
は
ど
の
よ

う
な
症
状
を
呈
す
か
と
申
し
ま
す
と
①

直
後
か
ら
顔
色
が
悪
く
、
ぐ
っ
た
り
と

し
て
返
事
を
し
な
い
、
乳
幼
児
の
場
合

は
大
声
で
泣
く
こ
と
を
し
な
い
。
②
全

身
痙
攣
を
生
じ
た
場
合
。
③
し
ば
ら
く

養
・
強
壮
効
果
の
あ
る
食
べ
も
の
を
、

体
が
温
ま
る
よ
う
に
調
理
し
て
食
べ
ま

す
。

0
白
菜
と
豚
バ
ラ
鍋
：
た
ん
ば
く
質
、

脂
肪
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
も
多
く
、
疲
労

回
復
や
体
調
不
良
を
整
え
る
。

〇
梅
干
し
湯
：
発
汗
作
用
が
あ
り
ま
す
。

熱
い
う
ち
に
飲
ん
で
、
体
を
温
め
、
す

ぐ
に
寝
ま
す
。

発
熱
、
痛
み
の
あ
る
か
ぜ
に
は

発
熟
、
頭
痛
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
の

症
状
の
出
た
か
ぜ
は
、
医
師
の
診
察
が

必
要
で
す
が
、
合
わ
せ
て
発
汗
を
促
し

治
療
の
助
け
に
も
な
る
ビ
タ
ミ
ン

C

な

ど
を
多
く
含
ん
だ
食
べ
物
を
と
り
、
安

静
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

0
し
ょ
う
が
湯
：
ね
ぎ
と
し
ょ
う
が
を

加
え
ま
す
。
発
汗
作
用
が
あ
り
ま
す
。

〇
卵
酒
：
か
ぜ
の
初
期
に
の
み
効
果
が

あ
り
ま
す
。
発
汗
作
用
で
、
熱
が
下
が

元
気
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
顔
色
が
青

白
く
な
り
次
第
に
返
事
を
し
な
く
な
る
、

な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。
乳
児
は
泣

き
疲
れ
て
眠
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
規
則
正
し
く
息
を
し
、
顔
色
も

よ
け
れ
ば
心
配
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ

で
も
心
配
な
ら
体
を
ち
ょ
っ
と
つ
ね
っ

て
み
て
、
大
声
で
泣
き
出
せ
ば
安
心
で

す
。
こ
の
よ
う
に
頭
部
外
傷
に
よ
る
危

険
な
症
状
と
い
う
も
の
は
、
両
親
が
見

て
も
お
か
し
い
と
気
付
き
ま
す
。
次
に

皮
膚
が
切
れ
て
出
血
し
て
い
る
と
き
は
、

慌
て
ず
に
傷
を
確
か
め
、
ハ
ン
カ
チ
な

ど
で
強
く
圧
迫
し
て
止
血
し
て
く
だ
さ

い
。
外
に
出
血
し
て
い
る
方
が
よ
い
と

言
う
人
が
い
ま
す
が
、
出
血
は
少
な
い

に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

来
院
す
る
両
親
の
中
に
は
、
脳
波
検

り
‘
卵
の
栄
養
が
体
調
を
整
え
ま
す
。

治
っ
た
あ
と
の
再
感
染
防
止
に
は

ひ
と
冬
に
何
回
も
か
ぜ
を
ひ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
無
理
を
し
た
り
、
疲
れ

て
い
た
り
す
る
と
ひ
き
や
す
く
な
り
ま

す
が
、
食
事
の
工
夫
や
、
ビ
タ
ミ
ン
A

、

ビ
タ
ミ
ン

C

の
多
い
物
を
食
べ
る
と
、

再
感
染
を
防
げ
ま
す
。

〇
甘
柿
：
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン

C

が

多
く
、
抵
抗
力
を
作
る
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
を
盛
ん
に
し
、
粘
膜
を
増

強
し
、
か
ぜ
を
ひ
き
に
く
い
体
に
し
ま

す
。

0
番
荼
：
タ
ン
ニ
ン
の
作
用
で
、
の
ど

の
は
れ
、
い
か
ら
っ
ぽ
さ
が
な
く
な
り

ま
す
。
う
が
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

〇
鶏
さ
さ
身
肉
：
脂
肪
か
少
な
く
、
た

ん
ぱ
く
質
が
多
い
。
か
ぜ
の
あ
と
は
、

良
質
の
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
を
と
っ
て

体
力
の
回
復
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

査
を
希
望
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
少
な

く
と
も
頭
部
外
傷
の
急
性
期
に
、
脳
波

は
ほ
と
ん
ど
価
値
が
な
く
、
C
T

ス
キ

ャ
ン
の
方
が
診
断
能
力
に
優
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
被
爆
量

の
多
さ
を
考
え
る
と
、
む
や
み
に

C
T

ス
キ
ャ
ン
を
撮
る
こ
と
は
抵
抗
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
は
何
で
も
な
く
て
も

一
カ
月
後
に
後
遺
症
が
出
て
く
る
の
で

は
と
心
配
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
成
人

と
異
な
り
子
ど
も
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
の

頭
部
外
傷
で
は
、
ま
ず
子
ど
も
の
様
子

を
正
確
に
観
察
す
る
こ
と
が
大
事
で
、

脳
に
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
一
般
の
人
で

も
お
か
し
い
と
気
付
く
も
の
で
す
。
慌

て
ず
、
他
人
の
言
動
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
対
処
が
必
要
で
す
。

今
年
も
、
十
一
月
九
日
か
ら
の
一

週
間
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
向
上
さ

せ
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産

の
消
失
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
防
火
の
輪
つ
な
げ
て
広
げ
て

な
く
す
事
故
」

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
と
こ
ろ
か
ら
火
を
出
さ

な
い
よ
う
、
次
の
点
に
気
を
付
け
火

災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

「
火
の
用
心
」
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い

②
子
ど
も
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー

な
ど
で
遊
は
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い

⑤
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い

秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

(9) 広報めいわ 平成 5 年11 月 10 日
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六五四三準優

優
位位位位勝勝

第
4
回
村
民
ク
ラ
ウ
ン
ド

コ
ル
フ
大
会

①
期
日
1
1
1
2
月
1
2
日
⑪

④
会
場
1
1

社
会
体
育
館

④
対
象
1
1
村
内
在
住
・
在
勤
の
人
〔
小

学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
・
一
般
（
高

校
生
含
む
）
の
部
〕

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
1
1
1
1
月

2
8日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
。

吉
永
広
次
（
梅
原
）

籾
山
ミ
ツ
ェ
（
千
津
井
）

神
谷
米
子
（
須
賀
）

恩
田
義
雄
（
梅
原
）

関
口
し
ず
（
梅
原
）

柿
沼
け
さ
子
（
梅
原
）

〔
敬
称
略
〕

第
3
4
回
村
民
卓
球

大
会
参
加
者
募
集

こ優勝した吉永広次さん
第
8
回
村
民
テ
ニ
ス
大
会

【
一
般
男
子
の
部
】
〔
敬
称
略
〕

古
優
勝
関
本
学
・
坂
村
秀
樹
組

含
準
優
勝
石
村
正
・
田
島
修
組

竺
二
位
塩
谷
敏
彦
・
蓮
見
幸
夫
組

・
小
林
秀
夫
・
小
峰
浩
組

【
一
般
女
子
の
部
】

玄
優
勝
関
口
初
美
・
岩
間
雅
枝
組

J
 

組間岩口関r
 

と
J
 

組寸木坂本関L_ -l t
 

し勝優

【
一
般
男
子
の
部
】
〔
敬
称
略
〕

＊
優
勝
新
井
和
彦
・
木
村
弘
組

＊
準
優
勝
関
邦
夫
・
藤
倉
忠
組

唸
三
位
瓦
井
修
・
瓦
井
順
一
郎
組

【
一
般
女
子
の
部
】

＊
優
勝
藤
原
恵
・
芳
野
時
子
組

含
準
優
勝
佐
藤
亜
希
子
・
山
路
美
智

9正
1
-
[

芳
L
-
[

`
-
[
i
-
t

r
-
―
―
一
口
尋

L
-紐

.
9
”
▽
ー

1

：
五
五

ビ
j
i
ロ
ロ
』
』

【
中
学
生
男
子
の
部
】

＊
優
勝
小
久
保
直
樹
・
小
久
保
智

広
組

＊
準
優
勝
中
村
恭
也
・
立
岡
功
之
組

＊
三
位
橋
本
裕
司
・
村
田
和
宏
組

・
根
岸
正
浩
・
小
菅
洋
組

【
中
学
生
女
子
の
部
】

＊
優
勝
立
木
伸
子
・
篠
木
良
江
組

＊
準
優
勝
高
根
沢
由
美
・
栗
原
千
佳

組
＊
三
位
帆
足
幸
恵
・
村
上
由
佳
組

•
渡
辺
静
香
・
木
村
慶
美
組

第
1
9回
村
民
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

第
B
回
老
人
擢
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

南
大
島
下
老
人
ク
ラ
ブ

A

斗
合
田
涛
楽
会
A

新
里
老
人
ク
ラ
ブ畠

i7

)\`` E

、

C
『
`
)
ク

r t
A

'
ヽ
＇
）
＇
•
-
下

島

戸
`
-
[
t

]
『
ロ

第
B
回
村
長
杯
野
球
大
会

B
R
o
x
s
 

＊
優

勝

＊
優
勝

含
準
優
勝

＊
三
位

優勝した「小久保組」と「立木・篠木組」

優勝した「明和村職員クラブ」チーム

平成 5 年11 月 10 日

]
I、

第
1
3回
事
業
所
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

＊
優
勝
明
和
村
職
員
ク
ラ
ブ

＊
準
優
勝
明
和
パ
ワ
ー
ズ

竺
二
位
掬
タ
イ
ホ
ー
産
業
・
明
和

村
東
武
職
員
会

.. 
ヽ-

優勝した「BROXS」チーム

広報めいわ

＊
準
優
勝

レ
ッ
ド
ス
タ
ー

(10) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

平
成
五
年
度
「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
村
審
査
を
パ

ス
し
た
二
十
点
か
県
審
査
に
臨
み
、
九

月
二
十
八
日
県
審
査
が
行
わ
れ
、
こ
の

ほ
ど
そ
の
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
、
小
学

校
の
部
で
篠
木
謙
佑
く
ん
と
鈴
木
亮
広

く
ん
、
中
学
校
の
部
で
田
口
縁
さ
ん
が

優
秀
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
篠
木

く
ん
、
鈴
木
く
ん
、
田
口
さ
ん
の
作
品

は
中
央
（
国
）
審
査
に
送
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
学
校
の
部

八
、
八
三
八
点
、
中
学
校
の
部
九
、
六

七
四
点
、
高
校
の
部
一
九
点
で
し
た
。

本
村
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

④
小
学
校
の
部
〔
敬
称
略
〕

0
優
秀
篠
木
謙
佑
（
西
小

l
)

0
優
秀
鈴
木
亮
広
（
西
小

5
)

0
佳
作
久
保
口
育
美
（
東
小

2
)

0
佳
作
野
本
秋
奈
（
東
小

3
)

0
佳
作
鑓
田
規
人
（
西
小

3
)

十
月
三
日
、
第
十
四
回
総
合
福
祉
ス

ポ
ー
ツ
大
会
が
社
会
体
育
館
で
、
お
年

寄
り
や
身
障
者
、
母
子
家
庭
の
親
子
た

ち
な
ど
が
、
一
緒
に
な
っ
て
各
競
技
に

挑
み
ま
し
た
。

大
会
は
、
初
出
場
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
利
用
者
十
六
人
を
含
む
三
百

五
十
人
余
り
か
参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
会
員
の
協
力
に
よ
り
、

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
競
走
や
玉
入
れ
な
ど
十

ス
ポ
ー
ツ
t
通
じ
て

福
祉
の
輪
を
広
げ
る

0
入
選
岡
田

④
中
学
校
の
部

0
優
秀
田
口
縁

0
佳
作
秋
野
峰
子

0
佳
作
古
橋
由
美
子

0
入
選
小
池
宏
美

0
入
選
本
沢
晃
一

0
入
選
田
村
花
織

法
子

（
中
2
)

（
中
1
)

（
中
3
)

（
中
1
)

（
中
2
)

（
中
3
)

東
小
1

明
る
い
選
拳
啓
発
ポ
ス
勺
ー
コ
‘
xク
ー
ル

八
種
目
を
行
い
、
一
種
目
、
一
種
目
に

声
援
と
歓
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

わ
た
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昼
休
み
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
は
、
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

か
披
露
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
か
ら
盛
大

な
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

れ王る者用セサ

5
に
←

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
,

、

手
作
り
の
良
さ
を

感
受
す
る
竹
工
芸

中
央
公
民
館
で
一
般

竹
工
芸
教
室
が
開
か

十
月
二
十
日
、

村
民
を
対
象
に
、

れ
ま
し
た
。

講
師
は
、
竹
工
芸
十
五
年
の
キ
ャ
リ

ア
を
持
つ
、
江
黒
駐
在
所
勤
務
の
吉
岡

巡
査
部
長
で
、
竹
の
自
然
の
持
ち
味
を

生
か
し
創
意
工
夫
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
作
品
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
、
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
し
ゅ
ろ
竹
の
根
の
部
分
を

利
用
し
、
根
付
け
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、

ブ
ロ
ー
チ
作
り
に
二
十
人
余
り
の
参
加

者
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

▲参加者に指導している吉岡さん

▲パン食い競走（東保育園）

保
育
圃
ミ
ニ
遍
動
会
で
親
子
の
み
れ
あ
い

十
月
二
十
二
日
、
親
と
子
の
ス
キ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
社
会
体
育
館
で
行
わ
れ
て

シ
ッ
プ
を
深
め
よ
う
と
ー
、
東
、
中
央
、
い
ま
し
た
が
、
保
護
者
の
要
望
に
よ
り

西
保
育
園
で
ミ
ニ
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
各
保
育
園
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
三
園
合
同
に
よ
る
軽
各
保
育
園
で
創
意
工
夫
さ
れ
た
プ
ロ

•
3

t
,
i
グ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
、
障
害
物
競
走
、

騎
馬
戦
、
大
玉
こ
ろ
か
し
な
ど
に
園
児

た
ち
の
熟
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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▲障害物競走（西保育園

▲玉入れ（中央保育園）

(11) 広報めいわ 平成 5 年11 月 10 日



平成 6 年度
保育園児募集

奎募集期間＝ 11 月 10 日（水）～ 30 日（火）

圏募集人員＝東保育園60人、中央保

育園90人、西保育園90人

〇対象児＝就学前の幼児

圏入園資格＝村内の住民で、母親が

働いていたり、病気などで幼児の

保育に当たれる人がなく、家庭で

保育にかけると認められる世帯の

幼児等。

※詳しくは、住民課へお問い合わせ

くださしヽ。

村税は口座振替

で納税を

村税「村（県）民税、固定資産税、

軽自動車税」は、金融機関（農協、

銀行、信用金庫）のあなたの預金ロ

座から振替納税する方法があります。

この方法を利用すれば納期限を忘

れて延滞金がかかったり、納税のた

め金融機関へ出向く必要がなくなり

ます。

手続きは、預金口座にご使用の印

鑑、口座番号が確認できる通帳など

を持参し、取引先の金融機関か税務

課へ「預金口座振替申出書」を提出

してください。「安全、便利、確実」

なこの制度をぜひ利用しましょう。

村税以外の国民健康保険税、水道料

金、国民年金保険料の納付も合わせ

てこの制度を利用しましょう。

あなだの役に立つ
各種年金相談

保険料を納める方、年金の受給や

各種手続きをしたい方など、どんな

相談でも結構ですので、お気軽にご

相談ください。なお、相談は無料で

す。

圏日時＝ 11 月 25 日（木）

午前10時～午後 3 時

0会場＝老人福祉センター

0相談員＝社会保険事務所相談官

※詳しくは、住民課へお問い合わせ

ください。

リウマチ講習・相談会

館林保健所

0日時＝ 11 月 30 日（火）午後 2 時～ 5 時

卍場所＝館林保健所大会議室

〇対象者＝リウマチ患者および家族

0内容＝講演会・個別相談（希望者）

[tl担当医師＝前橋赤十字病院磯先生

蒼申し込み・問い合わせ先＝電話で

館林保健所健康指導課合（72)3230

ヘ予約してください。

平成 5 年分

年末調整説明会

蒼日時＝ 11月 17 日（水） 午後 1 時30分

＊場所＝中央公民館視聴覚室

源泉徴収義務者は必ず出席しまし

ょっ。

※詳しくは、館林税務署fl (72)4373

へお問い合わせください。

群馬県最低賃金

10 月 1 日から改正

群馬県最低賃金が10月 1 日から改

正されました。

日額

時間額

4,516円

565円
※詳しくは、群馬労働基準局賃金課

合0272(31)4517へお問い合わせくだ

さい。

交通事故による

被害者保護制度

自動車事故

対策センタ

自動車事故対策センターは、法律

に基づき国が出資して設立された政

府の関係機関です。自動車事故の発

生の防止と自動車事故による被害者

の保護の増進のためにいろいろな業

務を行っています。

〇介護料の支給要件

(1)介護料は、脳損傷者および脊髄

損傷者に支給します。

(2)受給資格者本人、その配偶者ま

たは受給資格者の生計を維持する

民法上の扶養義務者の前年の所得

金額が 1 千万円を超えるときは、

その年の 9 月から 1 年間は介護料

は支給されません。

〇介護料の額＝日額4,000円（自宅で

介護を受けている場合は2,000円）

昼支払期日＝毎年 3 月、 6 月、 9 月、

12月の 4 期に 3 カ月分をまとめて

支払います。

※詳しくは、自動車事故対策センタ

一群馬支所合0272(33)6515へお問い

合わせください。

くらし
の

情報・案内

定例相談
o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二 o=o=o=o=o 二 0 二 0 二 o=o=o=o=o=•

---------------------------------------------------·ー・-----------------------

冒栂四直精渥朧隅観麗-------------------------------------------------
o=o=o=o=o=o=o=o 二 o=o=o=o 二 o=o=o 二 o=o 二 o=o 二 o=o 二 o=o=o=o=o=

◇日時＝ 12 月 10 日（金）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受 付＝ 12 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。
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◇日時＝ 12月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 12 月 7 日（火）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 12 月 2 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
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調理師・調理員募集

館林厚生病院

邑楽館林医療事務組合（館林厚生

病院）では、調理師および調理員を

募集しています。

〇職種＝調理師および調理員

圏募集人員＝若干名

湧応募資格＝平成 6 年 3 月高校卒業

見込みを含む40歳までの方

〇応募締切＝ 11 月 30 日（灼

衝提出書類＝履歴書、調理師免許の

写（保有者）

0試験＝作文・面接試験

※詳しくは、邑楽館林医療事務組合

（館林厚生病院）ff (72)3140へお問

い合わせください。

学生募集

館林高等看護学院

圏応募資格＝高校卒業または卒業見

込みの方で、矯正視力0.8以上

〇募集人員＝ 30人

0試験期日

0 第 1 次試験平成 6 年 2 月 1 日

0 第 2 次試験平成 6 年 2 月 9 日

0試験場＝館林高等看護学院講堂

奎試験科目

0 第 1 次試験学科試験

0 第 2 次試験面接試験（第 1 次

試験合格者のみ）

衡修業年限＝ 3 年

＊願書受付期間＝平成 6 年 1 月 6 日～

19 日（持参または郵送）

圏出願書類＝入学願書、健康診断書、

最終学校の調査書、写真 3 枚

※詳しくは、館林高等看護学院合 (73)

7175へお問い合わせください。

「餅つきとしめなわ

づくりバ参加者募集
lll期日＝ 12 月 11 日（士）～ 12 日（日）

圏場所＝県立東毛少年自然の家

lll 内容＝餅つき、しめなわづくり、

お正月行事の話など

圏募集人員＝小・中・養護学校の児

童生徒とその保護者……100人

圏参加費＝ 1 人2,600円

0携行品＝運動着、運動靴など

lll 申し込み方法＝電話またはファッ

クスで、児童生徒および保護者の

住所、氏名、学校名（学年）、性別、

電話番号を明らかにして申し込ん

でください。

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

（新田郡藪塚本町）合0277(78)5666

FAX0277 (78) 7322へお問い合わせく

ださい。

「私のまち写真コン

テストバ乍品募集

®テーマ＝まちの表情やまちを舞台

とした人々の活動がテーマです。

圏サイズ＝白黒、カラープリント（ス

ライド、組写真を除く）でキャビ

ネ以上から四ツ切りまでです。

コ
館林邑楽地区 館 林 地 区

休 産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科

横田（婦）医院 川田医院 安楽岡医院 岡田医院
II 月 14 日

合 (72)0255 fi'(72)3724 ff(72)0572 合 (72)3163 

日
浜野病院 小倉医院 横田（善）医院 最上医院

11 月 21 日
合 (88)5678 合 (72)0606 合 (72)4970 合 (74)3763

当 大石医院 海宝医院
11 月 23 日

合 (74)2362 合（74)0811

白沢医院 大神医院 堀越医院 記念病院

番
11 月 28 日

合 (72) 1600 合 (62)2200 ff(73)4151 合 (72)3155 

落合医院 川田（耳）医院 増田医院 慶友病院
12 月 5 日

医
合（72)3160 合 (72)3314 合 (72) 1387 合 (72)6000

根岸医院 川村医院 田内医院 礫川堂医院
12 月 12 日

合 (72)3262 合 (72) 1337 合(72)3855 合 (74)0184

(13) 広報めいわ

圏応募作品

0 未発表の作品で、 1 人何点でも

応募できますが、返却しません。

〇応募作品の裏には、題名、撮影

場所（国内に限る）、撮影年月日、

作品の意図、氏名、年齢、性別、

住所、電話番号、職業（学生の場

合は、学校名、学年）を明記して

ください。

蒼応募期限＝平成 6 年 1 月 15 日

〇送り先＝〒113 東京都文京区本郷

2 丁目 17番13号社団法人 日本

交通計画協会内 「私のまち写真

コンテスト」事務局

※詳しくは、（初日本交通計画協会合

03(3816)1791へお問い合わせくださ

しヽ。

コンピューター講座
参加者募集

昼期日＝平成 6 年 1 月 26 日、 2 月 2

日、 9 日、 16 日、 23 日の 5 日間

査時間＝午前 9 時30分から午後 4 時

30分まで

圏会場＝県生涯学習センター

圏対象者＝県および市町村社会教育

機関の職員、一般県民

圏募集人員＝ 30人

圏募集期限＝ 12 月 1 日

衡申込方法＝用紙に講座名、住所、

氏名、年齢、性別、電話番号を記

入し、返信用封筒を同封のうえ、

〒371 前橋市文京町 2 -19-18 

県生涯学習センターヘ申し込む。

※◎ 畠
千代田 赤文l 人板倉地区
明和地区

更科日
にのは

なにみ 昇
る限一

館林地区と 小西医院 ；り 厚
生

同じです。 合 (86)2261 』 喜
り間 r—―、

井上医院 竹越医院 まは 合

合 (82) 1131 合 (84)3137 >] (72) 
3 

で l | 

胃？ 4 

゜しで ‘--ノ

てで が

かす゚ 閏
増田医院 館林地区と ら

呑ロ戸ノ2, し

ft(82)2255 同じです。 ま
し す
て ゜

石山医院 館林地区と < ^ 内
だ 科

合 (82)0103 同じです。 さ
し‘ ;] ゜

橋本医院 館林地区と

fl'(82) I 150 同じです。
産
婦
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代表恩田義雄

こ
じ
ゅ
け
い

夕
ま
け
て
沼
の
辺
に
喘
く
小
綬
鶏
の
誰

呼
ぶ
な
ら
ん
心
さ
そ
わ
る

立
岡

は
た
は
た
と
抗
ふ
ご
と
く
翅
打
ち
て
落

ち
来
し
蝉
の
声
細
く
喘
く

江
森

政
美

正
夫

か
ほ
や
が
沼

文

書

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
会
は
、
平
成
二

年
に
発
足
し
、
今
年
四
年
目
の
ま
だ
ま

だ
若
い
団
体
で
す
が
、
村
の
体
育
協
会
、

県
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
も
加

入
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
で
す
。

会
員
数
は
、
三
十
代
か
ら
七
十
代
と

村の人口と世帯
11 月 1 日現在

世帯数

人口総数

男

10人・死亡 I I 人

転入 23人・転出 25人

出

3., 032戸

I I, 283人

5,672人・女 5,61 I 人

(10 月中の動き）

生

. 
10月の救急車出動回数

●急

•そ

●交通事故

病

f也の
計

6 件

7 件

5 件

18 件

⑤叫三主立⑳g

ノ

瀬
下

一
江

ま
つ

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

年
齢
に
幅
の
あ
る
八
十
余
名
で
、
村
の

大
会
、
県
大
会
、
他
地
域
と
の
交
流
会

と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

会
員
同
士
で
自
主
的
な
練
習
を
週
に

二
、
三
回
開
い
て
い
る
ほ
か
に
、
月
に

二
回
全
体
練
習
を
行
い
‘
技
術
の
向
上

と
親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

が
十
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
、
第
四
回

村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
、
ニ

一
ホ
ー
ル
合
計
三
十
三
と
い
う
素
晴
ら
し

い
ス
コ
ア
と
し
て
表
れ
ま
し
た
。

難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に

か
く
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
用
具
も

充
分
用
意
し
て
あ
り
ま
す
し
、
会
員
が

一
緒
に
コ
ー
ス
を
ま
わ
り
な
が
ら
技
術

指
導
も
し
ま
す
。
何
度
か
ボ
ー
ル
を
打

っ
て
い
る
う
ち
に
楽
し
く
な
り
ま
す
。

毎
月
第
一
•
第
一
―-
H曜
日
、
午
後
三
時

か
ら
中
学
校
校
庭
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
な
か
ま
ど
の
赤
き
を
映
す
今
日
白
露

庭
の
な
な
か
ま
ど
白
き
花
開
く柿

沼

ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
と
い
ふ
語
や
う
や
く

な
じ
み
つ
つ
そ
れ
し
台
風
の
雨
を
見
て

い
る
奈
良
原
き
く
の

祖
先
の
墓
石
を
夫
と
清
め
お
り
さ
だ
か

な
ら
ね
ど
一
女
と
記
す

高
澤

早
川

藤
倉

渡
辺

橋
本

茂
木

永
吉

大
塚

編
集
後
記

名リ
ょ
う

愛
‘‘.' さ

と
し智

史
し
え
た嬰

ゆ
う
や

湧
也

ひ
ろ
き

啓
希

ち
あ
き

智
秋

ゅ
う
や雄

也
よ
う
へ
い

洋
平

リ
ょ
う

福
島
諒ゆき
な

古
賀
友
貴
奈

氏
名

長
谷
川
清
一

小
平
き
み
子

高
瀬
米
造

松
本
丑
次
郎

鯉
沼
末
吉

吉
田
婦
美
子

吉
永
コ
ト

早
川
恵
与

蘭
部
な
か

菌
田
ク
マ

野
村
タ
カ

悦祐美義ゆ和芳哲三 慎孝恵芳オ、 幸壽啓義
次枝う 昇 了充
子郎子雄子男美也恵 弓行美夫夕 枝一子明

ど
79 89 66 72 87 66 80 68 84 55 86 儡ゃ

文政 重正 信俊健柳世みナ
一顕純 帯

雄雄 信義子雄ー作主 II

新大千大梅梅大南田新千地薮新南南新新南
佐津 佐大津 大大 大
里貫井輪原原貫島島里井区嘉里島島里里島里島輪原区
睾％％％％％％愧賓％州］喜一 % ％渥％ % ％桝％ % ％閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

十
月
十
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
で
初
め
て

開
か
れ
た
村
民
体
育
祭
。
皆
さ
ん
ど
の
よ
う

な
感
想
を
お
持
ち
で
す
か
。

秋
空
の
下
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
、
老
若
男
女

か
走
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
に
と
快

い
汗
を
流
し
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
か
各
地
区

の
テ
ン
ト
か
ら
見
う
け
ら
れ
ま
し
た
。
⑳

氏

長
女

二
男

長
男

長
男

長
女

二
男

長
男

新

二
男

田

二
男

大

父
母
名
続
柄二

男

梅地

1
1

あ
め
で
だ
ー

（
敬
称
略
）.

.

.
 
、
卜
，
｀
＂

? .. 
} 

平成 5 年11 月 10 日 広報めいわ (14) 
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ごみの出し方を
もう＿度考えよう
減量化と

こ
み
は
と
う
し
て

増
え
た
の
か
？

皆
さ
ん
が
、
毎
日
何
気
な
く
出
し
て

い
る
ご
み
、
こ
の
ご
み
は
い
っ
た
い
だ

れ
の
責
任
で
片
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の
家
庭
か

ら
出
さ
れ
た
ご
み
は
法
律
に
よ
り
村
が

区
域
を
定
め
て
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
で

は
、
ど
う
し
て
ご
み
の
量
が
増
え
続
け

る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
私
た
ち
の

生
活
が
便
利
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な

原
因
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
そ
の
日

に
食
べ
る
物
し
か
買
わ
な
か
っ
た
も
の

か
、
冷
蔵
庫
な
ど
電
化
製
品
の
発
達
に

よ
り
、
数
日
分
の
食
べ
物
が
保
存
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
保

存
す
る
に
は
、
パ
ッ
ク
詰
な
ど
が
便
利

な
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

中
身
を
食
べ
れ
ば
パ
ッ
ク
の
ト
レ
ー
は

ご
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
し
ょ
う
ゆ
な
ど
今
ま
で
は
ビ

ン
詰
で
あ
っ
た
も
の
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
に
変
っ
た
の
も
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
今
ま
で
は
魚
の
骨
と
か
野
菜
の

ク
ズ
し
か
台
所
か
ら
で
な
か
っ
た
も
の

が
、
パ
ッ
ク
の
ト
レ
ー
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ご
み
が
、
余
分
に
で
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
の
内
容

を
見
る
と
、
ご
み
の
増
え
る
要
因
が
多

く
な
っ
た
の
で
す
。

こ
み
収
集
に
協
力
を

村
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は
、

家
庭
か
ら
の
生
ご
み
に
つ
い
て
、

& 一
凋

指
定

リサイクルの推進

1,000-

800-

600 

400-, 

200-

ごみ処理量の状況
収集量（t)、％は対前年比

口可燃物（生ごみ）、口不燃物（金属など）

` 
I I.6 

465 

% 
10.3 

475 

% 
2.2 

503 

% 
5.8 

500 

% 
• 0.6 

513 

% 
2.7 

548 581 618 
645 699 

% 
7.0 

% 
5.8 

% 
6.4 

% 
4.3 

% 
8.3 

0-
57年度 58年度 59年度 60年度 61 年度 62年度 63年度元年度 2 年度 3 年度 4 年度

袋
で
当
日
の
朝
に
持
ち
出
し
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
ご
み

収
集
所
に
指
定
外
の
黒
い
袋
や
買
物
袋

で
、
生
ご
み
以
外
の
カ
ン
や
ビ
ン
が
混

入
さ
れ
て
お
り
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら

炉
を
壊
す
た
め
に
分
別
す
る
よ
う
注
意

を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
混
入
し
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
指
定

袋
以
外
は
、
村
で
は
収
集
し
ま
せ
ん
の

で
、
各
地
区
の
衛
生
委
員
に
よ
る
清
掃

が
大
変
な
た
め
、
収
集
所
を
使
用
す
る

皆
さ
ん
が
監
視
役
と
な
っ
て
、
環
境
衛

生
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訂
笏
3

8

5
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平成 5 年12 月 10 日 (2) 



い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
ま
と
め
て
出
す

と
、
た
だ
の
ご
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
紙
類
、
ビ
ン
類
、
カ
ン
類
（
鉄
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）
な
ど
、
同
じ
種
類
の

も
の
を
ま
と
め
て
出
せ
ば
資
源
と
し
て

活
用
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
、
燃
や
す

か
埋
め
立
て
る
か
の
ど
ち
ら
か
の
方
法

で
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
使
え
る

も
の
は
も
う
一
度
再
利
用
し
て
い
く
こ

と
が
ご
み
減
量
化
に
大
い
に
つ
な
が
り

ま
す
。

た
と
え
ば
、

こ み
ん
な
で
考
え
て

減
ら
そ
う
こ
み
を

I
I

ご
み
”
ご
み
は
そ
の
時
代
の
文
化

を
知
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
の
生
活
が
あ
れ
ば
必
ず

ご
み
は
出
ま
す
。
暮
ら
し
の
変
化
や
人

口
の
増
加
等
で
、
今
、
ご
み
は
す
ご
い

勢
い
で
増
え
続
け
、
全
国
各
地
で
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

村
で
も
例
外
で
は
な
く
、
昭
和
4
6
年
1
0

月
か
ら
館
林
市
に
処
理
委
託
を
し
て
、

生
ご
み
の
収
集
処
理
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
ご
み
の
量
が
急

増
し
て
い
る
た
め
に
、
館
林
市
と
の
契

約
時
に
は
、
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
リ

サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
減
ら
せ
る
よ

う
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

紙
に
つ
い
て
は
、

社
会

リ
サ
イ
ク
ル
は

み
減
量
化
に

:] 
に·'~ --ー--· 1 

リサイクルを集める子ども会の集団回収

f
l
ご
み
“
ご
み
を
た
だ
の
ご
み
と
し

て
出
す
の
で
は
な
く
、
分
別
し
て
出
す

こ
と
に
よ
り
、
再
生
資
源
と
し
て
利
用

帥
1ー
廿
~
ー

ごみの出し方

分
別

み

こ

量

. 
再
利
用
で

の
減

や
経
済
の
発
展
、
生
活
文
化
の
向
上
に

伴
い
、
用
途
が
多
様
化
し
紙
全
体
の
消

費
量
も
年
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特

に
こ
こ
数
年
、
情
報
紙
と
呼
ば
れ
る
コ

ピ
ー
用
紙
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
用
紙
、

フ
ァ
ク
ス
の
感
熱
記
録
紙
な
ど
の
需
要

の
伸
び
が
、
著
し
い
の
が
特
徴
で
す
。

こ
う
い
っ
た
紙
を
た
だ
ご
み
と
し
て
出

す
の
で
は
な
く
、
古
紙
と
し
て
再
利
用

し
て
い
け
ば
、
か
な
り
の
量
の
ご
み
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
い
ら
な
く
な
っ
た
古
紙

を
、
ご
み
と
し
て
出
す
の
で
は
な
く
、

再
利
用
を
図
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

、
。
カ

分け方
区別 、つ~ヽ

み の 内 ^ 六ロ ごみの出し方区分 ‘一

台所ごみ 残飯、料理くす、果物の皮など 必ず指定の紙袋に入れて月

可 木くず 木ぎれ、植木の枝など
•金曜日の朝 8 時30分まで

燃
にゴミ収集所に出してくだ

—` 

紙くず ちり紙など さし‘°

- 紙
み

類 新聞、雑誌、ダンポールなど 自治会、子ども会、ちり紙交
資 布 類 布、衣類など 換車等に出してください。

l 源
ーS
金属類 金属製品、空き缶など

ビンのフタや、鏡は取り除き、
、一

不 み ガラス類 ガラス、ピンなど 洗って指定日に指定場所に

燃 乾電池
出してください。

一、、

一
茶わん、皿など

み その他のもの くだいて丈夫な袋に入れて

（セトモノ等）
電球、蛍光灯など 指定日に指定場所へ出して

鏡など くださしヽ。

嬰 村で指定したもの
指定日に指定場所へ出して

ください。
一、、

---

その他のものみ 処理・収集できません。

理処. でなき タイヤ、 LP ガスボンベ、廃油、建築廃材、 購入業者に引き取ってもら

L ヽ
農業用ビニール、事業系ごみなど

うか、専門の処理業者に依
屯又 .::.ぐ 頼してください。
集み

ょ

ご
み
の
減
量
化
に
も
つ

で
き
ま
す
し
、

な
が
り
ま
す
。

例
え
ば
、
た
だ
紙
だ
か
ら
で
な
く
新

聞
紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
な
ど
の
紙

類
は
再
生
紙
と
し
て
、
生
ご
み
な
ど
は

生
ご
み
処
理
槽
を
利
用
す
る
こ
と
で
庭

木
や
菜
園
の
た
め
の
良
好
な
堆
肥
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
不
燃

ご
み
の
う
ち
金
属
や
ガ
ラ
ス
・
ビ
ン
類

も
再
生
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
必
ず
分
別
し
て
出
す
よ
う
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
き
れ

い
な
環
境
の
地
球
を
残
す
に
は
、
今
日

か
ら
ご
み
の
滅
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

古
紙
な
ど
の
再
製
品
を
使
う
習
慣
を

身
に
つ
け
る
な
ど
、
生
活
と
一
体
化
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
、
滅
量
化
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今

始日

めか

ら

う

ご
み
は
燃
や
し
て
し
ま
え
ば
、
無
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
す
か
、

と
言
う
人
が
多
く
い
ま
す
が
、
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
を
燃
や
す
と
、

必
ず
後
に
灰
が
残
り
ま
す
。
で
は
、
こ

の
灰
が
ど
の
く
ら
い
の
量
に
な
る
と
思

い
ま
す
か
。
一
ト
ン
の
可
燃
ご
み
を
燃

や
す
と
、
ご
み
の
内
容
に
も
よ
り
ま
す

が
1
0
0
か
ら

1
5
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
の
灰
と
な

り
残
り
ま
す
。

こ
の
灰
の
処
理
が
大
変
な
こ
と
な
の

で
す
。
館
林
市
に
お
い
て
も
、
こ
の
ご

み
の
最
終
処
分
場
を
約
9
億
円
か
け
て

建
設
さ
れ
今
後
1
0
年
間
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
ご
み
が
増
え
続

け
る
と
現
在
の
施
設
で
も
処
理
能
力
を

超
え
て
し
ま
う
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
減

鼠
化
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
つ

い
て
積
極
的
な
参
加
等
に
つ
い
て
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

や
て
も

無
く
な
ら
な
い
こ
み

燃

し

収集車による生こ｀み収集のようす

(3) 平成 5 年12 月 10 日
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第
七
回

老
人
扶
養

模
範
家
庭
表
彰

村
長
表
彰
・
顕
彰
・
感
謝

〇
始
澤
統
子
（
梅
原
）

〇
奈
良
原
ツ
ネ
（
矢
島
）

〔
敬
称
略
〕

十
一
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
で
村
と
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
第
七
回
社
会

福
祉
大
会
か
、
表
彰
や
顕
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
な
ど
関
係
者
三
百
人
余
り
か
出
席

し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
ま
ず
助
役
の
開
会
の
こ
と
は
で
始
ま
り
、
主
催
者
で
あ
る
村
長
、
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
表
彰
等
に
移
り
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
や
金
婚
者
を
は
じ
め
、
老
人
扶
養
模
範
家
庭
、
社
会
福
祉
功
労
者
、
社
会
福

祉
高
額
寄
付
者
・
一
般
高
額
寄
付
者
へ
村
長
か
ら
表
彰
状
や
記
念
品
な
ど
か
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
、
社
会
福
祉

協
議
会
高
師
寄
付
者
へ
杜
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
感
謝
状
な
ど
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
村
議
会
議
長
、
郡
選
出
県
議
会
議
員
、
郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
、
邑

楽
福
祉
事
務
所
長
ら
多
数
の
米
賓
の
方
か
ら
祝
辞
を
賜
り
、
最
後
に
受
賞
者
を
代

表
し
て
鯉
沼
利
―
二
郎
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
の
閉
会
の

こ
と
ば
で
大
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
聖
ヨ
セ
フ
幼
稚
園
理
事
長
・
群
馬
県
は
け
老
人
を
支
え
る
会
会
長
の

加
藤
道
子
先
生
に
よ
る
「
変
動
期
に
老
い
と
つ
き
あ
う
」
と
い
う
演
題
で
講
演
か

行
わ
れ
参
加
者
一
同
感
銘
を
深
く
受
け
て
い
ま
し
た
。

④
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

④
ね
だ
き
り
老
人
介
護
者

〇
浅
見
修
（
中
谷
）

0

木
村
清
美
（
江
口
）

社
会
福
祉

功
労
者
表
彰

0

橋
本
三
郎
・
よ
つ
（
斗
合
田
）

0
-

―
十
里
伊
勢
三
・
千
代
子
（
下
江
黒
）

0

小
林
武
雄
・
せ
つ
（
下
江
黒
）

0

横
塚
敏
郎
・
カ
ネ
（
千
津
井
）

〇
奥
澤
精
兵
・
み
つ
い
（
江
口
）

0

香
山
寅
雄
・
ミ
ネ
（
南
大
島
）

0

冨
塚
敏
雄
・
ミ
サ
（
中
谷
）

〇
恩
田
清
吉
・
た
い
（
中
谷
）

0

野
口
今
朝
雄
・
ミ
ツ
イ
（
梅
原
）

0

黒
澤
道
良
・
ふ
く
（
梅
原
）

0

藤
野
幸
一
・
カ
ツ
（
川
俣
）

〇
塩
谷
正
邦
・
梅
（
川
俣
）

0

神
谷
芳
男
・
ち
か
（
須
賀
）

0

江
原
四
郎
・
サ
イ
（
大
輪
）

0

門
間
岩
吉
・
と
よ
（
大
輪
）

0

金
子
利
一
・
さ
い
（
入
ヶ
谷
）〔

敬
称
略
〕

0

松
本
静
一
（
上
江
黒
）

〇
鯉
沼
利
三
郎
（
大
佐
貰
）

〇
奈
良
原
宣
子
（
千
津
井
）

〔
敬
称
略
〕

金
婚
者
表
彰

0

石
崎
武
芳
・
き
よ

0

島
田
誠
作
・
つ
ね

（
川
俣
）

（
大
輪
）

〔
敬
称
略
〕

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
顕
彰

平成 5 年12 月 10 日 (4) 
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村長を囲んで金婚者の皆さん

冨
本

｀ー：~一

□―こ
~-···一

——` 

芳
雄
（
大

0
太
田
紀
義
（
梅
原
）

0
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

0
石
崎
勝
則
（
矢
島
）

〇
折
原
篤
（
中
谷
）

0
野
本
久
雄
（
千
津
井
）

〇
奈
良
康
正
（
田
島
）

0
松
本
芳
雄
（
大
輪
）

〇
柿
沼
昭
博
（
江
口
）

〇
奈
良
原
よ
し
（
矢
島
）

0
島
田
昌
信
（
南
大
島
）

0
松
本
照
己
（
千
津
井
）

〇
蓮
見
邦
男
（
斗
合
田
）

〔
敬
称
略
〕

一
般
高
額
寄
付
者
感
謝

0
北
海
製
罐
株
式
会
社

0
株
式
会
社
和
光
金
属

0
日
興
リ
カ
株
式
会
社

0
小
松
原
賓

0
島
田
昌
信

0
株
式
会
社
群
馬
銀
行

（
矢
島
）

（
斗
合
田
）

（
大
佐
貫
）

（
南
大
島
）

（
南
大
島
）

（
前
橋
市
）

〔
敬
称
略
〕

社
協
会
長
表
彰
・
感
謝

輪
）

〔
敬
称
略
〕

民
生
委
員
児
童
委
員

功
労
者
表
彰

0
森
尻

正
己
（
南
大
島
）

〔
敬
称
略
〕

高
額
寄
付
者
感
謝

▽
野
木
村
公
一
（
上
江
黒
）
▽
落
合

勲
（
須
賀
）
▽
斎
藤
一
雄
（
上
江
黒
）

▽
菊
池
ゆ
き
（
新
里
）
▽
田
日
和
晴
（
須

賀
）
▽
奥
澤
一
雄
（
江
口
）
▽
松
本
光

雄
（
大
輪
）
▽
本
澤
悦
雄
（
南
大
島
）

▽
細
田
正
佳
（
須
賀
）
▽
柿
沼
釣
一
（
江

ロ
）
▽
関
口
忠
（
江
口
）
▽
鯉
沼
忠
男

（
大
佐
貫
）
▽
石
川
良
雄
（
大
佐
貫
）

▽
奈
良
克
久
（
田
島
）
▽
藤
野
評
枝
（
千

津
井
）
▽
吉
田
利
廣
（
梅
原
）
▽
玉
井

一
次
（
江
口
）
▽
田
口
史
枝
（
須
賀
）

▽
島
田
巖
（
大
輪
）
▽
蓮
見
義
政
（
南

大
島
）
▽
原
口
角
次
郎
（
大
輪
）
▽
黒

澤
高
（
梅
原
）
▽
横
塚
房
雄
（
千
津
井
）

▽
渡
邊
徹
（
矢
島
）
▽
小
林
め
ぐ
み
（
上

江
黒
）
▽
篠
木
昭
夫
（
千
葉
県
）
▽
木

老
人
ク
ラ
ブ
育
成

功
労
者
表
彰

会場風景

(5) 

社
会
福
祉
高
額

寄
付
者
感
謝

一l

第 7回明和村社会福祉大会
主催明和村・明和村社会福祉協謙会

= —---~--··········-·····-—- l 、｀―ー、 I,,,,
講演で熱弁をふるう加藤さん

佐▽正輪鯉＾ ▽利大▽晴口▽関＾邑吐＾原木＾ ▽貴島村
貫高幸一沼南鯉男島須雄ー小根上 上ー村須岡美一節
一瀬＾ ▽秀大沼＾ー氷 ▽泉弘江▽ ▽江▽幸賀安男▽子
▽俊大小夫島兵大▽琶日奈正＾里新松黒吉良一信＾野＾
吉雄佐林＾ー吉筐高伯琶良行須ご井本一本＾ ▽男上本東
田＾巴政大▽ 田＾ ちご智▽サ武▽正上芝 江高京

虞闊▽介皇菜責｀夏喜;!冒 □ 悶：；貪［甘皇夏巴り聾
祠一胃↑▽貞貫巴＾ ▽子千 大茂江こ原輪 弘島▽大▽

：元羹旦り霊i五］ ] : ；訊［: : : : ：訟｀ ：認；睾
称;f`` □ 巴喜 □ ：市｛｀：一戻竺胃 □ 手］竺一角扇牛—
琶天巳田大▽次巳子爾一良圧邑▽辰矢津夫梅：冒亘査目
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さわやかな秋の三
文化祭なとで 9こきわラ
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発艮会

ヽr
 

ぃ
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、～

ヽ
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C. 

—~ 

健康まつりで歯科相談

自
慢
の
芸
が
花
ざ
か
り

十
一
月
二
十
九
日
、
三
十
日
、
三
十

一
日
、
公
民
館
年
中
行
事
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
文
化
祭
が
中
央
公
民
館
を

メ
ー
ン
会
場
に
開
か
れ
、
美
術
作
品

（
切
り
絵
、
書
道
、
日
本
画
、
水
墨

画
、
陶
芸
、
籐
手
芸
、
プ
レ
ス
フ
ラ
ワ

ー
、
竹
細
工
な
ど
）
、
文
芸
作
品
（
短

歌
、
俳
句
）
、
生
花
展
、
公
民
館
活
動

作
品
（
書
道
、
絵
画
、
新
工
作
、
手
作

り
趣
味
な
ど
）
、
園
児
・
児
童
•
生
徒
作

品
（
村
内
幼
稚
園
、
小
中
学
校
）
が
と

こ
ろ
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
出
来
栄
え
が

訪
れ
た
人
た
ち
を
感
心
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
視
聴
覚
室
で
は
よ
み
き
か

せ
が
、
講
堂
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
民
謡
、

民
舞
、
詩
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
自
慢

の
芸
が
披
露
さ
れ
、
盛
大
な
拍
手
喝
采

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

最
終
H

の
三
十
一
日
に
は
健
康
ま
つ

り
と
商
工
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
並
行
し
て
行

わ
れ
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
な
わ
と
び

大
会
、
腕
相
撲
大
会
、
体
力
測
定
、
歯

科
相
談
、
も
ち
つ
き
大
会
、
バ
ザ
ー
、

青
空
市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多

彩
な
催
し
か
繰
り
広
げ
ら
れ
、
家
族
づ

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

菊
花
展
も
並
行
し
て
行
わ
れ
、
丹
精

込
め
た
大
輪
の
菊
花
が
飾
ら
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
を
魅
了
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

ヽ．一

展示場は家族づれなどでにぎわう

ダ

平成 5 年12 月 10 日 (6) 



文
化
祭
と
並
行
し
て
開
か
れ
た
菊
花

展
の
表
彰
式
が
十
月
三
十
一
日
、
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

上
位
入
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。 関本政市さん

特
選
は

関
本
政
市
さ
ん

菊
花
展

④
特
選

0
 (
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞
）

市
④
最
優
等

0
（
村
長
賞
）

0
（
村
議
会
議
長
賞
）

〇
（
館
林
市
農
協
長
賞
）

〇
（
商
工
会
長
賞
）

関
本
宗
市

岡
安
長
吉

野
口
今
朝
雄

斎
藤
忠
直

··>h

• ,
1
 

文
化
協
会
園
芸
部
の
部

出
品
者
4
0人
1
3
9
点

全馬体をち丁才んと、
つ

ヵちた

ん
？
｛
〗

0
（
教
育
長
賞
）
田
部
井
喜
雄

一

0
 (
文
化
協
会
長
賞
）
関
口
治
助
皿

0
（
文
化
協
会
園
芸
部
長
賞
）
小
田
木
正
弘
i

④
優
等
一
岡
安
長
吉
i
税
に
関
す
る

〇
厚
物
の
部
1
1

福
地
正
章
、
武
井
英
夫
、
一

〇
細
物
の
部
1
1
関
本
宗
市

9

0
福
助
・
ダ
ル
マ
の
部1
1福
島
鹿
之
助
‘
i
血
毎
声
g
「

l
,
)C
\
ー
＂
ル

9
 

松
本
評
一

一

〇
盆
栽
の
部
1
1
関
本
政
市

〔
敬
称
略
〕
一
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
、
関
東
信

i
越
国
税
局
等
が
主
催
し
、
中
学
生
を
対

老
人
ク
ラ
ブ
の
部
：
ネ
に
募
集
し
た
「
税
に
関
す
る
標
語
コ

出
品
者
1
0
8
人
1
0
8
点
一
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し

一
た
。
本
年
度
は
、
館
林
税
務
署
管
内
か

【
大
輪
の
部
】
一
ら
三
十
一
校
、
九
、
八
―
二
点
の
応
募

9
 

④
特
選

1
1

田
口
嘉
彰
巾
が
あ
り
、
＋
一

④
最
優
等
1
1

清
水
義
雄
、
石
村
み
や
皿
お
り
で
す
。

一

④
優
等

1
1

石
川
寅
雄
、
田
島
定
治
一

【
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
】
一

④
特
選

1
1

奈
良
か
う
一

④
最
優
等
1
1

阿
部
な
み
、
石
川
そ
の
一

④
優
等

1
1
石
川
寅
雄
、
大
野
み
よ
一

〔
敬
称
略
〕
一

一一

菊
づ
く
り
教
室
の
部
一

出
品
者
1
9人
4
1
点
一

一一一

【
競
技
花
（
大
輪
）
の
部
】

0
特
選

1
1

新
井
繁
二
郎

④
最
優
等
1
1

小
平
志
げ
子

④
優
等

1
1

斎
藤
忠
直

【
競
技
花
（
嵯
峨
菊
）
の
部
】

④
特
選

1
1

小
平
志
げ
子

④
最
優
等
1
1

坂
上
若
榮

④
優
等

1
1

阿
部
な
み

〔
敬
称
略
〕

(7) 

関
本
政

立川将人くん

牛久保恵子さん

牛
久
保
恵
子

（
中2
)

立
川

将
人

（
中3
)

「
毎
日
の

生
活
と
と
も
に生

き
る
税
」

「
税
金
は

住
み
よ
い
社
会
の第

一
歩
」

館
林
税
務
署
長
賞

明
和
村
長

賞

〔
敬
称
略
〕

もど子るしヽて見-) ,t 
|
.
 

食真を

二
]
ｭ

皆飼
[

のせカ、紅
ィ
ー
、

ょ

` 
森尻美樹子さん

森
尻
美
樹
子

（
中3
)

「
税
金
を

お
さ
め
る
安
心未来

の
か
く
ほ
」

館
林
財
務
事
務
所
長
賞

平成 5 年12 月 10 日



十
一
月
四
日
、
平
成
五
年
度
村
戦
没

者
追
悼
式
が
中
央
公
民
館
で
、
ご
遺
族

を
は
じ
め
、
関
係
者
な
ど
三
百
人
余
り

が
参
列
し
て
、
し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

先
の
大
戦
で
祖
国
の
た
め
に
若
き
命

を
捧
け
た
三
百
余
名
の
村
内
戦
没
者
に

対
し
村
民
あ
げ
て
追
悼
の
誠
を
表
わ
す

た
め
に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
「
戦
没
者
の
霊
」
と
記
さ

れ
た
墓
標
が
設
け
ら
れ
、
式
は
助
役
の

開
式
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
国
歌
斉
唱
、

一
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
村
長

式
辞
、
知
事
、
村
議
会
議
長
、
村
遺
族

会
長
が
追
悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
最
後

に
参
加
者
全
員
が
式
壇
前
に
進
み
菊
一

輪
を
献
花
し
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

竹トンボつくりに挑戦している児童

西
小
児
童
お
年
寄
り

と
み
れ
あ
じ

十
一
月
九
日
、
西
小
学
校
、
五
・
六

年
生
は
か
つ
て
の
遊
び
の
良
さ
を
学
ほ

う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
集
会
所
な

ど
で
、
地
区
の
お
年
寄
り
か
ら
、
竹
馬
、

し
め
飾
り
、
竹
ト
ン
ボ
、
水
鉄
砲
、
お

手
屯
な
ど
を
教
わ
り
、
当
時
の
遊
具
づ

く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
「
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

活
動
」
と
題
し
て
、
毎
年
こ
の
時
期
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
に
遊
び
方
や
ル
ー
ル
を
教

わ
り
楽
し
そ
う
に
世
代
を
越
え
た
ふ
れ

あ
い
が
あ
り
、
心
身
両
面
で
体
験
し
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当

H

は
高
崎
市
立
佐
野
小
学

校
の
先
生
な
ど
が
見
学
に
訪
れ
、
真
剣

に
メ
モ
を
取
る
先
生
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

童日しるわ教を玉手お

す
っ
か
り
定
瘤
し
た

福
祉
バ
ザ
ー[

『-) , ＇
しぱつ

ー
しで人人人十.,

 
場

E
'ー
会

十
一
月
二
十
三
日
、
主
婦
の
間
で
す

っ
か
り
定
着
し
た
福
祉
バ
ザ
ー
か
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
家
庭
な
ど
か
ら
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
ガ
ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ
な
ど

の
日
用
雑
貨
品
か
ら
大
根
、
臼
菜
な
ど

戦没者追悼式

しめやか

一“し

に献花

約
―
―
千
三
百
点
か
会
場
狭
し
と
陳
列
さ

れ
、
市
価
の
半
値
以
下
と
あ
っ
て
主
婦

ら
五
百
人
余
り
が
押
し
よ
せ
、
オ
ー
プ

ン
一
時
間
ほ
ど
で
半
分
以
上
が
売
れ
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
売
上
は
、

九
0
九
、
九
ニ
ニ
円
で
全
額
村
社
会
福

祉
協
議
会
（
奉
仕
銀
行
）
に
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゴ
I
Lつ
教
室
で
快
汗

村
教
育
委
員
会
で
は
コ
ル
フ
の
持

つ
楽
し
さ
と
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
家
庭
婦
人
を
対
象
と
し

た
ゴ
ル
フ
教
室
が
、
十
一
月
、
十
二
月

の
延
べ
八
日
間
、
館
林
市
内
の
ゴ
ル
フ

練
習
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
ゴ
ル
フ
教
室
は
、
普
段
ゴ
ル
フ

に
親
し
む
機
会
が
少
な
く
、
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
な
家
庭
婦
人
を
対
象
に
、

昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
教
室
で
す
。

来
年
は
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
て
は

い
か
か
で
す
か
。

平成 5 年12 月 10 日 (8) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

までお寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。 l
i-
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熱弁をふるう講師

を
ふ
る
い
、
当
日
会
場
に
入
れ
な
い
人

が
で
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、
六
百
二
十
人

余
り
の
出
席
者
は
、
感
銘
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
公
民
館
事
業
の
一
環
と

し
て
開
講
し
て
い
る
も
の
で
、
一
セ
ッ

ト
三
講
座
で
開
か
れ
、
十
月
十
九
H

は
、

児
童
文
化
研
究
家
吉
岡
た
す
く
さ
ん
、

十
一
月
十
九
日
は
、
東
海
大
学
助
教
授

宇
佐
見
彰
朗
さ
ん
と
続
き
、
各
氏
が
個

性
豊
か
な
逸
話
を
披
露
し
好
評
を
博
し

ま
し
た
。

老
人
婦
人

村
長
t
囲
ん
で
懇
談

十
一
月
三
十
日
、
公
民
館
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
「
村
長
と
語

る
」
が
、
中
央
公
民
館
で
寿
学
級
の
お

年
寄
り
と
婦
人
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
の

婦
人
の
方
な
ど
四
十
四
人
が
出
席
し
て
、

村
の
ト
ッ
プ
、
斎
藤
村
長
を
招
い
て
村

の
情
勢
に
つ
い
て
懇
談
が
行
わ
れ
ま
し

こ
の
事
業
は
、
教
育
委
員
会
が
寿
学

級
・
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
合
同
学

習
の
一
っ
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
「
村
の
現
状
と
今
後
の
計

画
に
つ
い
て
」
の
講
話
が
行
わ
れ
た
後
、

温
水
。
フ
ー
ル
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー

明
和
中
学
校
で

合
曝
コ
‘
ビ
ウ
J
I
L

十
一
月
二
十
日
、
明
和
中
学
校
体
育

館
で
校
内
ク
ラ
ス
対
抗
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
練
習
、

発
表
を
通
し
て
音
楽
の
歌
唱
技
術
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
学
級
の
ま
と
ま

り
を
よ
り
深
め
、
創
造
性
を
培
い
豊
か

唾コソ n

参加者に感動を与えたコンクール

者n
H
 

ヵ参るしてし講聴-) , 心熱

村
民
文
化
大
学
地
域
講
座
が
、
九
月

十
七
日
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
女
優
の
中
村

メ
イ
コ
さ
ん
が
「
私
の
生
き
か
た
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

持
ち
前
の
明
る
さ
と
パ
ワ
ー
で
女
優

人
生
の
苦
労
話
な
ど
交
え
な
が
ら
熟
弁

l • • ーェ＆
I' 
,, 

‘^ 
村の情勢について説明する斎藤村長

地
域
に
漫
透
し
た

村
民
文
化
大
学

. 

ビ
ス
な
ど
四
項
目
に
つ
い
て
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
有
意
義
な
半
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。
（
詳
細
は
一
月
号
で
紹
介
の
予

定
で
す
。
）一

な
情
操
を
養
う
目
的
で
、
昨
年
に
続
い

て
行
わ
れ
、
課
題
曲
、
自
由
曲
の
練
習

成
果
を
十
分
に
発
表
さ
れ
、
出
席
し
た

父
兄
の
皆
さ
ん
方
も
感
動
し
て
い
ま
し

こ
。t
 
-
L
,
 

'‘” 

満足そうな顔で舌づつみ

西
幼
稚
圃
で

焼
芋
パ
ー
テ
ィ
ー

冬
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
芋
焼
き
を

十
一
月
十
八
日
、
西
幼
稚
園
で
行
い
ま

し
た
。

自
分
た
ち
で
園
庭
の
一
角
に
設
け
た

畑
で
さ
つ
ま
芋
を
育
て
、
収
穫
し
た
芋

を
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
に
包
ん
で
、
落
葉
を

燃
や
し
た
火
の
中
へ
。

焼
き
上
が
っ
た
芋
は
早
速
、
園
児
た

ち
に
配
ら
れ
、
満
足
そ
う
な
顔
を
し
な

が
ら
舌
づ
つ
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

1
-

(9) 平成 5 年12 月 10 日



久
保
庭
丈
助
さ
ん
（
新
里
）
は
、
十

一
月
四
日
村
に
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
の

植
樹
の
購
入
に
当
て
て
く
だ
さ
い
と
、

五
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
高
額
な
寄
付
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

--て=--'=二~3
------=～ーニーユ
=--二ごニニ;-_ニコ
ニー=--ニーニ南

大
島
の
小
松
原
一
好
さ
ん
⑰
は
、

こ
の
ほ
ど
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

を
受
賞
し
ま
し
た
。

小
松
原
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
農

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

小
松
原
一
好
さ
ん

村長に手渡す久保庭さん

久
保
庭
丈
助
さ
ん

村
に
五
十
万
円
寄
付

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
隊
秋
季
点
検

.``` 9 、9
¥l 

奈良晴雄さん

田
島
の
奈
良
晴
雄
さ
ん
仰
は
、
こ
の

ほ
ど
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
長

表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。
奈
良
さ
ん
は
、

昭
和
五
十
八
年
四
月
か
ら
社
会
教
育
委

員
と
し
て
、
社
会
教
育
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
五
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防

隊
秋
季
点
検
が
十
一
月
七
日
、
邑
楽
南

県
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
長
表
彰

奈
良
睛
雄
さ
ん

小松原一好さん

林
水
産
統
計
情
報
協
力
者
と
し
て
、
農

家
経
済
調
査
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
さ

れ
ま
し
た
。

中
学
校
校
庭
（
邑
楽
町
）
で
行
わ
れ
、

そ
の
席
上
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
声
〈
王
J
訛
か
挙
ク
セ
ン
タ
—

こ
。
か
ら
の
お
知
ら
せ

海
外
旅
行
に
必
要
な
パ
ス
ポ
ー
ト
の

群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰
】
取
得
手
続
き
が
、
東
毛
旅
券
セ
ン
タ
ー

④
明
和
消
防
団
本
部
副
団
長
（
太
田
市
）
で
で
き
ま
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト

石
川
淳
一
（
矢
島
）
団
員
歴
1
2
年
は
海
外
に
お
い
て
、
あ
な
た
の
国
籍
・

〔
敬
称
略
〕
身
分
を
証
明
す
る
唯
一
の
公
文
書
で
す
。

圏
受
付
時
間
1
1

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

館
林
地
区
消
防
組
合
で
の
午
前
8
時
4
5
分
か
ら
午
後
4
時

消
防
団
長
表
彰
3
0
分
ま
で
で
す
。
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
祭
日
は
お
休
み
で
す
。

【
優
良
団
員
表
彰
】

0
受
付
内
容
I
I

パ
ス
ポ
ー
ト
の
新
規
お

今
成
隆
（
江
口
）
団
員
歴
5
年
よ
び
切
替
・
訂
正
・
増
補
申
請
な
ど

篠
原
和
浩
（
下
江
黒
）
団
員
歴
5
年

0
受
領
1
1

申
請
し
た
日
か
ら
お
お
む
ね

本
沢
広
司
（
南
大
島
）
団
員
歴
5
年
1
0
日
間

関
口
武
美
（
梅
原
）
団
員
歴
5
年

0
所
在
地
1
1

太
田
市
飯
塚
町
一
五
四
九

柿
沼
守
（
大
輪
）
団
員
歴
5
年
ー
ニ
「
県
立
東
毛
学
習
文
化
セ
ン
タ

篠
木
好
一
郎
（
大
佐
貫
）
団
員
歴
5
年

1

」
1

階

④
大
佐
貰
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
金
子
※
詳
し
く
は
、
東
毛
旅
券
セ
ン
タ
ー
⑬

茂
子
）
9
5
0
0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
大
輪
婦
人
消
防
隊
（
隊
長
島
田
タ

平
成
5
年
工
業
に
関
す
る

ミ
江
）
〔
敬
称
略
〕

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2
月
3
1
日
現
在
で
製
造
業
を
営
む
事

一
丁
業
所
を
対
象
に
「
工
業
統
計
調
査
」
「
石

進列
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
（
従
業
員
3
0

分
人
以
上
の
事
業
所
）
」
が
全
国
一
斉
に
実

の団
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
の
結
果
は
、

翻
各
種
の
行
政
施
策
や
各
事
業
所
の
経
営

和
指
針
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
、
国

利
は
も
と
よ
り
県
、
市
町
村
に
お
い
て
欠

て検
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の
で
す
。

調
査
の
方
法
は
、
知
事
か
ら
任
命
さ
れ

点季秋
た
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪
問
し
て
、

調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
、
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
回
収
す
る
と

い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
、
統
計
作

成
の
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
県
庁
統
計
情
報
課
6
0

2
7
2
闘
1
1
1
1
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
家
に
は
、
戦
時
中
の
け
ん

銃
や
小
銃
な
ど
の
遺
品
が
あ
っ
て
、
困

っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

旧
家
の
方
は
「
遺
品
や
倉
庫
、
長
持
」

な
ど
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

け
ん
銃
等
を
発
見
し
た
ら
最
寄
り
の

警
察
署
、
駐
在
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
館
林
警
察
署
防
犯
少
年

課
6
閥
0
1
1
0
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

S

マ
ー
ク
ご
存
じ
で
す
か

理
容
店
、
美
容
店
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
を
選
ぶ
と
き
「
S

」
マ
ー
ク
の
登
録

店
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

S

マ
ー
ク
登
録
店
は
、
消
費
者
の
要

望
か
ら
生
ま
れ
た
制
度
で
、
厚
生
大
臣

認
可
の
標
準
営
業
約
款
に
従
っ
て
営
業

し
て
い
る
お
店
で
、
消
費
者
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
お
店
で
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
闘
全
国
環
境
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
C
o
3
(
3
3
5
1
)

2
3
8
1
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

遺
品
の
「
け
ん
銃

L
で

困
つ
て
い
ま
せ
ん
か

平成 5 年12 月 10 日 (10) 



親
子
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

④
期
日
1
1

平
成
6

年
1
月
3
0
日
⑪

④
場
所
1
1

宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

④
募
集
人
員
1
1
8
0
人

④
参
加
費
1
1
1

人
当
た
り
2
,
5
0
0

円
（
バ
ス
代
、
保
険
料
）

※
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1
2
月

1
5
日
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け
。

新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

④
期
日
1
1

平
成
6
年
1
月
1
6
日
⑪

④
会
場
1
1

ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺

④
対
象
1
1

村
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

④
部
門
・
距
離

▽
小
学
生
1
.
2
年
：
・
1
0
k
m
▽
同
3

.
4
年
…
1
5
k
m
▽
同
5
.
6
年
…
⑳
k
m

▽
中
学
生
（
男
）
•
•
•
印
k
m
▽
同
（
女
）＊
優
勝
1
1

明
和
ク
ラ
ブ

＊
準
優
勝
1
1

キ
ャ
ッ
ツ
愛

第

2
0
回
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優勝した「大輪長寿会 A 」チーム

第

9

回
ボ
ー
ル

カ
ロ
ッ
テ
ィ
大
会

…
⑩
k
m
▽
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）

…
印
k
m
▽
一
般
女
子
：
·
⑩
k
m
▽
壮
年
(
4
0

歳
以
上
）
•
•
•
⑩
k
m
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砂

こ上白糖 三温糖 黒砂糖 はちみつ
（白砂糖）

タンパク質g

゜
0.9 1. 5 0.2 

水分g 0.9 2.1 7.0 20.5 

糖質g 99.1 96.8 89.8 79.2 

カルシウムmg 2 40 293 35 

ナトリウム mg

゜
1 10 10 

リン mg 1 4 39 14 

鉄 mg 0.2 1.8 9.0 0.8 

ビタミン B1mg

゜ ゜
0.02 0.01 

ビタミン恥mg

゜ ゜
0.04 0.01 

ピタミン C mg 

゜ ゜ ゜
3 

カロリー 384 377 353 307 

砂糖の 1 日摂取量

0 歳 10 g 

l~6 歳 20 g 

7 歳以上 30 g 

（大さじ 1 杯＝ 9 g) 
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過

食
に
よ
り
、
全
身
倦
怠
感
、
肩
こ
り
等

の
症
状
が
出
ま
す
。
脳
の
緊
張
も
低
下

し
、
仕
事
の
能
率
も
落
ち
ま
す
。

3

肝
臓
を
悪
く
し
ま
す
。

極
端
な
暑
が
り
、
寒
が
り
、
食
後
の

胃
の
重
苦
し
さ
等
が
起
こ
り
ま
す
。

4
胃
腸
病
に
な
り
ま
す
。

胃
の
ぜ
ん
動
の
微
弱
化
、
停
止
の
た

め
、
食
物
の
胃
内
停
滞
時
間
が
長
く
な

り
胃
下
垂
と
な
り
ま
す
。

5

皮
膚
病
に
な
り
ま
す
。

血
糖
値
が
上
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と
、
虫
さ
さ
れ
等

で
も
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化
す
る
。
ア
レ
ル
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ー
性
体
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の
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な
り
ま
す
。
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動
脈
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ま
す
。

血
中
コ
レ
ス
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加
さ
せ

る
た
め
、
動
脈
硬
化
に
な
り
ま
す
。

7
心
筋
梗
塞
を
招
き
ま
す
。

血
液
が
粘
っ
こ
く
な
っ
て
血
管
壁
に

付
き
易
く
な
り
、
血
流
障
害
を
起
こ
し

ま
す
。

8
血
液
循
礫
が
悪
く
な
り
ま
す
。

血
管
が
寒
冷
に
順
応
で
き
な
く
な
り

霜
や
け
、
赤
鼻
、
脳
出
血
、
心
臓
性
シ

ョ
ッ
ク
等
を
起
こ
し
ま
す
。
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職員募集

館林衛生施設組合

館林衛生施設組合では、平成 6 年

度に採用する職員を募集します。

圏職種＝業務員

圏募集人員＝若干名

®応募資格＝ 40歳未満の方

圏募集期間＝ 12月 10 日（金）～ 24 日（金）

〇提出書類＝履歴書

※詳しくは、館林衛生施設組合ff(72) 

1624へお問い合わせください。

健康ポスター

コンクール作品募集

国民健康保険では、健康の大切さ

と健康意識の向上を図ることを目的

に、ポスターを募集します。

圏応募資格＝県内在住、在学、在勤

の中学生以上の人。

圏応募点数＝一人 1 点とし、自分で

創作した未発表のもの。

唖募集期限＝平成 6 年 1 月 14 日倫）

圏その他＝用紙は B 3 判で、紙質、

手法、色彩は自由。図案は健康づ

くりを題材とした標語を入れて、

標語に合う図案とします。作品の

裏面に住所、氏名、年齢、性別、

勤務先（学校名、学年）、電話番号

を明記してください。

®応募先＝役場保健課国保係

※詳しくは、保健課へお問い合わせ

ください。

生徒募集

館林高等技術専門校

屯応募資格＝中学校卒業（見込みも

含む）以上の方。

卍受付期間

第 1 次＝平成 6 年 1 月 11 日～ 20 日

第 2 次＝平成 6 年 3 月 11 日～ 22 日

圏募集科目・定員・期間

◎機械科・・・・・・・・・・・・ 20人・ 1 年

◎自動車整備科・・・ 30人・ 1 年

圏応募書類＝入校願書・成績証明書

0選考方法＝学科試験、面接試験

※詳しくは、県立館林高等技術専門

校合（72)0229へお問い合わせくださ

しヽ。

票人 □ 200 万人記念

絵画、写真、書道作品募集

群馬県人日200万人達成を記念して、

絵画、写真、書道の作品を募集しま

す。

圏応募資格＝県内に在住する 16歳以

〇 上の人。

®応募点数＝一人 1 点とする。

圏申し込み期間＝平成 6 年 1 月 21 日

倫）から 31 日（月）まで。

圏申し込み場所＝館林財務事務所

卍その他＝優秀作品は、平成 6 年 3
月 17 日（木）から 20 日（日）まで館林市文

化会館小ホールで展示します。

※詳しくは、館林財務事務所地域振

興室合（72)4461へお問い合わせくだ

さい。

票人口 200 万人

記念歌歌詞募集

群馬県では、人口200万人到達記念

として、県のイメージソングとなる

ような歌を作ることになり、歌詞を

募集します。

〇応募資格＝居住地、年齢等は問い

ません。

昼応募作品＝未発表のものに限り、

入賞作品の著作権は県に帰属しま

す。（応募作品は返却しません）

圏募集期限＝ 12月 20 日併）

圏応募方法＝封書で、住所、氏名、

年齢、職業、電話番号を明記のう

え、歌詞は 2 番以上記入してくだ

さい。

〇あて先＝〒371 前橋市大手町 1 -

1 -1 県企画部企画課「記念歌

募集」係

※詳しくは、県庁企画部企画課ffi272

(23)1111 内線2360へお問い合わせく

ださい。

冬空のつとい

参加者募集

衡期日＝平成 6 年 1 月 22 日～ 23 日

卍会場＝東毛少年自然の家

圏対象および募集人員＝小学生100人

（保護者も参加可）

圏参加費＝ 2,500円（食事代など）

衡内容＝星や星座についての話など。

卍持ち物＝筆記用具、運動着など。

〇申し込み方法＝電話かファックス

で、住所、氏名、性別、学校名、

学年、電話番号を明らかにして、

申し込んでください。（先着順）

〇申し込み期間＝平成 5 年12 月 1 日

から平成 6 年 1 月 16 日まで。

圏申し込み・問い合わせ先＝東毛少

年自然の家（新田郡薮塚本町）合

0277(78)5666か FAX0277 (78) 7322 

へお問い合わせください。

くらし

の

情報・案内

定例相談

：：五位：蔦科涵資：遍甑：：
◇日時＝ 1 月 10 日（月）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝丸山弁護士

◇受付＝ 1 月 4 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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年末年始の役場等業務

役場業務

役場の一般業務は、 12 月 29 日（水）か

ら 1 月 3 日円）まで年末・年始の休み

となります。

出生届、死亡届等の届け出の業務

については平常どおりです。

中央公民館｝休館
社会体育館

中央公民館、社会体育館は、 12月
29 日（水）から 1 月 3 日（月）まで年末・年

始の休館となります。

老人福祉センター 休館テイサービスセンター｝
老人福祉センター、デイサービス

センターは、 12月 28 日（灼から 1 月 4

日閲まで年末・年始の休館となりま

す。

年末・年始のコミ収集

年末・年始のゴミ収集は、 12 月 30

日（杓が最終日となり、年始は 1 月 5

日（水）から開始します。ゴミは指定さ

れた紙袋で当日の朝 8 時30分までに

出してください。

(13) 

年末・年始の

し尿汲み取り業務

年末・年始のし尿汲み取り業務は、

12 月 29 日（水）が最終日となり、年始は

1 月 5 日（水）から開始となります。

※詳しくは、（有）大拙興業社ff(73)4186 

へお問い合わせください。

年末・年始の水道故障は

下記の水道業者に

~12月 28 日（灼富塚水道ff(84)3247 

~12月 29 日（水）松本水道合（84)2839

~12月 30 日（杓石崎水道合(84)4147

~12月 31 日（金大川水道ff(73)0721 

~1 月 1 日（士） 金子水道 ff (84)2148 

~1 月 2 日（日）島田設備合（84)3282

~1 月 3 日（月） 高田設備 ff (84)3736 

~1 月 4 日閲富塚水道ff(84)3247 

水道管にも冬じたくを

農業所得の雇人費等

控除は 1 月11 日までに

平成 5 年中に雇人費、小作料を支

払った方および新しく大農具（トラ

クター、コンバインなど）を購入後

申告をしていない方は、平成 6 年 1

月 11 日までに役場税務課に領収書と

認め印を持参の上申告してください。

申告しませんと、農業所得の標準

外経費として控除することができな

くださしヽ。

※詳しくは、税務課にお問い合わせ

くださしヽ。

農業委員会委員の

選挙人名簿登録

毎年 1 月 1 日現在で農業委員会委

員の選挙人名簿が作成されます。

選挙権を有する人で10アール以上

の農地を耕作している人などは、平

成 6 年 1 月 10 日までに必ず登録をし

ましょう。

0選挙権を有する人＝村内に住所が

あり、平成 6 年 3 月 31 日現在満20

歳以上で10アール以上の農地を耕

作している人、または、その配偶

者や同居の親族で年間60 日以上耕

作に従事している人

®登録申請＝登録申請書は、各地区

の区長さんを通じて配布しますの

で必要事項を記載して提出してく

ださい。

※詳しくは、村選挙管理委員会（総

務課内）へお問い合わせください。

年賀状はあ早目に

郵便局では、 12月 15 日から年賀状

の受け付けを開始します。 12 月 25 日

までに差し出さないと元旦に配達で

きない場合もあります。

郵便番号と住所（番地、棟番号、

室番号、 00様方まで）は正しくハ

くなりますので、申告を忘れないで ッキリと書きましょう。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区
※◎ • 

千代田 赤冬i 人祝
板倉地区

明和地区
更科日

産婦人科 耳鼻科 内 外
にのは

休 科 科 なにみ 胃
る限..._,

12 月 19 日
真中医院 川田医院 須田医院 永寿堂医院 館林地区と 小西医院

場嘉 り 厚合 (72) 1630 合 (72)3724 云（72)0862 合（72)4469 同じです。 合 (86)2261 

12 月 23 日
多々良診療所 新橋病院 あり諺療時間 病— 生院

日 ff (72) 3060 合 (75)30 I I 

浜野病院 小倉医院 大塚医院 海宝医院 館林地区と 館林地区と まは 合

12 月 26 日
ff(88)5678 合（72)0606 合 (72)0176 合（74)0811 同じです。 同じです。 >] (72) 

3 
神尾医院 最上医院 で‘| | 

当
12 月 29 日

四（75) 1288 四（74)3763 言 9 4 

゜ゆたか医院 記念病院 しで ‘--ノ

12 月 30 日
合（73)7308 四（72)3155 てで が

かす゚ 担

12 月 31 日
後藤（内）医院 慶友病院 ら 当
合（72)0134 合 (72)6000 塁 し

番 上野医院 河上医院
ま

1 月 1 日 し す
合 (72)3330 合（63)0789 て ゜

横田（婦）医院 川田医院 森下医院 新橋病院 増田医院 館林地区と < ^ 内

1 月 2 日 だ 科
合 (72)0255 四（72)3724 合 (73)7776 合（75)3011 合 (82)2255 同じです。 さ

医 清河堂医院 蜂谷病院 し‘ 且1 月 3 日 ゜合 (72)3070 合（63)0888

1 月 9 日
浜野病院 川田（耳）医院 横田（善）医院 岡田医院 石山医院 竹越医院 産

合 (88)5678 合（72)3314 合 (72)4970 合（72)3163 合 (82)0103 合 (84)3137 婦

平成 5 年12 月 10 日
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村の人口と世帯
12月 1 日現在

世帯数 3,044戸

人口総数 I I, 285人

男 5,681 人・女 5,604人

(11 月中の動き）

出生 8 人・死亡 8 人

転入 28人・転出 26人

11 月の救急車出動回数
●交通事故 3 件

●急病 8 件

•その他 6 件

●計 17 件

ー公〇⑨
群馬剛柔会明和支部⑱

代表有田義文

始
沢
良
子

石
村
艶
子

籾
殻
焚
く
匂
い
に
む
せ
び
戻
り
き
て
灯

か
し

を
入
れ
遅
き
夕
飼
を
炊
ぐ

篠
木
よ
し

ひ
と
言
も
わ
れ
に
残
さ
ず
逝
き
し
母
の

温
も
り
残
る
ベ
ッ
ト
を
片
す

野
村
初
枝

残
月
の
影
を
と
ど
め
て
登
る
陽
の
澄
む

紅
に
し
ば
し
見
と
れ
る

肥
切
れ
の
秋
茄
子
小
さ
く
枝
先
に
長
雨

の
露
落
し
つ
揺
る
る

立
川
ふ
さ

遮
□
虚
一
生
き
て
四
十
路
最
後
の
感
傷

か
満
天
星
の
燃
え
タ
ベ
す
さ
ま
じ

砂
賀
久
美
子

竹
籠
作
る
楽
し
さ
語
り
つ
八
十
路
の
老

い
刃
物
自
在
に
竹
を
割
り
つ
つ野

日

タ
カ

う
ぐ
い
す
の
声
を
追
ひ
つ
つ
カ
メ
ラ
向

け
る
孫
等
と
歩
む
戦
場
ケ
原

立
川
ツ
ヤ
子

君
待
ち
て
駅
の
ホ
ー
ム
の
柱
陰
立
ち
に

し
か
の
夜
木
犀
匂
え
り

文

薯

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

田
芝
支
部

n,—’‘• 
ー、·ヽ¢, 

し

ゞ
合＇．｀ダ

9‘ 

口分
ャ
- E 

テ

明
和
空
手
道
ク
ラ
ブ
は
、
全
日
本
空

手
道
剛
柔
会
加
盟
の
、
群
馬
剛
柔
会
の

支
部
と
し
て
二
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。

会
員
は
十
四
人
（
う
ち
大
人
が
女
性
二

人
を
含
む
六
人
）
で
、
毎
週
金
曜
日
午

後
七
時
か
ら
一
時
間
半
、
武
道
館
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
師
範
は
、
群
剛
本
部

か
ら
坂
本
先
生
に
お
い
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
先
生
は
、
十
年
間
に
わ
た
り

国
体
の
県
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方

で
・
全
空
連
公
認
六
段
位
を
持
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
楽
し
く
練
習
し

て
技
を
磨
く
と
と
も
に
、
武
道
を
通
し

て
心
と
体
を
強
く
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や

ク
リ
ス
マ
ス
会
等
を
行
い
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は

週
二
回
の
練
習
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
会
さ
れ
ま
す
と
、
邑
楽
町
の
群
剛
本

部
と
、
太
田
市
や
大
泉
町
の
各
支
部
で

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
空

手
道
が
ど
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
か
を
知

り
た
い
方
は
、
練
習
日
に
武
道
館
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。
体
験
入
会
も
で
き

ま
す
の
で
、
練
習
し
て
み
た
い
方
は
、

運
動
着
の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ー
お
く
や
み
ー

氏
名
年
齢
世
帯
主

根
岸
武
夫

7
6

進

青
山
ぎ
ん

8
5
尚
夫

落
合
リ
ウ

9
3，
正
一

始
澤
シ
ヅ
エ

8
6
重
信

藤
野
や
い

7
8
和
弘

本
澤
シ
ズ

8
0
敏
弘

篠
木
き
く
8
6

加
仁

篠
木
ツ
ネ

7
6
定
吉

(
4つ
月
の
納
め
〗

村
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国

民
年
金
保
険
料
、
水
道
料
金
の
納
入
月

で
す
。
納
期
限
は
2
7日
で
す
。

先
日
、
あ
る
新
聞
社
か
ら
シ
ク
ラ
メ
ン
の
取

材
を
し
た
い
と
依
頼
が
あ
り
、
早
速
、
花
木
園

芸
組
合
長
さ
ん
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
り
、
取
材

に
出
か
け
ま
し
た
。

取
材
に
同
行
し
て
本
村
の
シ
ク
ラ
メ
ン
栽
培

が
今
日
ま
で
に
な
っ
た
歴
史
的
な
も
の
を
組
合

長
さ
ん
に
伺
い
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
見
方
か
少
し

ず
つ
違
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
花
木
園

芸
発
展
の
た
め
に
、
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
⑱

安
藤

高
木

編
集
後
記

大大南川梅須下南地
佐佐大 江大
貰貰島俣原賀黒島

山
本氏
沙さ

隼は臭真ま千龍；明：也ゃ名
ん穂iょ由ゅ秋：太fこ穂ii加か

長
男

長
女

赤
廣

小
林

長
女

二
女

坂
本

二
男

江
原

父
母
名
続
柄

和
昭
年
美

覚

真
弓

利
竹
悦
子
光
雄
清
美
敏
行
よ
し
え

秀
樹
叫
~
美

一
義
洋
子

長
女

長
女

薮川新新中新南川
大

区喜俣里里谷里島俣区
凶％％％％％％％開.__, % % :ｽ'6 % % :9{6 %閻

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

i也

1
1

あ
め
で
だ
I
I

（
敬
称
略
）

平成 5 年12 月 10 日 (14) 
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村
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
暉
か
し
い
平
成
六

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
、
昨

年
七
月
、
皆
様
の
格
別
な
る
ご
支
援
を

賜
り
、
二
期
目
の
村
長
に
就
任
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
一
万
有
余
の
村
民
の
代
表

と
し
て
自
覚
と
責
任
を
痛
感
し
て
い
る

次
第
で
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
対
外
収
支
の
不
均
衡
、
関
税
貿
易

一
般
協
定
（
ガ
ッ
ト
）
•
新
多
角
的
貿

易
交
渉
（
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
）

な
ど
を
は
じ
め
、
個
人
消
費
の
伸
び
悩

み
や
民
間
設
備
投
資
の
低
迷
、
急
激
な

円
高
、
冷
夏
の
影
響
な
ど
も
加
わ
っ
て
、

わ
が
国
の
経
済
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

内
外
共
に
厳
し
い
も
の
が
あ
っ
た
も
の

の
、
新
総
合
経
済
対
策
や
規
制
緩
和
、

円
高
差
益
の
還
元
、
社
会
資
本
整
備
な

ど
の
内
需
拡
大
策
を
三
本
柱
と
す
る
緊

急
経
済
対
策
の
施
策
に
よ
り
、
景
気
の

回
復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

反
面
、
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
、
政

治
改
革
法
問
題
、
所
得
税
減
税
問
題
、

消
費
税
率
改
正
問
題
、
健
康
保
険
の
給

付
範
囲
・
内
容
の
見
直
し
問
題
な
ど
変

動
の
日
本
経
済
で
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
国
政
レ
ベ
ル
で
は
、
総
選
挙

で
自
民
党
過
半
数
を
割
り
、
連
立
細
川

内
閣
が
ス
タ
ー
ト
、
政
治
改
革
関
連
法

案
が
衆
議
院
を
通
過
、
環
境
基
本
法
・

行
政
手
続
法
の
成
立
、
国
際
的
に
は
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
が
分
離
・
独
立
、

ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
就
任
、
中
国
で

地
下
核
実
験
を
実
施
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と

P
L
O

が
相
互
承
認
、
イ
ン
ド
で
大
地

震
、
国
内
的
に
は
、
皇
太
子
さ
ま
・
雅

子
さ
ま
ご
成
婚
、
農
作
物
の
被
害
が
最

悪
で
米
の
緊
急
輸
入
、
両
陛
下
初
の
沖

縄
訪
問
、
サ
ッ
カ
ー
J
リ
ー
グ
開
幕
、

北
海
道
南
西
沖
地
震
で
大
被
害
、
ゼ
ネ

コ
ン
汚
職
拡
大
、
県
内
的
に
は
、
県
人

ロ
ニ
百
万
人
突
破
、
総
選
挙
で
前
議
員

が
全
員
当
選
、
公
示
地
価
か
十
八
年
ぶ

り
に
下
落
、
そ
し
て
、
冷
夏
、
長
雨
、

豪
雨
、
例
年
に
な
い
台
風
ラ
ッ
シ
ュ
と
、

自
然
界
を
含
め
明
暗
変
化
に
と
ん
だ
社

会
情
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
本
村
は
幸

い
議
会
を
は
じ
め
、
村
民
各
位
の
ご
支

援
、
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
ふ
る
さ

と
の
広
場
内
温
水
。
フ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
芝
生
広
場
の
建
設
、
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
設
置
工
事
、
全
世
帯

に
消
火
器
の
設
置
、
中
学
校
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
教
室
の
設
置
、
さ
ら
に
、
道

路
改
良
、
用
排
水
路
の
改
修
、
福
祉
の

充
実
、
蜘
教
育
文
化
の
振
興
、
生
活
環
境

の
整
備
等
、
総
合
計
画
に
沿
っ
た
予
定

事
業
を
堅
実
に
執
行
し
、
次
代
に
向
け

て
の
基
盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
こ

と
か
で
き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
た
本
年
は
、
と
り
わ
け

ふ
る
さ
と
の
広
場
に
多
目
的
施
設
の
建

設
、
邑
楽
用
水
路
の
整
備
、
村
営
大
輪

土
地
改
良
事
業
の
推
進
、
佐
貫
排
水
路

の
整
備
、
幼
児
教
育
と
学
校
給
食
の
改

革
、
東
部
工
業
団
地
の
推
進
、
さ
ら
に

農
業
基
盤
整
備
、
道

ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
潤
い

5
|
|
]

路
改
良
、
生
活
関
連

あ
る
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
環
境
整
備
、
福
祉
・

教
育
文
化
の
向
上
な

ど
積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
で
ご
ざ
い

ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
、
一
層
皆
様

の
創
意
と
英
知
を
結
集
し
「
ふ
れ
あ
い

に
満
ち
た
潤
い
の
あ
る
住
み
よ
い
郷
土

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
勇
断
と
情
熱
を

も
っ
て
村
政
戟
行
に
あ
た
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

本
年
も
旧
に
倍
し
、
温
か
い
ご
理
解

と
限
り
な
い
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご

健
康
と
ご
繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

明和村長

斎藤 憲

玄さ〗
ぷ
士4
.
(

傘
し
Q
蓋蜘軍

.. 

（
苓
ず
『

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

r

,
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9

9
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~
第
四
回
村
議
会
定
例
会
は
、
十
二
月
｛

上
十
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
会
期
四
日

問
で
開
か
れ
、
村
長
提
出
議
案
十
件
に
｛

う
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
す
れ
も
原
~

案
と
あ
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
｛

（
の
主
な
内
容
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。
~

9

,
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平
成
六
年
一
月
一
日
、
オ
フ
ト
ー
ク

通
信
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
伴
う
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
で
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
一
・
九
二
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
主
な
内
容
は
、
一

般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
改
定

で
す
。
（
平
成
五
年
四
月
一
日
適
用
）

こ
れ
に
よ
り
改
正
後
の
初
任
給
（
一

第
四
回
村
議
会

定
例

会

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

乎
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

教
育
長
の
給
与
等
に

閃
す
る
条
例
の
一
部
改
正

の 村
長
、

等

の

助
役
、
収
入
役

諸
給
与
条
例

一
部
改
正

般
行
政
職
）
は
、
▽
高
校
卒
：
·
-
三
万

九
、
三
0
0
円
▽
短
大
卒
：
·
-
四
万
九
、

八
0
0
円
▽
大
学
卒
：
·
一
六
万
一
、
三

0
0
円
と
な
り
ま
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
村
議
会
議

員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
率
の
改
定

で
す
。
（
平
成
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適

用
）人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
村
長
、
助

役
‘
収
入
役
等
の
期
末
手
当
支
給
率
の

改
定
で
す
。
（
平
成
五
年
十
二
月
一
日
か

ら
適
用
）

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
、
教
育
長
の

期
末
手
当
支
給
率
の
改
定
で
す
。
（
平
成

五
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
）

村
議
会
議
員
に
対
す
る

期
末
手
当
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

平成 6 年 1 月 10 日 広報めいわ (2) 



明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
六
年
の
年
頭
に
あ
た
り
村
議

会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
輝
か
し
い
平
成
六

年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
議
会
に

対
し
格
別
な
こ
支
援
ご
協
力
を
賜
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
七
月
以
降
の
低
温
・
日
照
不

足
に
加
え
、
長
雨
と
相
次
ぐ
台
風
で
、

全
国
的
に
農
作
物
に
多
大
の
損
害
を
与

え
た
異
常
災
害
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
政
界
で
は
宮
沢
内
閣
不
信
任

案
可
決
に
よ
り
、
衆
議
院
解
散
、
七
月

村議会議長

小乎 喜

れ
ぞ
れ
一
億
三
、
五
八
八
万
九
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
四
一
億

0
、
二
八
八

万
五
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
、
温

水
プ
ー
ル
の
外
構
・
造
園
等
工
事
費
お

よ
び
地
元
負
担
工
事
費
な
ど
の
追
加
に

伴
う
補
正
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
村
税
：
五
、
七
八
四
万
七
千
円
（
一

四
億
一
、
四
一
四
万
五
千
円
）

①
地
方
交
付
税
…
八
、
一
三
四
万
九
千

円
（
八
億
二
、
一
三
四
万
九
千
円
）

④
国
庫
支
出
金
・
・
・
四
四
九
万
三
千
円
減

額
（
一
億
二

‘
1
0
二
万
三
千
円
）

①
県
支
出
金
…
六
八
万
六
千
円
（
一
億

三
、
一
八
三
万
円
）

④
寄
附
金
：
．
五0
万
円

(
1
0
0
万
一

千
円
）

章
裟
竺
ぐ豆さ

〖
ゃ
i
'
ぷ

ふ
セ
こ
蒻、

（
の
・

畔
]

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
議
会
費
：
·
―
二0万
五
千
円
滅
額
（
六
、

九
五
五
万
九
千
円
）

④
総
務
費
…
一
、
四
四
七
万
五
千
円
減

額
（
五
億
七
、
八
一
五
万
六
千
円
）

④
民
生
費
：
·
一
、
〇
八
九
万
七
千
円
（
六

億
二
、
四
二
七
万
二
千
円
）

④
衛
生
費
：
・
四
二
七
万
四
千
円
（
―
一
億

三
、
四
―
―
一
三
万
二
千
円
）

④
農
林
水
産
業
費
：
·
一
、
五
二
六
万
七

千
円
（
二
億
六
へ
五
六
四
万
六
千
円
）

④
商
工
費
…
三
八
万
二
千
円
減
額
（
四
、

三
七
二
万
三
千
円
）

④
土
木
費
…
一
億
三
、
六
八
七
万
二
千

円
（
一
五
億
五
、
七
四
八
万
八
千
円
）

④
教
育
費
・
：
三
三
二
万
四
千
円
減
額
（
三

億
八
、
九
九
八
万
六
千
円
）

④
公
債
費
…
一
、
二

0
三
万
五
千
円
減

/\‘‘ 

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
七
九
万
三
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
五
億
四
、
八
八

0
万
三
千
円
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
事
院
勧
告

に
基
づ
く
給
与
改
定
、
備
品
購
入
費
な

ど
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
国
庫
支
出
金
…
一
五

0
万
円
（
一
億

五
、
八
三
二
万
七
千
円
）

④
繰
越
金
：
·
二
九
万
三
千
円
（
二
、
六

四
六
万
四
千
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

総
選
挙
が
行
わ
れ
政
治
の
五
五
年
体
制

が
崩
壊
し
、
非
自
民
八
党
に
よ
る
細
川

連
立
政
権
が
誕
生
し
、
政
治
改
革
に
、

景
気
浮
揚
対
策
に
、
米
の
自
由
化
問
題

に
取
り
組
み
、
国
民
の
政
治
へ
の
関
心

も
高
ま
っ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
村
内

で
も
斎
藤
村
長
が
七
月
村
民
の
皆
様
の

温
か
い
ご
協
力
、
ご
支
援
に
よ
り
二
期

目
の
無
競
争
当
選
を
は
た
し
、
村
民
の

期
待
に
応
え
て
、
不
動
の
信
念
の
も
と

若
さ
と
行
動
力
そ
し
て
、
行
政
手
腕
を

発
揮
さ
れ
て
、
住
み
良
い
活
力
と
潤
い

の
あ
る
村
づ
く
り
に
努
力
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
ふ
る
さ
と
の
広
場
の
継
続
的

推
進
を
始
め
、
生
活
道
路
の
整
備
、
用

排
水
路
の
改
修
、
福
祉
の
充
実
、
教
育

の
振
興
で
は
、
特
に
、
幼
児
教
育
の
充

実
の
た
め
に
幼
稚
園
・
保
育
園
の
問
題
、

平
成
五
年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
収
益
的
支
出
、

ニ
ニ
0
万
六
千
円
を
減
額
し
、
総
額
の

支
出
を
九
、
七
三
二
万
七
千
円
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
主
に
人
事
院
勧
告
に
基

づ
く
給
与
改
定
、
消
費
税
の
追
加
と
、

人
事
異
動
に
伴
う
滅
額
の
補
正
で
す
。

【
支
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

④
営
業
費
用
：
二
六
八
万
円
減
額
（
八
、

六
七
七
万
九
千
円
）

0
営
業
外
費
用
・
：
四
七
万
四
千
円
（
八

五
四
万
八
千
円
）

学
校
教
育
の
一
環
で
あ
る
学
校
給
食
の

問
題
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

日
本
経
済
も
昨
年
に
引
き
続
き
難
し

い
情
勢
下
に
あ
り
国
も
地
方
自
治
体
も

厳
し
い
財
政
難
時
代
を
迎
え
る
訳
で
す

が
、
皆
様
と
共
に
創
意
と
英
知
を
結
集

し
て
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
明
る

い
住
み
良
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
議

員
一
同
一
致
協
力
し
て
、
執
行
機
関
と

も
相
協
調
し
て
議
決
機
関
の
機
能
を
最

大
限
に
発
揮
し
努
力
す
る
考
え
で
お
り

ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る

と
共
に
、
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て

平
成
六
年
か
幸
せ
な
良
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
五
年
度
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

額
（
一
億
六

八
一
六
万
円

④
総
務
費
・
一
七
九
万
三
千
円

三
二
五
万
六
千
円
）

t つにさ 紙本 議 吾R羊我 議 吾R我羊 吾n我羊 議 議 議 議 議 副 お 本 迎議 願年
かえ をも 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 長 し、 も 春＾中
さつ

' 

岡関始原泉石泉森栗蘭石明し よ
せて ろ
て‘ 安今根沢日田崎公田尻原部村 ］」 占 し
｝：塁
だの [ ヽ 朝恨三昭和栄一 利 嘉 ま < 
きあ 雄市郎ー作一郎茂夫明男会す
まい
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講話を行う斎藤村長

ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

決
定
は
平
成

6

年
3
ー

4

月
頃
の
予
定
で
す
。

質
問
使
用
料
は
決
ま
り
ま
し
た

＞
。
ヵ

温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て

------------------------------------------------------------------------------, 

~ 11 月30日、中央公民館で寿学級生と女性ふ i 

: れあいセミナ一生の合同学習会が、村のトッ j 

: プ斎藤村長を招いて、「村の現状と合後の計画 : 

~ Iこつい乙の講話と質疑応答が行われ、終始 : 

: 和やかに進められ、参加しだ44人はメモを取 : 

: りながら熱心に聞き入り、有意義な半日を過 : 

: ごしましだ。質疑応答の要旨は次のとありで : 

：す。
し――-----·-----------------------------------------------------------------------_,

村
長
を
囲
み
ひ
ざ
を
交
え
て
懇
談

寿
学
級
生. 
女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
生

.......~... 

& 
村
長
現
在
建
設
中
の
温
水
。
フ
ー
ル
は
、

平
成
6
年
6
月
1
0
日
完
成
予
定
で
す
。

開
館
は
、
6
月
下
旬
か
7

月
上
旬
の
予

定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
使
用
料
に
つ
い
て
も
先
進
地
を
視

察
し
た
り
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
調

査
し
て
利
用
し
や
す
い
料
金
体
系
を
作

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
村
内
、
村
外
の
区
別
し
て
い

る
市
町
村
も
あ
り
ま
す
が
、
本
村
で
は

区
別
し
な
い
料
金
体
系
を
考
え
、
そ
し

て
、
利
用
計
画
で
は
延
人
数
6
1
,
7

5
0

人
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
一

般
の
方
は
も
ち
ろ
ん
高
校
生
、
中
学
生
、

• l,"ヤニ1,.

~ ~` --
i,  ~ ~.,. 
’~、

i ! =:—` l i'--+ｷ 
.^~ "” 

'| ]、

: ｷ.. , ~ •・一

図成亨
村
長
利
用
計
画
の
中
に
は
、
高
齢
者

一
教
室
、
幼
児
教
室
な
ど
各
種
教
室
を
開

催
す
る
予
定
で
、
利
用
人
数
延
6
,
5

プ水温
0
0

人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
教
室
を
は
じ
め

各
種
教
室
を
開
催

す
る
予
定
で
す
。

質
問
シ
ル
バ
ー
だ
け
の
水
泳

教
室
を
開
催
し
て
く
だ
さ
い
。

小
学
生
、
幼
稚
園
児
、
保
育
園
児
に
も

大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は
世
間

並
の
使
用
料
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
温
水
プ
ー
ル
を
維
持
管

理
す
る
の
に
年
間
約

3
,
0
0
0
万
円

ほ
ど
経
費
か
掛
か
り
ま
す
の
で
、
ー
＿
3
は

使
用
料
で
賄
い
、
2
-
3
は
一
般
財
源
で
賄

う
予
定
で
す
。

平
成
6
年
6
月
完
成
予
定
で
す
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
使
用
料
は
決
定
し
て
い
ま

せ
ん
か
、
平
成
6
年
3
1
4

月
頃
決
定

し
ま
し
た
ら
、
広
報
紙
等
で
村
民
の
方
々

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
開
館
後
は

村
民
こ
ぞ
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成 6 年 1 月 10 日 広報めいわ (4) 



つ

オ
フ
ト
ー
ク
通
信

て

に

し‘

看
板
は
近
々
南
へ

4
ー

5
m

移
動
し
ま
す
。

漏
齢
者
教
室
も
一
年
間
を
通
し
て
開

催
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

質
問
交
通
事
故
の
原
囚
に
も
な

る
よ
う
な
大
き
な
看
板
は
移
動
で

き
な
い
か
。
（
梅
島
排
水
の
1
0号

橋
の
南
側
の
看
板
・
梅
原
地
内
）

村
長
現
在
、
東
西
の
道
路
が
広
い
の

に
一
時
停
止
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
交

通
事
故
が
多
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
、
警
察
と
協
議
し
て
東
西

の
道
路
を
優
先
し
て
、
南
北
の
道
路
を

一
時
停
止
と
す
る
よ
う
に
変
更
と
な
り

ま
す
が
、
一
定
期
間
だ
け
は
、
四
方
向

と
も
一
時
停
止
と
な
り
、
そ
の
後
、
南

北
の
道
路
だ
け
一
時
停
止
と
な
り
ま
す
。

質
問
の
場
所
の
看
板
で
す
か
、
そ
れ

ほ
ど
邪
魔
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
か
え
っ
て
フ
ェ
ン
ス
が
邪

魔
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
看
板
を
南
へ4
1

5
m

移
動
し
ま
す
。

大
き
な
看
板
の

移
動
は
で
き
な
い
か

創
設
時
の
費
用
と
月
額

使
用
料
(
3
年
閻
）
は
全
額

村
で
負
担
し
ま
す
の
で
個
人

質
問
個
人
負
担
に
つ
い
て
は
ど

う
な
の
か
。

質問をする参加者

村
長
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
に
つ
い
て
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
6
年
1

月
1

日
開
局
を
目
指
し
て
、
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
費
用
に
つ
い
て
は
創
設

時
の
経
費
と
し
て
約
3
0
,
0
0
0

円

と
月
領
使
用
料
6
2
0

円
は
3

年
間
全

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
集
団
登
校
は
日
頃
よ
り
良

く
で
き
て
お
り
感
心
し
て
お
り
ま

小
学
生
の
下
校
時
の

交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

額
村
で
負
担
し
ま
す
。
3
年
後
に
つ
い

て
は
、
そ
の
時
点
で
財
政
力
等
も
考
慮

し
て
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

番
組
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

村
民
の
皆
さ
ん
が
設
置

一
し
て
良
か
つ
だ
と
思
え
る

ょ
う
な
充
実
し
だ
内
容

の
番
組
を
作
り
ま
す
。

村
長
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
番
組
に
つ

い
て
は
、
現
在
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

検
討
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
設
置
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
内
容
の
番
組
を
放

送
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
取
材
の

た
め
村
民
の
皆
さ
ん
方
に
訪
問
す
る
時

が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の

時
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は
緊
急
放

送
も
含
め
て
村
の
お
知
ら
せ
事
項
や
農

協
、
商
工
会
、
学
校
な
ど
か
ら
の
「
声

の
回
覧
板
」
と
し
て
詳
細
に
放
送
す
る

予
定
で
あ
り
ま
す
。

番
組
表
は
運
営
委
員
会
で
決
定
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
決
定
に
な
り
次

第
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

質
問
ど
ん
な
内
容
か
放
送
さ
れ

ま
す
か
。

村
長
交
通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
入
学
時
か
ら
指
導
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
朝
礼
等
で
指
導
し
て
行
き

ま
す
。

ま
た
、
家
庭
、
P
T
A

役
員
に
も
協

力
を
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
に
指
導
し
て
行
き
ま
す
。
そ
し

て
、
も
し
そ
の
場
に
差
し
掛
か
っ
た
人

か
、
そ
の
場
で
自
分
の
子
の
よ
う
に
注

意
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
、
も
う
一
度
教
育
長
を
通

し
て
学
校
に
指
導
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
い
た
し
ま
す
。

凪開
注
繋r
i
片
｛

t
、
J
J
I
湘
i
日

-----

集団登校する小学生

学
校
、
家
庭
等
へ

交
通
マ
ナ
ー
の
徹
底
を

図
つ
て
行
き
ま
す
。

す
か
、
下
校
時
の
交
通
マ
ナ
ー
か

ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。
学
校
で
も

家
庭
で
も
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一

度
交
通
指
導
の
徹
底
を
お
顧
い
し

こ
、
。

t
し

(5) 広報めいわ 平成 6 年 1 月 10 日



オフ トーク通信
平成6年 1 月ー日ついに開局

:—- -

屋
役場内オフトーク通信センター室

ブ
フ
L

ー
ク
通
置
の
活
用

電
話
の
空
き
時
間
を
利
用
し
て
情
報

を
伝
達
す
る
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
が
、
平

成
六
年
一
月
一
日
、
つ
い
に
開
局
。

村
で
は
今
後
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
情
報
を
よ
り
早
く
提
供
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
、
情
報
収

集
や
番
組
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

ー
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
九
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
ま

し
た
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
が
平
成
六
年
一

月
一
日
、
開
局
と
な
り
ま
し
た
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
と
は
、

N
T
T

の

電
話
回
線
を
使
用
し
て
、
役
場
内
に
設

置
さ
れ
た
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
セ
ン
タ
ー

か
ら
村
内
各
家
庭
や
公
共
施
設
、
事
業

所
な
ど
に
各
種
情
報
を
流
す
シ
ス
テ
ム

で
す
。
家
庭
な
ど
に
は
、
宅
内
接
続
装

置
と
ス
ピ
ー
カ
ー
か
備
え
付
け
ら
れ
、

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
各

電
話
回
線
を
使
い

各
家
庭
等
に

各
種
情
報
を
提
供

種
情
報
か
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
は
、
あ
く

ま
で
電
話
か
優
先
さ
れ
る
た
め
、
電
話

を
か
け
る
と
き
は
情
報
提
供
か
ス
ト
ッ

プ
し
、
通
話
か
可
能
な
状
態
に
な
り
ま

す
。オ

フ
ト
ー
ク
通
信
に
は
情
報
提
供
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
か
四
つ
あ
り
、
番
組
表
に

よ
り
好
み
の
番
組
か
選
択
で
き
ま
す
。

一
般
に
情
報
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

行
政
情
報
・
催
事
案
内
な
ど
の
村
か
ら

の
お
知
ら
せ
や
緊
急
連
絡
、
農
協
か
ら

の
農
事
情
報
・
農
産
物
市
況
、
商
工
会

か
ら
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
情
報
、
教
育
、

臣
療
、
音
楽
な
ど
の
情
報
も
提
供
で
き

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
館
林
地
区
消
防
組

合
明
和
分
署
と
専
用
回
線
を
結
び
、
災

害
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
ま
す
。

運
営
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
情
報
を
提
供
す
る
た
め
「
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
運
営
委
員
会
」
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
だ
情
報
提
供

e
l也
紀
の
情
醗
化
時
代
こ
対
廊
で
き
る

平成 6 年 1 月 10 日 広報めいわ (6) 
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屋
外
放
送
は
朝
・
夜
二
回
放
送

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
放
送
は
四
チ
ャ
ン
ネ
ル
で

屋
外
放
送
は
午
前
六
時
三
十
分
と
午

後
六
時
三
十
分
の
放
送
と
な
り
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
放
送
は
、
番
組
表

に
よ
り
午
前
六
時
三
十
分
に
始
ま
り
、

終
プ
j
は
午
後
十
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
か
ら
の
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
定
時
放

送
は
、
朝
、
昼
、
晩
の
一
日
三
回
全
チ

ャ
ン
ネ
ル
一
斉
に
流
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
定
時
放
送
終
了
後
ニ
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
は
定
時
放
送
の
繰
り
返
し
で
す
の
で
、

定
時
放
送
を
聞
き
逃
し
た
方
は
、
お
聞

き
く
だ
さ
い
。
三
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
現

在
自
主
番
組
を
計
画
中
で
あ
り
ま
す
。

四
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
、

N
H
K
F
M

放

送
を
再
送
信
し
ま
す
。

な
お
災
害
な
ど
の
緊
急
放
送
は
す
べ

て
の
番
組
を
優
先
す
る
と
と
も
に
、
家

、
ヽ

、

、
、

‘.\ 

＼
、
＼
＼
｀

\ ヽ

`‘ 
、
＇

，,ヽ' 

\ 、

\ ヽ

\\ 
\ ¥
 

\ ヽ

\ ¥
 

\ T
 ヽ

庭
な
ど
で
宅
内
接
続
装
置
の
ス
イ
ッ
チ

を
切
っ
て
い
て
も
、
自
動
的
に
受
信
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ノ
｝□ロ

し

オフトーク通信接続装置ボックスの内部

屋外放送塔とオフトーク通信接続装置ボックス

オフ トーク通信番組表

屋外放送

放送
時間帯

6: 30 

6:35 
6: 40 

0

0

 

5

3

 

.... 
6

7

 

9:30 

12:30 

0

0

 

4

0

 

.

.

.

.
 

2

3

 

1s:oo 

0

5

0

5

0

 

0

0

3

3

4

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

8

8

8

8

8

 

1 s: 50 

19: 30 

21: 00 

21: 05 
21: 30 

22:00 

C H 2 C H 3 C H 4 C H 

屋外スピーカー用

朝のお知らせ

再放送チャンネル
緊急通報再送信 1 自主制作チャンネル I FM 放送チャンネル

［胃よ王］
朝の定時放送（全チャンネル共通）

行政・学校・農協・商工会・警察・消防等からのお知らせや情報連絡

広報チャンネル

FM 再送信

朝の定時放送
（再放送） FM 再送信

昼の定時放送（全チャンネル共通）
行政・学校・農協・商工会・警察・消防等からのお知らせや情報連絡

昼の定時放送
（再放送）

FM 再送信

夜のお知らせ

愛の鐘

FM 再送信

夜の定時放送（全チャンネル共通）
行政・学校・農協・商工会・警察・消防等からのお知らせや情報連絡

f

9

 組
中]

画
自
計

9

`

 

消防署からのお知らせ

FM 再送信

オフトーク通信を聞くとき

① 
でセ電
＜ン源
だトコ
さに 1
い差ド
゜しを
込コ
んノ• 

切‘‘入
‘‘’’’ ーにコ—
’’‘‘ II 三］l

• 

二
口

②
切
／
入
ラ
ン
プ
が
赤

色
に
点
灯
し
ま
す
。

③
チ
ャ
ン
ネ
ル
切
替
ス

ィ
ッ
チ
を
押
し
て
あ

好
み
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

(1)放送時に電話を使用しますと放送は入り

ません。

(2)左側のスイッチボタンを押して赤ランプ

かついているときは、放送は入りません。

(3)左側のスイッチボタンを押して赤ランプ

か消えたときに、放送が入ります。

(7) 広報めいわ 平成 6 年 1 月 10 日



④
期
日
1
1

平
成
6

年
2
月
2
7
日
⑪

④
場
所
1
1

宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

④
募
集
人
員

1
1
8
0
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

④
参
加
費
1
1

一
人
2
,
5
0
0
円
（
バ

ス
代
・
保
険
料
）

④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

1
1
1

月

2
0
日
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け

し
ま
す
。

【
小
学
生
男
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

＊
優
勝

1
1

江
森
直
志

＊
準
優
勝
1
1

田
口
和
幸

＊
三
位

1
1

橋
爪
弘
行

【
小
学
生
女
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

＊
優
勝

1
1

始
澤
真
純

玄
準
優
勝
1
1

田
口
友
香

含
三
位

1
1

篠
木
彩

第
3
4回
村
民
卓
球
大
会

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

.. 
... 

•9 

.

.
 

...... .... .. 
:•.‘... : :...... 9....  -....。

社会体育館・： ぢ84-46-26

中学生優勝の木村くん（右）と中山さん

***...... * * * ...... 
三準優中三準優中
優学優学

位勝勝生位勝勝生
II II II 女 II II II 男
秋吉中子鑓春木子
田田山の田日村の
奈美部 部
穂智芙......崇舟和 ....... 

子子樹シ人夫彦シ
ンン

ググ
ルル

スス
＼学生優勝の江森くん（右）と始澤さん

【
一
般
男
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

古
優
勝

1
1

塚
原
裕
之

玄
準
優
勝
1
1

原
秀
一

竺
二
位

1
1

小
松
原
義
男

【
一
般
女
子
の
部
】
シ
ン
グ
ル
ス

玄
優
勝

1
1

小
松
原
順
子

玄
準
優
勝
1
1

田
口
雪
枝

食
三
位

1
1

田
部
井
恵
美
子

【
一
般
男
子
の
部
】
ダ
ブ
ル
ス

斉
優
勝

1
1

塚
原
裕
之
・
小
林

也
組

玄
準
優
勝
1
1

原
秀
一
・
今
成
正
智

組
竺
二
位

1
1

小
松
原
義
男
・
小
松
原
順

子
組

【
一
般
女
子
の
部
】
ダ
ブ
ル
ス

合
優
勝

1
1

田
口
雪
枝
•
田
部
井
恵

美
子
組

玄
準
優
勝
1
1

中
山
美
樹
・
秋
田
奈

穂
子
組

竺
二
位

1
1

小
野
沢
幸
映
・
古
田
美
智

子
組

〔
敬
称
略
〕 達 一般男・女優勝の塚原さん（右）と小松原さん

@ 
@ @ 
@ @ 
◎考◎
言人え靡

峠~,
言昧虐靡
＠料＠
@''@  — 

砂
糖
の
と
り
す
ぎ
に
よ
る
虫
歯
や
肥

満
、
成
人
病
の
増
加
で
、
砂
糖
に
代
わ

る
も
の
と
し
て
人
工
甘
味
料
が
現
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
、
フ
ラ

ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
、
パ
ラ
チ
ノ
ー
ス
な
ど

の
名
称
で
、
清
涼
飲
料
水
、
菓
子
、
ハ

ム
、
味
噌
な
ど
多
く
の
加
工
食
品
に
添

加
さ
れ
て
い
ま
す
。

砂
糖
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
補
う

た
め
に
作
ら
れ
た
人
工
甘
味
料
で
す
が
、

本
当
に
必
要
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

人
工
甘
味
料
は
カ
ロ
リ
ー
か
低
く
て

も
沢
山
食
べ
れ
ば
、
結
果
的
に
は
多
く

の
カ
ロ
リ
ー
を
と
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
い
で
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
利
用
す
る
と

ハ
ロ
ー
健
康
⑫

健
康
を
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

先
月
の
「
白
砂
糖
に
ご
用
心
」
で
書

い
た
よ
う
に
、
砂
糖
に
は
種
類
に
よ
っ

て
、
鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む

栄
養
的
に
秀
れ
た
物
も
あ
り
ま
す
。

砂
糖
を
悪
者
扱
い
し
、
安
易
に
人
工

甘
味
料
に
走
る
の
で
は
な
く
、
黒
砂
糖

ま
た
は
三
温
糖
を
適
量
使
う
食
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

砂
糖
の
一
日
摂
取
量
は
、
0
歳
(
l
o
g
)

1

歳
1
6
歳
(
2
0g
)
7
歳
以
上

(
3
0g
)

で
す
。

人
工
甘
味
料
の
長
所

〇
砂
糖
に
比
べ
て
低
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

〇
虫
歯
に
な
り
に
く
い
で
す
。

0
加
工
食
品
の
質
を
良
く
し
ま
す
。

〇
イ
ン
ス
リ
ン
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

人
工
甘
味
料
の
短
所

0
発
ガ
ン
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

0
大
量
摂
取
す
る
と
下
痢
を
し
ま
す
。

0
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
抑
え
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。

0
フ
ェ
ニ
ー
ル
ケ
ト
ン
尿
の
人
は
使
用

を
注
意
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

0
加
熟
調
理
に
向
か
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
。

平成 6 年 1 月 10 日 広報めいわ (8) 



幼児教育・学校給食検討

委員会が村長に答申
地域の話題なと身

近な情報を広報係

までお寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

テ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
‘
x
7
'

で
カ
ー
つ
オ
ケ
大
会

平
成
四
年
十
二
月
、

「
本
村
に
お
け
る
幼
児
教

育
並
び
に
学
校
給
食
の

現
状
と
将
来
を
展
望
し

た
幼
児
教
育
並
び
に
学

校
給
食
の
振
興
・
充
実

に
つ
い
て
」
の
諮
問
を

受
け
て
、
検
討
委
員
会

で
慎
重
に
協
議
・
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
答
申
が
出
さ

れ
、
答
申
書
か
小
平
幼

児
教
育
・
学
校
給
食
検

討
委
員
長
（
村
議
会
議

長
）
か
ら
斎
藤
村
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
書
の
内
容
に
よ

り
ま
す
と
、
幼
児
教
育

に
つ
い
て
は
、
三
園
ず

つ
あ
る
幼
稚
園
と
保
育

園
を
各
一
園
に
統
廃
合

し
、
幼
稚
園
は
入
園
を

満
三
歳
か
ら
五
歳
ま
で
、

保
育
園
は
入
園
を
満
五

歳
ま
で
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
方
式
で
の
完
全
給
食
化
を
図

り
、
米
飯
は
委
託
炊
飯
方
式
で
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
平
成

七
年
度
の
事
業
化
を
目
指
し
、
幼
稚
園

と
保
育
園
の
統
廃
合
は
乎
成
八
年
度
以

降
に
取
り
組
み
ま
す
。

小平委員長から斎藤村長に答申書を手渡す

(9) 

保青圃児が

もちつきに挑戦
年末恒例のもちつき大会か12 月 10

日、西保育園で杵と臼を使って、も

ち米 6 キロを保母と園児が協力しあ

って、ペッタン、ペッタンとつき上

げました。

もちつきに挑戦している園児

み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
t

て
い
る
お
年
寄
り
に
少
し
で
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
共

に
、
カ
ラ
オ
ケ
で
声
を
出
す
こ
と
に
よ

り
、
機
能
回
復
訓
練
か
で
き
れ
ば
と
、

十
二
月
十
九
日
と
一
―
十
一
日
の
二
日
間
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
時
を
忘
れ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
年

寄
り
全
員
に
、
大
輪
の
落
合
か
つ
さ
ん

か
手
作
り
の
ソ
ッ
ク
ス
カ
バ
ー
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
会
員
の
方
々
か

お
手
伝
い
に
駆
け
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

村では12月 10 日、「みんなで明るいお

正月を迎えましょう」と、独居老人や

重度障害者などを対象に歳末慰問を行

いました。

村長、助役などか 2 班に分かれて 167

人の家庭を訪問し、慰問品等を贈り激

励しました。

平成 6 年 1 月 10 日



所得税・消費税の

確定申告はあ早めに

平成 5 年分の所得税確定申告は、

2 月 16 日から 3 月 15 日までです。ま

た、個人事業者の方の消費税確定申

告は、 1 月 1 日から 3 月 31 日までと

なっています。

期限間近になりますと大変込み合

いますので、できるだけ早めに申告

してください。

巡回相談のあ知らせ

太田児童相談所

圏日時＝平成 6 年 1 月 14 日（金）

午前10時～午後 3 時

0場所＝明和村保健センター

圏相談内容＝食事・排泄・言葉・睡

眠障害など

※詳しくは、太田児童相談所合 (31)

3721 または役場住民課へお問い合わ

せください。

生涯学習講演会

票生涯学習センター

蒼日時＝ 1 月 30 日（日）午後 1 時～ 3 時

昼場所＝県生涯学習センター

圏演題＝米と日本文化

衡講師＝富山和子（立正大学短期大

学部教授）

圏定員・参加費＝300人（先着順）・無料

〇申し込み期間＝ 1 月 5 日～ 25 日

圏申し込み方法＝往復はがきに住所、

氏名、年齢、性別、電話番号と「 1

月講演会希望」と書いて申し込ん

でください。

〇申し込み先＝〒371 前橋市文京町

2 -19-18 県生涯学習センター

講演会係

※詳しくは、県生涯学習センター合

0272(24)5700へお問い合わせくださ

し‘°

地下水利用者は

定期報告を

県では、貴重な地下水を将来にわ

たって有効かつ適切に利用していく
ため要綱を制定し、一定の要件を備

えた揚水施設を用いて地下水を利用

し、届け出を済ませている方は、毎

年 2 月の末日がその前年 1 年間に採

取した地下水採取量の報告期限とな

っていますので、地下水採取量報告

書 2 部を役場企画開発課まで提出し

てください。

※詳しくは、役場企画開発課へお問

い合わせください。

群馬票地域別・産業別

最低賃金改正

最低賃金の件名
最低賃金額

実施年月日
1 日時間額

><
円 円

群馬県最低賃金 4,516 565 
平成
5.10.l 

群業製馬造鍛業県鋼最製・鋼鍛低工賃・製品金鋼・圧鋳延鋼 5,204 651 平成
5 12.24 

産

械械れ械贔群ー馬・低、ピ同装一真ス県賃部置般用、金金分、そ事産·屈民の忠務業加砥生他用＿用用1の芍．·機機機ほ尋サ業
平成

別 5,146 644 
5.12.24 

最

低

賃 群馬県電気機械器具
5,136 642 

平成

金
製造業最低賃金 5.12.24 

群馬県輸送用機械器具
5,144 643 

平成
製造業最低賃金 5.12.14 

凧上げは電線のない所で
1. 送電線や配電線、電車の架線近くでは、絶対に上げないようにしましょ

う。

2. 広場やグランド、河原、空き地など広々とした場所を選び、人に迷惑か

かからないように安全に上げましょう。

3. 鉄塔や電線に凧が絡みついた時には、お近くの東京電力に連絡してくだ

さい。手や竿などで触れると感電の危険があります。

電線の近＜であI5‘‘ないぁそひはやめましょう I

｀一
/ ' 
.
,
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情報・案内

定例相談
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◇日時＝ 2 月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝蓮見弁護士

◇受 付＝ 2 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださしヽ。
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◇日時＝ 2 月 3 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 1 月 10 日 広報めいわ (10) 



集
学

募
大

生
送

学
放

テレビとラジオの放送を活用して

講義を行う放送大学では、平成 6 年

度第 1 学期入学生を募集しています。

蒼募集）＼員

0 全科履修生 7,000人

0選科・科目履修生 10,000人

0出願受付期間＝平成 5 年12 月 15 日

（水）から平成 6 年 2 月 15 日（火）まで

※詳しくは、放送大学群馬学習セン

ター合0272(32)5381へお問い合わせ

くださしヽ。

受講生募集

NHI< 学園通信講座
NHK学園では、冬期の生涯学習講

座（通信講座）の受講生を募集して

います。

全生涯学習講座＝教養と趣味を深め

るための書道、俳句、短歌など71

講座があります。

衝申込受付期限＝平成 6 年 1 月 31 日

※詳しくは、 NHK学園ffl)425(72)3151 

へお問い合わせください。

財形住宅融資

住宅金融公庫

圏受付期限＝平成 6 年 3 月 18 日（金）

衝申込資格＝財形貯蓄を 1 年以上行

い、その残高が50万円以上ある方

(11) 広報めいわ

0金利＝当初金利を年4.05％とする

変動金利

〇融資額＝財形貯蓄残高の10倍、最

高4,000万円まで

※詳しくは、住宅金融公庫北関東支

店サービス相談室合0272(32)6656ヘ

お問い合わせください。

第2回くんまときめき

フェスティバルの開催
および参加者募集

高齢者を中心とする県民の健康の

保持・増進を図るとともに、高齢者

の文化活動、社会参加、生きがいの

高揚を促すため、開催されます。

0期日＝平成 6 年 3 月 18 日～ 20 日

0場所＝県民会館（前橋市日吉町）

0内容＝シルバー作品展、ときめき

短歌・俳句大会、カラオケコンテ

スト、ダンス交流会、記念講演会

※詳しくは、闘群馬県長痔社会づく

り財団ff0272(43)1165へお問い合わ

せください。

参加者募集

県緑化センター

0 日時＝平成 6 年 2 月 10 日（木）

午前10時から正午まで

0場所＝県緑化センター（邑楽町）
〇テーマ＝春を迎える庭木・草花

〇募集人員＝ 35人

圏その他＝雨天決行・参加費無料

※詳しくは、県緑化センター合 (88)

7188へお問い合わせください。

源泉徴収票が

送られます

国民年金や厚生年金から支給され

ている年金のうち老齢給付を受けて

いる人全員に、 1 月下旬「公的年金

等の源泉徴収票」が社会保険庁から

送られます。

これには、平成 5 年中に支払われ

た年金額や源泉徴収税額などが記入

されています。

確定申告や還付請求をするときは、

税務署に提出してください。

「110番」あなだを守る

ホットライン

1 月 10 日は「110番の日」です。

110番は、皆さんの安全を守る緊急電

話です。あなたが、事件事故を見た

り聞いたり、また不審者や事件に関

すると思われる情報などかありまし

たら、ためらわずに素早く 110番して

くださしヽ。

なお、困りごと相談、少年相談、

暴力団、極左暴力集団、悪徳商法等

に関する要望や情報、警察に対する

要望・意見・苦情等がありましたら

合0272(24)8080へ、その他の問い合

わせや相談は館林警察署合（75)0110 

に連絡してください。

] 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 言
千代田 赤文i 人板倉地区 更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
明和地区 にのは

休 なにみ 農
る限一

安楽岡医院 高木医院 場ムが仁 ー療ロりクク 厚
1 月 15 日 生

合 (72)0572 合 (62)6611 病

日
あ時 院
り間 r 

白沢医院 川村医院 大石医院 慶友病院 館林地区と 館林地区と まは 合

1 月 16 日
合 (72) 1600 合（72) 1337 fl(74)2362 ff(72)6000 同じです。 同じです。 ; ] (72) 3 

で 1 | 

当 落合医院 大神医院 堀越医院 最上医院 小西医院 冒 9 4 
館林地区と

゜1 月 23 日 しで ‘--ノ

合 (72)3160 合 (62)2200 合（73)4151 ff(74)3763 同じです。 合 (86)2261
てで が

かす゚ 担

根岸医院 小倉医院 増田医院 記念病院 井上医院 館林地区と
ら 当

1 月 30 日 呑ロ戸ク2, し

番 合（72)3262 合（72)0606 合（72) 1387 合（72)3155 fl'(82) 1131 同じです。 ま
し す
て

3 

井上（浩）医院 大神医院 田内医院 慶友病院 増田医院 竹越医院 < ^ 内
2 月 6 日 だ 科

医
合 (88)6300 H(62)2200 ff (72) 3855 fl (72) 6000 合 (82)2255 合 (84)3137 さ

し＼ 外
゜ 科

須田医院 落合医院
2 月 11 日

合 (72)0862 合 (72)3160 喜

平成 6 年 1 月 10 日
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三（アイドル）
村の人口と世帯

12月25日現在
世帯数 J ,056戸

人口総数 I I, 296人

男 5,693人・女 5,603人

(12 月中の動き）

出生 4 人・死亡 6 人

転入 31 人・転出 18人

12月25日現在の救急車出動回数
●交通事故 5 件

●急·病 6 件

•その他 2 件

●計 13 件

豆叫三竺二竺亙g
キャッツ愛⑰

代表島田和栄
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ぶ
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銭
の
縁
起
あ
れ
こ
れ
初
明
り山

下
富
治

む
ひ
ょ
う
よ
と
き

志
賀
高
原
霧
氷
に
酔
い
し
刻
も
て
り

江
原
さ
い

さ
ん
じ
ゅ
ろ

初
詣
傘
痔
の
腰
に
懐
炉
抱
き

野
沢
芳
子

う
ぶ
す
な
は
ま
や
こ
よ
そ
じ

産
土
に
破
魔
矢
買
う
娘
の
四
十
路
な
る

山
下
ふ
で

書

り
で
す
。
も
う
一
人
、
三
度
の
飯
よ
り

も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
か
好
き
と
い
う
監
督

を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
当
時
、
独

身
だ
っ
た
監
督
も
今
で
は
二
児
の
パ
パ
。

ち
ょ
っ
ぴ
り
う
る
さ
い
マ
マ
さ
ん
相
手

に
大
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ

で
、
最
近
勝
つ
喜
び
を
味
わ
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
十
一
月
に
行
わ
れ
た

N
T
T

杯
で
は
、
A

ブ
ロ
ッ
ク
で
常
連

の
強
豪
を
破
っ
て
県
大
会
出
場
を
決
め
、

増
々
張
り
切
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
は
水
曜
日
と
土
曜
日
の
週
二
回

で
、
気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
い
た
後
の

お
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
は
格
別
で
す
。
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
。
経
験
者
は
も
ち
ろ

ん
、
初
め
て
の
方
で
も
名
コ
ー
チ
が
手

際
よ
く
教
え
て
く
れ
ま
す
よ
。
と
に
か

く
一
所
懸
命
練
習
に
米
て
く
れ
る
方
で

し
た
ら
大
歓
迎
。
ベ
テ
ラ
ン
の
マ
マ
さ

ん
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
料

理
、
子
育
て
、
学
校
の
事
な
ど
、
何
で

も
相
談
に
の
り
ま
す
よ
。

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
、
村
民
の
皆
さ
ん
に

は
取
材
等
で
ご
協
力
、
ご
支
援
、
さ
ら

に
”
広
報
め
い
わ
J
i
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
さ
ら
に
勉
強
を
重
ね
て
、
村

と
住
民
と
を
結
ぶ
情
報
紙
と
し
て
、
だ

れ
に
で
も
読
み
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を

作
る
よ
う
に
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
⑳

編
集
後
記

氏
名
年
齢
世
帯
主

松
本
良
子
3
7

陽
作

田
口
喜
朗

6
3
美
智
也

吉
田
サ
イ

8
4

賓

奈
良
原
典
惣
治
8
9
昭
―
―
一
郎

森
田
治
郎

7
7
美
代
子

立
川
涼
―
―-
8
0
さ
わ
子

国
民
年
金
保
険
料
と
水
道
料
金
の
納

入
月
で
す
。
納
期
限
は

3
1日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

1
1

あ
く
や
み
I
I

野
田

裕閃有ゅ大召美み名
介；；香ヵ、地ち穂i

父
母
名
続
柄

義
信
か
よ
子諭

昌
代蜜

照
枝

浩
一
ま
ゆ
み

長
男

原賀島里輪賀区〖 原島輪原区
% %%%%% り喜 ..__,, % % % % 閥

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

梅須矢新大須地 梅

石
崎

長
女

矢

岡
本

二
男

大

吉
氷

三
女

梅

氏

i也

ー
あ
め
で
だ
ー

（
敬
称
略
）

平成 6 年 1 月 10 日 広報めいわ (12) 
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一

` 申告風景（昨年の申告相談）

所得税申告納税相談日程

月日 時間 種 別 該 当 区 畠
2 月 午前 所得税申告 斗合田・須賀

,~ ｷ ｷ •~ ｷ ｷ ｷ ｷｷ ----ｷ -------ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ---ｷ ---- 中17 日 午後 II 江ロ・田島

2 月 午前 所得税申告 大輪・入ヶ谷 央
------------------------------ｷｷｷ--ｷｷ 

18 日 午後 II 矢島・大佐貫

2 月 午前 所得税申告 梅原・川俣
公

--------疇·----- ---------------------ｷ-
民22 日 午後 II 千津井・新里

2 月 午前 所得税申告 下江黒・中谷 館-------------------------------------
23 日 午後 II 上江黒・南大島

゜
贈
与
税
の
申

す豆
贈
与
税
の
申
告
は
、
贈
与
を
受
け
た

[
年
の
翌
年
の
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五

→
日
ま
で
で
す
。
贈
与
税
は
個
人
か
ら
平

国
成
五
年
中
に
六
十
万
円
を
超
え
る
財
産

輝
（
土
地
、
建
物
、
現
金
な
ど
）
を
も
ら
っ

午
た
人
に
か
か
る
税
金
で
、
平
成
五
年
中

コ
に
も
ら
っ
た
財
産
の
価
額
か
ら
基
礎
控

這
除
（
六
十
万
円
）
を
差
し
引
い
た
残
額

『
に
か
か
り
ま
す
。

ロ
な
お
、
住
宅
取
得
資
金
な
ど
の
贈
与

[
を
受
け
た
場
合
は
、
特
例
の
計
算
を
行

※
い
ま
す
。

告

①
事
業
を
し
て
い
る
人
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
平
成
五
年
中
の
所
得
金
額
の

合
計
額
が
、
基
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除

・
配
偶
者
特
別
控
除
・
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
。

②
一
般
の
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
、

平
成
五
年
分
の
給
与
収
入
金
額
が
一
、

五
0
0

万
円
を
超
え
る
人
や
、
ニ
カ
所

以
上
か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
、

年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た
人
。
給
与
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人
な

ど
で
す
。

ヽa:口

逗

付
申

告

所
得
税
、
村
・
票
民
税
、
譲
渡
所

得
の
申
告
期
問
は
2
月
1
6日
困
か
ら

3
月
1
5日
閲
ま
で
と
な
つ
て
い
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
昨
年
＿
年
間
の
所
得

を
申
告
す
る
だ
め
の
大
切
な
手
続
き

で
す
。
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

県
民
税
な
と
の

平
成
五
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

は
、
二
月
十
六
日
困
か
ら
三
月
十
五
日

因
ま
で
で
す
。
所
得
税
は
、
自
分
の
所

得
の
状
況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
皆

さ
ん
自
身
が
、
税
法
に
従
っ
て
自
分
の

所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し
、
期
限

内
に
申
告
、
納
税
す
る
と
い
う
「
申
告

納
税
制
度
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

蒼
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
事
業
者
の
平
成
五
年
分
の
消
費

税
確
定
申
告
と
納
税
は
、
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、

次
に
該
当
す
る
方
（
課
税
事
業
者
）
で

す
。

①
平
成
三
年
中
（
基
準
期
間
）
の
課
税

売
上
高
が
三
、
0
0
0

万
円
を
超
え
る

事
業
者
。

②
平
成
三
年
中
の
課
税
売
上
高
か
三
、

0
0
0

万
円
以
下
の
事
業
者
で
、
「
消
費

税
課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を
提
出

し
て
い
る
事
業
者
。

消
費
税
の
確
定
申
告
書
に
は
一
一
種
類

が
あ
り
、
課
税
売
上
高
が
四
億
円
以
下

の
課
税
事
業
者
で
、
消
費
税
簡
易
課
税

制
度
選
択
届
を
提
出
し
て
い
る
方
は
、
「
簡

易
課
税
用
」
を
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
「
一

般
用
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
確
定
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還

付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
は

2
月
1
6日
ー
3
月
1
5日

消
費
税
の
申
告
は

3

月
3
1
日
ま
で
に

確
定
申
告
は
お
早
め
に

所
得
税
、
村. 

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、

医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
、

雑
損
控
除
、
寄
付
金
控
除
な
ど
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職
し
、

そ
の
後
就
職
を
し
な
か
っ
た
た
め
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

③
公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
額
が
あ
り
、
生
命
保
険
料

控
除
、
損
害
保
険
料
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
の
あ
る
人
。

④
源
泉
徴
収
さ
れ
た
配
当
や
原
稿
料
な

ど
の
収
入
が
少
額
で
、
し
か
も
そ
の
ほ

か
の
所
得
も
あ
ま
り
多
く
な
い
人
。

⑤
予
定
納
税
を
し
て
い
た
が
、
確
定
申

告
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。

還
付
申
告
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
館

林
税
務
署
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
な
お

館
林
税
理
士
会
の
無
料
申
告
相
談
も
行

わ
れ
ま
す
。

譲
渡
所
得
の
確
定
申
告
は

2
月
1
6日
ー
3
月
1
5日

平
成
五
年
分
の
譲
渡
所
得
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
困
か
ら
三
月
十
五

日
因
ま
で
で
す
。
所
得
税
は
、
す
べ
て

の
所
得
を
合
計
し
て
計
算
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
譲
渡
所
得
の
う
ち
土
地
や

建
物
を
売
っ
た
と
き
の
所
得
は
、
他
の

所
得
と
区
分
し
て
税
金
を
計
算
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
売
っ
た
土

地
や
建
物
は
い
つ
か
ら
所
有
し
て
い
た

か
に
よ
っ
て
、
長
期
譲
渡
所
得
と
短
期

譲
渡
所
得
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
方
法
で
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

平成 6 年 2 月 10 日 (2) 



申
告
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る

よ
う
、
申
告
書
の
記
入
は
自
分
で
済
ま

せ
、
不
明
な
点
だ
け
を
尋
ね
る
よ
う
お

住
所
・
氏
名
な
と
は

あ
ら
か
じ
め
記
入
を

申
告
相
談
は
二
月
二
十
八
日
⑪
か
ら

始
ま
り
、
三
月
九
日
困
ま
で
申
告
相
談

日
程
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

各
会
場
に
は
、
役
場
税
務
課
の
職
員

か
出
向
き
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
な
お
、
申
告
相
談
期
日
以
外
は
役

場
税
務
課
で
受
け
付
け
し
ま
手
／0

い

っ
. 

申

告

相
談と

こ

では

村
・
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
六
年

一
月
一
日
現
在
、
本
村
に
住
ん
で
い
る

人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

や
、
給
与
所
得
の
み
の
人
で
勤
務
先
か

ら
役
場
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
た
人
以
外
の
人
は
、
村
・
県
民
税
の

申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

な
お
、
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
閲

ま
で
で
す
。

申
相
談
は

2
月
2
8日
か
ら
各
会
場
で

告

村
・
県
民
税
の
申
告

村・県民税申告相談日程

月日 時間 種 別 ニ彰ナ< 当 区 畠

2 月 午前 村・県民税申告 川俣・須賀
--------------- ------------------—•———- -

i 28 日 午後 II 大輪

3 月 午前 村憬民税申告 入ヶ谷・大佐貫
------ ---------------------------------------- 所

1 日 午後 ” 矢島

3 月 午前 村・県民税申告 千津井
--------------------- -------------------ｷ------

喜3 日 午後 " 斗合田・江口

3 月 午前 村・県民税申告 下江黒・田島 i ----------------------------------------

4 日 午後 ” 上江黒

3 月 午前 村・県民税申告 新里
----------------------------------------------

[ 8 日 午後 II 梅原

3 月 午前 村・県民税申告 中谷・南大島（七・八軒） 眉--------------- ｷ ------------------------
9 日 午後 ” 南大島（七·八軒以外）

※いずれも午前 9 時～正午、午後 1 時～ 4 時までです。

館
林
税
理
士
会
の

無
料
申
告
納
税
相
談

持
参
てだ
だ
く
も
の

ぃ

し

願
い
し
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
職
業
・

電
話
番
号
お
よ
び
扶
養
親
族
の
あ
る
人

は
、
家
族
の
氏
名
•
生
年
月
日
・
続
柄

な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
に
記
入

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

申
告
相
談
に
は
、
次
の
書
類
を
用
意

し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
告
書
•
印
鑑
•
生
命
保
険
料
お
よ

び
損
害
保
険
料
の
証
明
書
ま
た
は
領
収

書
。

②
給
与
・
年
金
収
入
の
あ
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
ま
た
は
勤
務
先
か
ら
の
給
与

支
払
報
告
書
。

③
営
業
•
そ
の
他
の
事
業
・
不
動
産
収

入
の
あ
る
人
は
、
収
支
明
細
書
。

④
土
地
な
ど
を
売
っ
た
人
は
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
買
取
り
等
の
証
明
書
。
仲

介
手
数
料
を
支
払
っ
た
人
は
そ
の
領
収

書
。

⑤
配
偶
者
特
別
控
除
の
適
用
を
受
け
る

人
で
、
配
偶
者
に
所
得
か
あ
る
場
合
は
、

配
偶
者
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
を

証
明
す
る
書
類
。

⑥
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、

医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書
。

⑦
障
害
者
の
人
は
、
障
害
手
帳
な
ど
。

⑧
学
生
の
人
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
。

館
林
税
理
士
会
で
は
、
無
料
で
申
告

納
税
相
談
を
次
の
予
定
で
行
い
ま
す
。

〇
日
時
1
1
2

月
1
6
日
困
＼
1
8
日
面

午
前
9
時
3
0
分
ー
午
後
4
時

圏
会
場
1
1

館
林
市
文
化
会
館

衡
相
談
内
容
1
1

白
色
営
庶
業
の
所
得
税

確
定
申
告
（
ハ
ガ
キ
に
よ
り
案
内
）

0
対
象
者
1
1

白
色
申
告
者
（
小
規
模
事

業
所
得
者
な
ど
）

村
税
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

村
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め

て
い
る
方
の
中
に
は
、
忙
し
い
時
な

ど
、
つ
い
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば

あ
な
た
の
預
金
日
座
か
ら
自
動
的
に
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
く
な
り
手
間
も
省
け
て
便
利
で
す
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
に
ご
使
用
の

印
鑑
と
口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
通
帳

村
税
の
納
入
は

便
利
な
口
座
振
替
で

を
持
参
の
う
え
明
和
村
口
座
振
替
金
融

機
関
（
J
A
館
林
市
佐
貰
支
所
、
同
梅

島
支
所
、
同
千
江
田
支
所
、
群
馬
銀
行

館
林
支
店
、
同
館
林
南
支
店
、
同
板
倉

支
店
、
同
館
林
西
支
店
、
同
明
和
支

店
、
足
利
銀
行
館
林
支
店
、
同
館
林
南

支
店
、
第
一
勧
業
銀
行
館
林
支
店
、
さ

く
ら
銀
行
館
林
支
店
、
東
和
銀
行
館
林

支
店
、
同
館
林
駅
前
支
店
、
館
林
信
用

金
庫
南
支
店
、
同
明
和
支
店
）
へ
「
預

金
口
座
振
替
申
出
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
金
納
税
者
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
裏

ナ

〈平成5年分農業所得の標準額決定(10アール当だり）〉

稲

作

普通畑．．．．．．．．．．

〔施設園芸・果樹・露地〕

キュウリ

円
円
0

0

 

0

0

 

6

1

 
9

9

 

7

2

 

8

4

 

.

.

 

.. . . . 

（加温）

• • 67,600円

収入金 X77%-577, 000円

—
フ
（無加温）

収入金 X82%-156,000円

ス （無加温）

収入金 X81%-292,000円

トマト （加温）

収入金 X 82%-577,000円

イチゴ（無加温）

収入金 X 81%-219,000円

その他野菜（ハウス）

収入金 X79%-148,000円

ナシ

収入金 X69%-72,000円

ブドウ

収入金 X73%-64, 000円

総合販売野菜

収入金 X79%-29,000円

〔養豚、養鶏、肥育牛〕

一貫飼育、肉用豚、繁殖豚、

1,000羽未満、 5,000羽未満、

和牛、乳牛については、いず

れも実査です。

(3) 平成 6 年 2 月 10 日



固定資産税

平成 6 年度は、t地・家屋の
評価替えの年です

評
価
額
は
上
昇
し
て
も

税
負
担
は
な
だ
ら
か
に

r
,
'
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9

ヽ
＇
ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
,

J

一
固
定
資
産
税
の
う
ち
、
土
地
・
家
屋
一

に
つ
い
て
は
三
年
ご
と
に
価
格
の
見
直
｛

し
を
図
る
評
価
替
え
が
行
わ
れ
て
い
ま
~

す
。
平
成
六
年
度
は
、
そ
の
評
価
替
え
｛

（
の
年
に
当
だ
り
ま
す
。

i
4つ
回
の
評
価
替
え
か
ら
、
土
地
（
宅
｛

如
）
の
評
価
は
、
地
価
公
示
価
格
の
七
~

割
程
度
を
目
標
に
、
評
価
の
均
衡
化
・
｛

逼
正
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
i

i
ま
だ
、
税
を
負
担
し
て
い
だ
だ
く
際
~

ら
に
、
総
合
的
ガ
つ
適
切
な
調
整
措
置
を
一

瓢
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
急
激
な
税
負
｛

ー
担
の
増
加
を
抑
制
い
だ
し
ま
す
。

r999999999999999999999999999‘ 

固
定
資
産
税
と
は

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
現

在
、
村
内
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産

（
事
業
用
の
大
型
機
械
装
置
な
ど
）
を
所

有
し
て
い
る
人
（
法
人
含
む
）
が
、
資

産
価
値
に
応
じ
て
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。

固
定
資
産
税
の
平
成
四
年
度
の
収
入

は
全
体
で
、
七
億
三
、
三
五
八
万
円
に

も
の
ほ
り
、
村
税
収
入
の
四
九
・
六
％

を
占
め
、
所
得
に
応
じ
て
納
め
て
い
た

だ
く
村
民
税
（
四
一
•
四
％
）
と
と
も

に
、
収
入
の
二
本
柱
と
し
て
、
村
が
行

う
い
ろ
い
ろ
な
村
づ
く
り
施
策
の
重
要

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
評
価
替
え
で
は
、
急
激
な
税

負
担
の
増
加
を
抑
え
る
た
め
に
土
地
（
宅

地
）
と
家
屋
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
調

整
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

土
地
（
宅
地
）
で
は

①
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

の
拡
充

0

一
般
住
宅
用
地
1
1

価
格
の
二
分
の
一

（
現
行
）
を
価
格
の
三
分
の
一
に
改
正

（
た
だ
し
、
一
定
面
積
ま
で
）

0
小
規
模
住
宅
用
地
（
二
0
0

面
ま
で
）
貧
血
は
、
血
液
中
の
血
色
素
量
が
不

1
1

価
格
の
四
分
の
一
（
現
行
）
を
六
足
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

分
の
一
に
改
正
血
色
素
は
、
酸
素
を
体
の
隅
々
ま
で

②
評
価
の
上
昇
割
合
の
高
い
宅
地
に
対
運
ぶ
働
き
を
し
ま
す
。

す
る
暫
定
的
な
課
税
標
準
の
特
例
措
酸
素
の
輸
送
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

置
の
導
入
な
い
と
、
頭
痛
、
動
悸
、
息
切
れ
、
疲

評
価
の
上
昇
割
合
の
高
い
宅
地
に
、
労
感
、
目
ま
い
、
食
欲
不
振
な
ど
の
症

評
価
の
上
昇
の
程
度
に
応
じ
て
、
価
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
特
に
妊
婦
の
貧

汀□9
]
いL
V
[i
t
>
`
]
ェD

し
た
。
＜
t

且

□

い
い
い
砕
口
こ

置
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
イ
＇
，

ぃ
[
[
ロ
ニ
戸

血
食
偏

ら
れ
ま
す
。

③
在
来
分
の
家
屋
（
既
に
課
税
さ
れ
て
貧
パ
‘
こ

い
る
家
屋
）
が
三
％
減
価
さ
れ
ま
す
。
夕
空
゜

以
上
の
よ
う
に
、
土
地
、
家
屋
を
合
ス
を
す

ン
食
＜

わ
せ
た
全
体
の
税
負
担
の
増
加
を
極
カ
イ
外
な

①
や
を

抑
え
た
も
の
と
な
り
ま
す
。

翫9

S 
④造血作用のある葉

酸（緑黄色野菜、レ

ノゞーなど）、 ビタミ

ン B 12 （のり、貝類

など）をとる。

②赤身の肉、魚、乳

製品など、良質のた

んぱく質をとる。

⑤鉄吸収を促進する

ビタミン C をとる。

着一

し 'I) こま

畜涵

⑥鉄製の調理器具を

使う。

一@ @ 

＠さ＠
言ょ言
言な畠
言ら言
言貧言
＠血＠
@ @ 

一

ハ
ロ
ー
健
康
⑱

血
は
、
未
熟
児
出
産
や
胎
児
の
発
育
不

良
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

貧
血
と
い
わ
れ
た
ら
、
ま
ず
食
事
内

容
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
鉄
分
、

動
物
性
蛋
白
質
、
ビ
タ
ミ
ン
C
、
ビ
タ

ミ
ン
恥
、
葉
酸
を
多
く
含
ん
だ
食
品
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

貧
血
は
金
欠
と
似
て
い
ま
す
。
朝
食

抜
き
、
加
工
食
品
へ
の
偏
り
、
気
軽
な

外
食
は
さ
け
、
規
則
正
し
い
生
活
で
毎

日
健
康
を
貯
え
ま
し
ょ
う
。

平成 6 年 2 月 10 日 (4) 



第
一
回
村
議
会
臨
時
会

平
成
六
年
第
一
回
村
議
会
臨
時
会
は
、

一
月
十
八
日
開
か
れ
、
一
議
案
（
村
長

提
出
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
広
場
整
備
事
業

(
Cゾ

ー
ン
）
海
洋
セ
ン
タ
ー
関
連
工
事
の
た

め
、
随
意
契
約
に
よ
り
、
九
、
七

0
ニ

万
六
千
円
（
消
費
税
含
む
）
で
荒
井
建

設
株
式
会
社
（
明
和
村
大
佐
貫
）
と
エ

事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

家
族
そ
ろ
っ

事
の
締
結
に

工

交
通
災
害

わ
ず
か
な
会
費
で
、
万
一
の
交
通
事

故
の
と
き
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
る
交
通

災
害
共
済
の
共
済
期
間
が
三
月
三
十
一

日
で
切
れ
ま
す
。
現
在
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
に
加
入
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
人
も
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
加
入
し
て
多
発
す
る
交
通
事
故
に
備

え
て
く
だ
さ
い
。

而
加
入
で
き
る
方

本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
、
ま
た
は
外
国
人
登
録
し
て

つ
い
て

宰
目

1

-

1

1

n

 

負
契
約

い
る
方
。

0
会
費一人

年
額
三
五
0
円
（
年
度
途
中
に

加
入
し
て
も
同
じ
で
す
）

0
対
象
と
な
る
交
通
事
故

道
路
上
で
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転

車
、
自
転
車
、
荷
車
、
テ
ー
ラ
ー
等
に

乗
っ
て
い
て
衝
突
し
た
り
、
転
落
し
た

事
故
、
ま
た
は
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
の

車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
し
た
事
故

卍
加
入
申
し
込
み
方
法

共

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台
帳
兼

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
会
費

を
添
え
て
二
月
十
八
日
ま
で
に
隣
組
長

さ
ん
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

二
月
二
十
一
日
以
後
の
申
し
込
み
は
直

接
役
場
総
務
課
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

圏
見
舞
金
請
求
期
限

事
故
発
生
か
ら
二
年
以
内
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

済

て
加
入
し
ま
し
ょ
う

共済見舞金

` 
傷害の程度 金額

1 死 亡 し た 場 合 600,000円

2 廃疾となったもの 300,000円

3 1 年以上の傷害 200,000円

4 6 ヶ月以上の傷害 100,000円

5 5 ヶ月以上の傷害 80,000円

6 4 ヶ月以上の傷害 60,000円

7 3 ヶ月以上の傷害 40,000円

8 2 ヶ月以上の傷害 30,000円

, 1 ヶ月以上の傷害 20,000円

10 1 週間以上1 ヶ月未満の傷害 10,000円

（通院実 H 数により算定します）

(5) 

第 14 回無事故無違反
コンクール最終結果表

交通安全運動の一環として、三市町村（館林・板倉・

明和）合同で実施されました第14回行政区別無事故無違

反コンクール（平成 5 年 1 月～ 12月）の結果がまとまり

ましたのでお知らせします。

（）は前回数字

交通事故種別 悪質違反行為
村 総

行政 事故率 死 重 軽 闊 酒酒 品速 価‘’’‘ 内 合

区名 (%) 亡 傷 傷 気酔 km度
免 順 順

事 事 事 霊 帯 冒 位 位
故 故 故 びい 許

件 件 件 件 件 件 件 10 51 
斗合田 70.89 4 2 (16) (96) 

5 23 
下江黒 45.07 3 1 (lo) (49) 

11 53 
上江黒 73.79 1 3 3 (7) (30) 

13 63 
千津井 79.55 1 3 4 3 (4) (24) 

1 8 
江 日 31. 35 7 3 (5) (25) 

3 14 
田 島 38.40 3 6 1 (8) (33) 

15 74 
南大島 88.40 1 7 12 7 (14) (89) 

4 21 
新里 42.75 2 5 5 4 

(13) (69) 

2 10 
中 父ロ 34.83 1 2 12 1 

(12) (53) 

7 30 
梅原 56.28 8 , 2 (15) (94) 

6 24 
} | | 俣 48.78 4 6 

(1) (10) 

12 61 
須賀 78.31 1 1 7 1 1 (2) (16) , 46 
大輪 66.30 7 8 3 (11 ) (52) 

14 64 
入ヶ谷 80.00 1 (3) (19) 

1 
16 100 

矢 島 146.34 3 4 7 7 (9) (42) 

8 37 
大佐貫 59.89 1 3 5 2 (6) (27) 

計
平均
2 8 55 94 37 2 1 

63.17 

平成 6 年 2 月 10 日



いし＼9干かし＼て

笑顔で完走
第15回新春村民マラソン大会

走
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
得
し
、

日
常
生
活
に
お
け
る
健
康
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
第
1
5
回
新
春
村
民
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
一
月
十
六
日
、
中
学
校
周
辺
か

ら
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺
に
会
場
を
移

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
老
若
男
女
―
―
­

百
人
余
り
が
、
十
三
部
門
に
分
か
れ
て
、

一
キ
ロ
か
ら
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

当
日
は
風
も
な
く
暖
冬
と
あ
っ
て
少

し
汗
ば
む
く
ら
い
の
絶
好
の
マ
ラ
ソ
ン

日
和
ー
。
会
場
、
沿
道
に
は
家
族
連
れ

か
出
て
、
選
手
に
熱
い
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

各部門の優勝者

上位入賞者
- ---

I 
◎小学生低学年女子 1 • 2 年1. 0km 1 位竹越大輔 18分58秒30 明中 3

~ 1 位吉田 奈央 4 分33秒20 西小 2 2 位恩田綾人 1911111115 明中 2
I 2 位久保口育美 4 II 38 II 15 東小 2 3 位 関本卓磨 19 11 15" 68 明中 l
I 

3 位柿沼智子 4 II 52 II 20 東小 2 ◎一般女子（高校生以上） 3.0km 
I ~ 

◎同上男子 1 位清水妙子 12分25秒51 館林商工

9
晨 1位吉氷知生 4 分19秒05 西小 2 2 位鈴木裕美子 13 II 36 II 07 館林商工

' 2 位小松原禎 4 " 19" 27 東小 2 3 位野村静子 13 II 45 II 19 館林商工

3 位沢浦究 4 " 28 11 48 西小 2 ◎一般男子（高校生以上）
I 

5.0km 

I ◎小学生中学年女子 3 • 4 年 1.5km 1 位篠原 勇吉 17分10秒21 中谷 I 

• 1 位富塚優香 6 分28秒49 西小 4 2 位岸 孝 18 11 00 11 04 館林商工

• 2 位立木久美子 6 II 29 II 35 西小 3 3 位野村友芳 18" 10" 16 館林商工
I 

3 位薗田さつき 6 II 53 II 21 西小 4 ◎壮年男子 (40歳以上） 3.0km 

畠 ◎同上男子 1 位 奈良原勇三郎11分04秒44 千津井
~ 1 位 田中 陽介 5 分48秒76 西小 4 2 位荒木博 1111191196 大佐貫
~ 

2 位立木将宏 5 II 56 II 85 西小 4 3 位梅津定一 11 II 35 II 09 新里
I 

I 

3 位奈良幸明 6 II 00 II 16 東小 4 ◎スポーツクラブ対抗個人戦 3.0km I 

◎小学生高学年女子 5 • 6 年 2.0km 1 位庄條英樹 10分49秒68 （株）大成

' 1 位 田口 友香 9 分00秒77 東小 5 2 位 関 邦夫 ll 11 48 II 45 ソフトテニス 1
元

さ走
2 位 田中 里枝 9 II 12 II 58 西小 5 3 位瀬下嘉彦 12 II 16 II 13 新里ソフト I 

3 位坂上智子 9 II 24 II 94 東小 5 ◎スポーツクラブ対抗団体戦 3.0km 

わで ◎同上男子 1 位 ソフトテニス協会 得点156点

ゃ 1 位杉山 弘卓 7 分36秒48 東小 6 2 位（株）大成 153点
' 

か
2位岩崎浩一 7 II 43 II 72 西小 6 3 位 テニスクラブ 131 点

3 位原日 哲 7 II 51 II 90 西小 5 ◎健康マラソン（タイムトライアル） 3.0km 

な ◎中学生女子 1 • 2 • 3 年 3.0km 1 位竹越千恵子 +3 秒38 JI I 俣 ' 

' 

汗 1 位鎌田さとみ 12分32秒52 明中 2 2 位橋本隆 +31177 矢島
' 

2 位堀口千恵子 13 II 56 II 53 明中 2 3 位清水一雄 +14 II 71 矢島

3 位神田聡子 13 11 57 11 76 明中 1 ※自分の所有タイムを申告しておき、そのタイム

◎中学生男子 1 • 2 • 3 年 5.0km 差を競う。 〔敬称略〕
I 

, 

平成 6 年 2 月 10 日 (6) 



スタート直後の健康マラソン参加者

- r ス（食生活西華↓i..L‘==

心 さ’\ l ヰ

沿道の応援も一段と 完走後のちびっ子たち

(7) 平成 6 年 2 月 10 日



上毛かるた大会熱戦のようす

ま
し
た
。
な
お
、
団
体
・
個
人
と
も
優

勝
者
は
郡
大
会
に
出
場
し
健
闘
し
た
結

果
、
中
学
生
の
部
男
子
個
人
戦
で
木
村

純
一
く
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

村
大
会
結
果

（
上
位
入
賞
者
）

〇
小
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

①
新
井
健
一
（
江
口
）
②
岬
沼
聖
（
大

佐
貰
）
③
砂
賀
隆
平
（
斗
合
田
）

〇
小
学
生
の
部
1
1

女
子
個
人
戦

①
野
中
千
夏
（
中
谷
）
②
古
橋
千
賀

子
（
須
賀
）
③
飯
塚
恵
（
江
日
）

〇
小
学
生
の
部
1
1

男
子
団
体
戦

①
千
津
井
（
橋
本
則
雄
、
杉
山
弘
卓
、

野
本
雄
也
、
立
岡
賢
持
）
②
下
江
黒
（
柿

沼
痔
和
、
中
村
健
一
、
荻
野
公
一
、
篠

原
宜
志
）
③
南
大
島
（
島
田
鉄
也
、
島

田
佳
計
、
森
尻
和
臣
）

〇
小
学
生
の
部
1
1

女
子
団
体
戦

①
大
輪
（
尾
花
恵
美
、
松
本
沙
織
、

田
口
訓
子
、
斉
藤
順
子
）
②
江
日
（
荒

井
美
佳
、
荒
井
一
二
和
、
荒
井
有
紀
子
、

柿
沼
涼
子
）
③
南
大
島
（
町
田
聡
子
、

小
林
碧
、
帆
足
真
希
、
坂
上
智
子
）

〇
中
学
生
の
部
1
1

男
子
個
人
戦

①
木
村
純
一
（
江
口
）
②
青
木
耕
作

（
須
賀
）
③
野
本
痔
久
（
千
津
井
）

〇
中
学
生
の
部
1
1

女
子
個
人
戦

①
荒
井
由
香
（
江
日
）
②
福
島
望
（
上

江
黒
）
③
森
尻
有
美
子
（
南
大
島
）

0
中
学
生
の
部
1
1

男
子
団
体
戦

①
千
津
井
（
酒
井
孝
悟
、
山
岸
正
幸
、

小
久
保
直
樹
、
小
久
保
智
広
）
②
矢
島

（
清
水
利
治
、
樽
見
昭
、
須
永
知
久
）
③

梅
原
（
江
森
野
歩
、
佐
藤
英
雄
、
福
田

和
之
、
吉
永
憲
明
）

0
中
学
生
の
部
1
1

女
子
団
体
戦

る、-~ー■------;.

表敬訪問した選手団の役員さんたち

際ものとめン・ 人ュ
交親二高訪グ韓今余アー
流善十校れ大国年りレ月
の試五三た会交でかス十
輪合人年もを流二役リ三
ををで生の館親十場ン日
広行‘かで林善三をグ‘
げい茨らす商ア回訪選韓
ま‘城中゜エマ目れ手国
し友県学選高チをま団釜
た情や二手校ユ迎し役山
゜を栃年団でアえた員市
深木生は開レる゜等ア
め県ま役くス日 十マ
国でで員たリ本 三チ

韓
国
釜
山
市
選
手
団

本
村
t
表
敬
訪
問

天までとどけ

どんど焼き

新
春
恒
例
の
上
毛
か
る
た
大
会
が
一

月
九
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
各

行
政
区
か
ら
選
ば
れ
た
小
・
中
学
生
二

百
四
十
人
余
り
が
区
の
期
待
を
担
っ
て

団
体
や
個
人
の
部
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち

か
競
技
を
通
し
て
親
睦
を
図
り
、
郷
土

群
馬
へ
の
知
識
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

村
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
が

主
催
し
、
今
年
で
二
十
七
回
目
と
な
り

戦
一
戦
に
歓
声
が
響
く

上
毛
か
る
た
大
会

①
江
口
（
村
上
由
佳
、
荒
井
妙
子
、

中
島
由
賀
、
高
橋
恵
）
②
新
里
（
中
里

仁
美
、
鎌
田
さ
と
み
、
小
平
智
子
）
③

上
江
黒
（
石
川
亜
沙
子
、
丸
山
ゆ
き
、

牛
久
保
恵
子
）
〔
敬
称
略
〕

矢
島
地
区
で
は
、

年
も
一
月
十
五
日
、

わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
い
て
今

ど
ん
ど
焼
き
か
行

当
日
は
午
前
中
強
風
か
吹
い
て
い
ま

し
た
か
夜
に
は
収
ま
り
、
高
さ
六
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
積
み
上
げ
ら
れ
た
わ
ら
の
回

り
に
は
、
お
正
月
で
使
っ
た
飾
り
や
古

だ
る
ま
な
ど
か
並
べ
ら
れ
、
午
後
六
時

三
十
分
に
火
か
入
り
、
今
年
の
無
病
息

災
な
ど
を
祈
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
百
人
余
り
に
酒
や

甘
酒
か
振
る
舞
わ
れ
、
体
を
温
め
な
か

ら
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。交n

 

} -.i 
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地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

i
f
ロ
ロ
r
r
l

出
初

防
火
意
識
の
徹
底
を
誓
う

館
林
地
区
消
防
組
合
の
出
初
め
式
か

一
月
九
日
、
館
林
市
三
の
丸
南
面
駐
車

場
で
行
わ
れ
、
明
和
村
、
館
林
市
な
ど

の
消
防
団
員
を
は
じ
め
、
消
防
署
員
、

市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
、
鳶
職
組
合
の

会
員
ら
約
九
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 式

斎藤村長から慶祝状を代理で受け取る仁一郎さん

--,.  -し 9

鳶職組合の「はしこ乗り」

` ‘` 

冨塚みやさん

明和消防団の分列行進

め

本
村
最
高
齢
者

冨
塚
み
や
さ
ん
百
歳

本
村
最
高
齢
者
の
冨
塚
み
や
さ
ん
（
中

谷
・
明
治
二
十
七
年
一
月
十
一
日
生
）

は
、
め
で
た
＜
満
一

0
0
歳
を
迎
え
ま

し
た
。

村
で
は
、
長
年
の
労
苦
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
、
村
民
こ
ぞ
っ
て
長
痔
を
お

祝
い
す
る
趣
旨
で
、
一
月
十
一
日
、
斎

藤
村
長
、
瀬
下
村
社
協
会
長
ら
が
冨
塚

さ
ん
宅
を
訪
問
し
、
慶
祝
状
や
記
念
品

を
贈
り
長
痔
を
祝
い
ま
し
た
。

組
合
管
理
者
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
、

館
林
鳶
職
組
合
に
よ
る
「
は
し
ご
乗
り
」

の
名
演
技
や
緑
町
一
丁
目
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
と
消
防
音
楽
隊
の
合
同
濱
奏
が
披

露
さ
れ
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
一
斉
放
水
で
は
、
黄
、

赤
、
緑
、
青
の
四
色
の
カ
ラ
］
放
水
か

行
わ
れ
、
見
学
者
か
ら
一
斉
に
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

式
終
了
後
参
加
者
全
員
で
市
内
を
パ

レ
ー
ド
し
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
訴
え

ま
し
た
。

マ
’
W
\
,

ヮ
．
ト

平
成
五
年
度
群
馬
県
青
年
農
業
士
に
本
村
か
ら
二
人
の
方
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
知
事
か
ら
、
人
格
識
見
と
も
に
優
れ
、
将
来
の
発
展
が

十
分
期
待
で
き
る
経
営
を
実
践
し
て
い
る
二
十
三
歳
か
ら
三
十
四
歳
未
満

の
模
範
と
な
る
優
良
な
青
年
農
業
者
に
与
え
ら
れ
る
名
誉
あ
る
称
号
で
す
。

小
磯
伸
二
さ
ん
（
南
大
島
）

も
—

l忍

口
言
口
了
1

塁
疇

／
ー
ー
ロ
ー
ロ
竺

ー
戸
ー
い
I
つ
5

―
―9
-
-
i
ー
戸
[

南
大
島
の
小
磯
伸
二
さ
ん

(
3
4歳）

は
、
施
設
野
菜
、
露
地
野
菜
と
水
稲
の

複
合
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

施
設
野
菜
は
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

(
1
5ア

ー
ル
）
・
抑
制
キ
ュ
ウ
リ

(
1
5アー
ル
）
、

露
地
野
菜
は
ハ
ク
サ
イ
と
ナ
ス
を
栽
培
、

野
菜
の
周
年
栽
培
に
よ
っ
て
、
土
地
の

高
度
利
用
を
は
か
り
、
所
得
の
安
定
化

と
労
働
の
平
準
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
雨
よ
け
栽
培
の
ハ
ウ
ス
面

積
を
拡
大
し
経
営
の
中
心
に
し
た
い
。

ま
た
、
単
位
当
た
り
収
量
の
増
大
と
品

質
の
向
上
に
よ
り
、
所
得
の
向
上
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

森
尻
富
雄
さ
ん
（
南
大
島
）

南
大
島
の
森
尻
富
雄
さ
ん

(
3
3歳）

は
、
果
樹
と
水
稲
・
麦
の
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。

果
樹
は
梨

(
4
0アー
ル
）
を
栽
培
゜

梨
は
赤
梨
か
主
体
で
早
生
種
か
ら
晩
生

種
ま
で
の
品
種
を
揃
え
て
直
売
・
直
送

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
袋
栽
培

や
長
果
枝
せ
ん
定
を
取
り
入
れ
、
経
営

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
‘
梨
の
面
積
を
1
0
1
2
0
ア
ー

ル
増
や
し
、
幸
水
の
簡
易
被
覆
栽
培
を

取
り
入
れ
て
、
所
得
を
向
上
さ
せ
経
営

の
安
定
と
労
力
の
軽
減
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

んさ尻森る吾――
―
I口を培栽梨て中の田ル梨

県
青
年
農
業
士
に
本
村
で
は
二
人
認
定

(9) 平成 6 年 2 月 10 日



完全週休 2 日制
館林厚生病院

館林厚生病院では平成 6 年 4 月 9

日の土曜日から完全週休 2 日制とな

り、毎週土曜日が休みとなります。

なお、これにより一週間の外米診

療日は、月～金曜日となります。

但し、休日・夜間の救急患者の診

療は今までどおり行います。

財務行政懇話会の開催
蒼日時＝ 2 月 22 日（火）

午後 1 時30分～ 3 時30分

0会場＝村中央公民館

0内容＝講演「財政の現状と課題」

〇講師＝関東財務局前橋財務事務所

長松田浩さん

※詳しくは、関東財務局前橋財務事

務所合0272(21)4491へお問い合わせ

ください。

カムバック
在宅の看護婦さん

県では、看護婦不足に対処するた

めに、保健婦、助産婦、看護婦、准

看護婦の資格を持っている方で、現

在家庭にいたり、資格を活用してい

ない方々にナースバンクヘの登録を

お願いしています。

登録されますと、就職相談、再教

育講習などが無料で受けられます。

登録を希望される方は、村保健セン

ター合（84)4686 までご連絡ください。

エイズ特別電話
専門相談日の開設

0期日＝ 3 月 1 日（火）～ 3 日（木）

圏時間＝午前 8 時30分～午後 9 時

このうち、午後 7 時から 9 時ま

では群大医学部の専門医師による

相談も受け付けます。

0その他＝匿名で受け付けますし、

プライバシーは守りますので安心

して相談ください。

0相談電話番号＝合0272(23)4911

※詳しくは、館林保健所合（72)3230

へお問い合わせください。

財形教育融資

雇用促進事業団

〇融資の対象となる費用

入学金、授業料、教科書代など

〇融資の対象となる教育施設

高校、短大、大学、専修学校など

[t]融資額＝財形貯蓄残高の 5 倍以内

で、その融資限度額は次のとおり

進学資金（初年度）…••… •300万円

修学資金 (2 年度目以降） 150万円

[t]融資条件

融資利率年5.22%

返済期間 8 年以内

[t]申込先＝財形教育融資業務取扱店

の掲示のある銀行等金融機関
※詳しくは、雇用促進事業団群馬雇

用促進センター合0272(35)6100へお

問い合わせください。

国民年金保険料は

控除の対象に

国民年金の保険料や国民年金基金
の掛け金は、社会保険料控除として

所得控除の対象となります。

控除対象となるのは、平成 5 年中

に納めた保険料と掛け金で、納め忘

れになっていた保険料を納めた場合

や、保険料の納付を免除されていた

期間をさかのは‘って納めた保険料も

含まれます。

また、ご家族のために納めた保険

料と掛け金についても控除の対象と

なります。

確定申告の際には、忘れずに手続

きしてください。

なお、昨年の保険料は、下記のと

おりです。

平成 5 年の国民年金保険料

月 1 定 1 ~ 3 月 9,700円

額 4 ~12 月 10,500円

額
付加保険料 400円

年 r疋」 額 123,600円

額 定額＋付加 128,400円

主任児童委員に

坂上行男さん

地域における子育て支援のために

は、最も身近な相談・支援者である

児童委員の役割が重要になっていま

す。しかし、児童委員は民生委員か

兼務し、その位置づけや活動内容は

明確になっていませんでした。この

ような背景のもと、平成 6 年 1 月か

ら主任児童委員か創設されました。

主任児童委員は特定区域を担当せず、

児童福祉に関する事項を専門的に担

当する委員として厚生大臣より委嘱

され、本村では、坂上行男さん (42

歳・中谷）か主任児童委員となりま

した。

くらし

の

情報・案内

定例相談
0ニニニ0ニニ＝ o===o 二＝＝ o===o===o===o===o===o===o;==o 二＝＝ 0

----—-----------------------------------------------国屡蝙藉渥輝灌繹翡I------------------
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◇日時＝ 3 月 10 日（杓

午前10時～午後 1 時

◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝森尻弁護士

◇受 付＝ 3 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。

三 2 三三一竺三三三 2 三三三ビ三＝三 2 ：：三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三＝＝ 2 ：：＝＝ビ＝＝

譴屁塁塁鷹言量置贔髯蒻Ill
：三 9 三三 59 三三三 9 三三 :9 三三三 2 三三三 9 三三三 2 三三三 9 三三三 2 三三三 2 三三三 2 三三＝ 0 二＝＝ 0

◇日時＝ 3 月 10 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 3 月 1 日（灼

午前 9 時30分～ 10時30分受

付

◇場所＝保健センター
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◇日時＝ 3 月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

季琴手詞匡手手琴手圭手手名＝主＝：芸名＝三

注II［閏蓋撃冨饂叫閏巖冑三＝三＿三＝三＿三＝三＿三荏—三；三＿三苓ー:寺-三詰—三；三＿三呑—三荏—三荏—三荏—
=-===-===-===-===-===-===—二＝＝—＝==-===—===-==- ---

◇日時＝ 3 月 3 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 2 月 10 日 (10) 



生徒募集（定時制課程）

隈立館林高等学校

奎応募資格

0学校教育法第47条の規定に基づき、

中学校若しくはこれに準ずる学校

を卒業した者

0平成 6 年 3 月中学校卒業見込みの

者

0学校教育法施行規則第63条の規定

に該当する者

圏募集人員＝普通科40人（男・女）

卍入学願書等受付期間

3 月 22 日（火）～ 23 日（水）

蒼学力検査および面接期日

3 月 25 日（金）

※詳しくは、県立館林高等学校~(72)

4307へお問い合わせください。

生徒募集

館林高等技術専門校

圏応募資格＝技能を身につけたい方

ならどなたでも応募できます。

〇受付期間＝随時（定員に達するまで）

圏募集科目・定員・期間

◎機械科…… 10人・ 1 年

◎板金科……20人・ 6 カ月

奎応募書類＝入校願書・健康診断書

衡授業料＝無料

圏選考方法＝面接試験

※詳しくは、県立館林高等技術専門

校合（72)0229へお問い合わせくださ

しヽ。

(11) 

安全な通行確保のだめ

大雪にグレーダーが

出動し除雪

1 月 28 日夜から 29 日午前中にかけ

ての大雪で前橋地方気象台は、平成

4 年 3 月以来、約 2 年ぶりに大雪注

意報を発令しました。

本村では、道路凍結防止など安全

な通行を確保するために、 28 日夜半

から 29 日早朝にかけて、荒井建設株

式会社と太平基礎工業株式会社のご

協力、ご支援によりまして、村内主

要道路を除雪することかできました。

両社には大変お世話になり、ありか

とうございました。

可
·i、、

ｷ- - -'  
グレーダーによる除雪作業のようす

水道工事は村の指定水道工事店で
水道の給水装置工事（新設・改造・修理）は、村指定水道工事店でなければ

工事をすることができませんので、工事をする時は必ず指定工事店に依頼して

ください。

なお、村指定水道工事店は下記のとおりです。

指定工事店名 所在地 争咤 話

富塚水道工業所 明和村大字矢島1417-1 84-3247 

松本水道設備 明和村大字大輪1821 84-2839 

石崎水道工業所 明和村大字矢島750-1 84-4147 

（有）金子水道設備 明和村大字入ケ谷257-1 84-2148 

島田設備工業所 明和村大字南大島1454 84-3282 

（株） 大 JI I 工 業 明和村大字千津井759 73-0721 

高 田 設 備 明和村大字江口805 84-3736 

天 笠 工 業 （株） 館林市富士見町8-25 72-4731 

（株） 神 寛 館林市松原2-6-26 74-2722 

寺 田 工 業 （株） 館林市本町1-8-49 73-2056 

館 東 水 道 館林市羽附町1636 72-2145 

※詳しくは役場建設課水道係までご連絡ください。fl84-3111

] 館林邑楽地区 館林地区 ※◎ 畠
千代田 赤冬i 人板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内科外科
にのは

休 なにみ ! る限一

小西医院川田（耳）医院 多々良診療所礫川堂医院 石山医院 館林地区と 場合が診療り 生病2 月 13 日
合 (86)226| 合 (72)3314 合 (72)3060 合 (74)0184 合 (82)0103 同じです。

日
あ時院

り間 — 
真中医院 川村医院 須田医院 永寿堂医院 橋本医院 館林地区と まは て

2 月 20 日
合（72) 1630 合(72) 1337 ff(72)0862 合（72)4469 合 (82) 1150 同じです。 ょ］ (72) 

3 
で 1 | 

当 横田（婦）医院 川田医院 神尾医院 海宝医院 館林地区と 小西医院 胃 9 4 

゜2 月 27 日 しで ‘--/ 

合 (72)0255 合 (72)3724 ff (75) 1288 合(74)0811 同じです。 合 (86)2261
てで が
かす 担

浜野病院 小倉医院 ゆたか医院 慶友病院 井上医院 館林地区と
ら゜ 当

呑ロ戸ジZ, し

番
3 月 6 日

合 (88)5678 ft(72)0606 合（73)7308 合（72)6000 合 (82) 1131 同じです。 ま
し す
て ゜

白沢医院 大神医院 後藤（内）医院 岡田医院 増田医院 竹越医院 < 内
3 月 13 日 だ 科

合 (72) 1600 ff(62)2200 合（72)0134 合（72)3163 合 (82)2255 合 (84)3137 さ

医 し‘ 汀゜
落合医院 川田（耳）医院 記念病院 新橋病院 石山医院 館林地区と

3 月 20 日
合（72)3160 合 (72)3314 合 (72)3155 合(75)3011 合 (82)0103 同じです。

産
婦

平成 6 年 2 月 10 日
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口

王
（アイドル）

新生クラフ⑱

代表野中民江

こ
が
ら
め

夕
日
さ
す
太
陽
風
呂
の
斜
面
に
子
雀
二

ぉ

羽
バ
ッ
ク
滑
り
を
繰
り
返
し
居
り

奈
良
照
子

大
き
房
に
ひ
し
め
く
巨
峰
の
黒
き
粒
化

粧
の
如
き
白
き
粉
を
噴
＜

野
本
み
ね
子

、＝

逃

富
士
支
部

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

文

蕃

村の人口と世帯
2月 1 日現在

世帯数 3,063戸

人口総数 I I, 300人

男 5,689人・女 5,61 I 人

(1 月中の動き）

出生 4 人・死亡 8 人

転入 34人・転出 32人

1 月の救急車出動回数
●交通事故 8 件

●急病 10 件

•その他 I 件

●計 19 件

豆叫三互こ芝⑨⑤

私
た
ち
の
新
生
ク
ラ
ブ
は
昭
和
五
十

四
年
に
発
足
し
、
細
く
長
く
、
健
康
と

美
容
、
そ
し
て
親
睦
を
兼
ね
た
バ
レ
ー

泉
田
政
子

ホ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。
今
で
は
年
齢
層

も
幅
広
く
、
十
八
歳
の
学
生
か
ら
五
十

六
歳
の
マ
マ
さ
ん
た
ち
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
二
十
八
人
の
会
員
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

全
日
本
の
バ
レ
ー
ホ
ー
ル
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ
ん
か
、
村
の
大
会
に
は
フ

ル
出
場
し
‘
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
明
る
＜
楽
し
く
を
モ

ッ
ト
ー
に
月
四
回
の
練
習
に
フ
ァ
イ
ト

を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
社
会
の
現
代
、
こ
の
ク
ラ

フ
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
み
ま
せ

ん
か
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
奉
仕
活

動
な
ど
さ
ま
さ
ま
な
行
事
も
盛
り
だ
＜

さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
遊
び
に
来

て
み
ま
せ
ん
か
。
全
員
で
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

稲
刈
日
和
の
タ
ベ
傾
む
く
日
差
し
追
い

コ
ン
バ
イ
ン
の
速
度
早
む
る原

口
芙
津
子

あ
さ
ひ
さ
ヵ
ん
し
リ

朝
陽
射
す
広
き
刈
田
に
舞
い
降
り
て
冠

ば
と鳩

の
落
ち
穂
を
拾
う

年
王
の
袋
手
に
持
ち
孫
達
は
ジ
ャ
ン
ケ

ン
し
て
は
石
蹴
り
は
し
ゃ
ぎ原

日

あ
ら
い
ば
き
し

ぎ
し
ぎ
し
と
洗
場
軋
む
仮
風
呂
に
中
一

孫
と
背
合
せ
脱
衣
す

文
江

幅
田
初
江

編
集
後
記

原柴小田江佐須栗藤
ロ崎松中原藤永原井氏
原九

房よ森勇十賣國せ幸名
二う司次九夫男き雄

97 71 51 69 70 63 62 82 69 畠

忠丑美敏よフ利牛 世
太智し 猛帯

男郎子男ゑサ之ー 主

国
民
年
金
保
険
料
と
水
道
料
金
の
納

入
月
で
す
。
納
期
限
は
2
8
日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

昔
は
多
く
見
掛
け
ら
れ
た
「
ど
ん
ど

焼
き
」
も
、
今
で
は
珍
し
く
な
り
ま
し

た
。
矢
島
地
区
で
は
昨
年
に
引
き
続
き

寒
風
の
中
、
六
十
ア
ー
ル
の
わ
ら
か
高

さ
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
積
み
上
げ
ら
れ
、

点
火
さ
れ
て
、
一
年
間
の
無
病
息
災
を

祈
り
ま
し
た
。
⑳

ー
あ
く
や
み

新
井

長
女

吉
羽

二
男

岡
戸

長
男

鯉
沼 氏

彩＄大召凌］零！＼名
果ヵ·輔］太 Iこ奈'_

父
母
名
続
柄

利
行
正
代保

直
美

君
夫
み
ゆ
き

l

マ
ーt
 

桂
矛

長
女

封1

あ
め
で
だ
—

大下中矢大梅南南梅地薮 新南新大
江 大大 大佐

輪黒谷島輪原島島原区嘉 里島里貫区
后％昂％ % ％属½ %8「悶ー兄厄兄％闘

※褐載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。

（
敬
称
略
）

平成 6 年 2 月 10 日 (12) 
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役場窓口

国

役
場
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
向
上
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進

す
る
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
行
政
機
構

が
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

改
正
の
内
容
は
、
都
市
計
画
を
推
進

す
る
た
め
、
今
ま
で
の
「
企
画
開
発
課
」

を
「
企
画
課
」
と
「
都
市
開
発
課
」
に

分
離
し
、
企
画
課
は
新
設
の
企
画
調
整

係
（
元
企
画
開
発
係
の
一
部
）
と
広
報

係
（
総
務
課
か
ら
移
行
）
の
2
係
に
な

り
ま
す
。
新
設
の
都
市
開
発
課
は
現
行

の
都
市
計
画
係
と
新
設
の
開
発
係
（
元

企
画
開
発
係
の
一
部
）
の
2
係
が
置
か

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
祉
の
政
策
充
実
の
た
め
、

今
ま
で
の
「
住
民
課
」
を
「
住
民
課
」

と
「
福
祉
課
」
に
分
離
し
、
住
民
課
は
、

現
行
の
住
民
係
と
新
設
の
保
険
年
金
係

の
2
係
に
な
り
ま
す
。
新
設
の
福
祉
課

は
、
現
行
の
福
祉
係
を
高
齢
福
祉
係
と

桐
―

9

2
係
に
な
り

児
童
福
祉
係
に
分
離
し
、

ま
す
。

ま
た
、
「
保
健
課
」
は
名
称
を
改
め
「
環

境
保
健
課
」
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
係
名
は
、
現
行
の
保
健
衛
生
係

を
健
康
指
導
係
と
環
境
保
全
係
に
分
離

し
、
国
民
健
康
保
険
係
は
住
民
課
保
険

年
金
係
に
名
称
を
改
め
、
移
行
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
総
務
課
庶
務
財
政
係
が

庶
務
行
政
係
に
名
称
を
改
め
、
そ
し
て
、

庶
務
財
政
係
の
一
部
と
消
防
交
通
係
が

統
合
し
、
財
政
交
通
係
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
税
務
課
第
一
係
が
住
民
税
係
に
、

第
二
係
が
固
定
資
産
税
係
に
名
称
を
改

め
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
明
和
海
洋
セ
ン

タ
ー
は
、
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
（
社

会
体
育
館
内
）
が
担
当
と
な
り
ま
す
。

以
上
が
変
更
に
な
る
内
容
で
す
。
事

務
室
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
次
号
以
降

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

. 

一

部
変
わ
り
ま
す

4
月
か
ら
役
場
の
機
構
が

役場庁舎

平成 6 年 3 月 10 日 (2) 



役場の機構図
（平成6年4月現在）

選挙管理委員会・監査委員
公平委員会

□ • • •新設・移行・
名称等改め

箇所

総務課

税務課

企画課

住民課

福祉課

環境保健課

経済課

建設課

都市開発課

議会事務局

事務局

（中央公民館内）

庶務行政係

財政交通係

住民税係

固定資産税係

企画調整係

広 報 係

住 民 係

保険年金係

高齢福祉係

児童福祉係

健康指導係

環境保全係

農 政 係

商 工 係

竿巨 理 係

工 務 係

水 道 係

都市計画係

開 発 係

出 納 係

事 務 局

総 務 係

学校教育係

社会教育係

社会体育係
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学校

社会体育館

平成 6 年 3 月 10 日



国民年金

こんなとき
こんな手続きを

加
（第 1 号被保険者）

塁：

[ 塁

入 の

国民年金の保険料は月額11,100 

円です (H 6. 4 月より）

• 
農業・漁業・自営業
者・学生等
(20歳以上60歳未満の人）

第 1 号被保険者

種類は

（第2号被保険者）

公サ

] 

会
社
員
と
結
婚
し
扶
養

さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
だ

夫
が
就
職
し
扶
養

さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
だ

国民年金の保険料は厚生年金

などの保険料に含まれます

• 

厚生年金や共済組合
に加入している人

第巳号被保険者

会
社
を
退
職
し
会
社
員
の
夫

に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
だ

会
社
を
退
職
し
自
営
業

の
人
と
結
婚
し
だ

会
社
を
退
職
し
自
営
業

ま
だ
は
無
職
に
な
つ
だ

3
 

つ

（第3号被保険者）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

国民年金の保険料を

納める必要はありません

易

第 2号被保険者に扶
養されている配偶者
(20歳以上60歳未満の人）

第3号被保険者

三
月
、
四
月
は
卒
業
・
入
学
、
退
職

・
就
職
な
ど
一
年
の
う
ち
で
最
も
変
更

の
多
い
時
期
で
す
。
加
入
の
種
類
が
変

わ
っ
た
ら
お
早
め
に
届
け
出
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

遇
職
し
た
場
合

退
職
し
て
職
場
の
年
金
制
度
の
加
入

者
で
な
く
な
る
と
、
第
二
号
被
保
険
者

か
ら
第
一
号
被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

夫
の
扶
養
か
ら
は
す
れ
だ

会
社
に
就
職
し
だ

会
社
に
就
職
し
だ

夫
が
退
職
し
自
営
業

ま
だ
は
無
職
に
な
つ
だ

就
職
し
た
場
合

国
民
年
金
の
み
に
加
入
し
て
い
た
方

種
• 

第3号被保険者

別↓変
第巳号被保険者

更
ペア

第 1 号被保険者

が
就
職
し
た
場
合
は
、
国
民
年
金
の
種

別
が
、
第
一
号
被
保
険
者
か
ら
第
二
号

被
保
険
者
に
変
わ
り
ま
す
。

結
婚
し
た
と
き

第
一
号
被
保
険
者
が
結
婚
し
た
と
き
、

ご
主
人
が
職
場
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
て
、
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
と
な
っ

平
成
六
年
四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
一
―
‘
1
0
0
円
に
な
り

ま
す
。
四
月
に
一
年
分
ま
と
め
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
割
引

き
さ
れ
ま
す
。

、
1
4

~ 月4
 

年6
 

成平
r
‘
,
'上

額付納料険保太
田
社
会
保
険
事
務
所

四
月
一
日
オ
ー
プ
ン

平
成
六
年
四
月
一
日
よ
り
太
田
社
会

保
険
事
務
所
が
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
健
康
保
険
の
各
種
手
続

き
や
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
各
種
請

求
書
の
受
付
、
年
金
相
談
な
ど
で
す
。

圏
所
在
地

太
田
市
小
舞
木
町
二
六
二

圏
電
話
番
号
1
1

四
九
ー
三
七
―
―

※
詳
し
く
は
、
県
庁
国
民
年
金
課

6
0

2
7
2

闘
1
1
1
1

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

区分 定額保険料 付加保険料

1 か月 11,100円 11,500円

1 年 133,200 138,000 
（平成6./f-4 月～7年3月）

1 年前納 129,990 134,670 
（平成呼4月～7年3月）

割引額 3,210 3,330 

保
険
料
四
月
か
ら

月
額
一
＿
‘
1
0
0円
に

た
と
き
に
は
、
第
三
号
被
保
険
者
に
変

わ
り
ま
す
。

平成 6 年 3 月 10 日 (4) 



住民票なとの交付手数料
平成6年4月より
200円から300円に改正

＿
回
村
議
会

時
会

第
二
回
村
議
会
臨
時
会
は
、
二
月
一
―

十
八
日
（
会
期
一
日
）
開
か
れ
、
二
議

臨第

手
数
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

案
（
村
長
提
出
）
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

4
月
か
ら
住
民
票
お
よ
び
戸
籍
の
附

票
の
写
し
の
交
付
手
数
料
並
び
に
公
簿
、

公
文
書
の
謄
本
、
抄
本
の
交
付
手
数
料

等
が
2
0
0

円
か
ら
3
0
0

円
に
改
正

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
昭

和
5
9
年
4
月
改
正
以
来
1
0
年
間
据
え
置

き
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
国
の
戸

籍
手
数
料
が
平
成
5
年
1
月
改
正
に
な

っ
た
こ
と
や
、
経
済
事
情
の
変
動
に
よ

り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

平
成
五
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
に
歳
入
、
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
二
八
、
0
0
0

千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
四
一
億
三
0
、
八
八
五
千
円
に

し
ま
し
た
。

【
歳
入
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◎
国
庫
支
出
金
…
二
六
、
五

0
0
千
円

（
一
億
四
七
、
五
二
三
千
円
）

◎
繰
入
金
…
二
五
、
0
0
0

千
円
減
額

（
五
億
六
三
、
五
九
一
千
円
）

0
村
債
…
二
六
、
五
0
0

千
円
（
二
億

五
三
、
二
0
0

千
円
）

【
歳
出
】
※
（
）
は
補
正
後
の
総
額

◎
土
木
費
…
二
八
、

0
0
0

千
円
（
一

五
億
八
五
、
四
八
八
千
円
）

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
恩

給
欠
格
者
（
外
地
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、

加
算
を
含
め
た
在
職
年
3

年
以
上
の
方
）

に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
・
銀
杯

な
ど
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
引
揚
者
（
先
の
大
戦

の
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
の
う
ち
、
昭
和

四
十
二
年
法
律
第
百
十
四
号
に
よ
る
特

別
交
付
金
を
受
け
た
方
）
に
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
お
り
ま

す
。現

在
ま
で
に
多
く
の
方
々
か
ら
請
求

を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
未
請
求

の
方
は
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
〒

1
1
2東
京
都
文
京
区

恩
結
欠
格
者
・
引
揚
者

の
皆
さ
ん
へ

B
&
G

財
団
で
は
、
「
少
年
の
船
」
海

外
体
験
航
海
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

圏
期
日
1
1

平
成
6
年
7

月
2
8
日
困1
8

月

5
日
⑥

圏
渡
航
先
1
1

グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン

亜
参
加
対
象
者
1
1

村
内
の
中
学
生
お
よ

び
高
校
生
（
男
女
）

0
参
加
費
1
1
1
4
8
,
0
0
0

円

圏
募
集
人
数
1
1
2

人

屯
申
込
期
限
1
1
4

月
1
0
日
⑪

圏
申
込
先
1
1

社
会
体
育
館

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

B
&
G

財
団
少
年
の
船

一
県
立
桐
生
女
子
高
等
学
校
に
は
通
信

制
の
課
程
が
あ
り
、
男
女
共
学
の
普
通

科
で
年
齢
に
関
係
な
く
入
学
で
き
ま
す
。

な
お
、
募
集
要
項
な
ど
は
、
次
の
通
り

で
す
。

奎
入
学
願
書
受
付
期
間

0
平
成
6
年
3
月
2
日
困
か
ら
4
月
1

日
⑥
ま
で

衡
出
願
資
格

0
新
入
学
1
1

中
学
校
を
卒
業
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
者

〇
転
入
学
1
1

高
校
（
全
日
制
・
定
時
制

・
通
信
制
）
に
在
籍
の
者

0
編
入
学
1
1

高
校
（
全
日
制
・
定
時
制

・
通
信
制
）
中
途
退
学
者
。
た
だ
し
、

一
学
年
の
中
途
で
退
学
し
た
者
は
新

入
学
と
す
る
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
県
立
桐
生
女
子
高

等
学
校
通
信
制
6
0
2
7
7
⑫
2
1
8

2
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

N
H
K

学
園
で
は
、
全
国
ど
こ
に
い

て
も
入
学
で
き
る
高
校
の
生
徒
と
専
攻

科
、
な
ら
び
に
生
涯
学
習
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
募
集

N
H
K

学
園
通
信
教
育

通
信
教
育
で

高
校
卒
業
資
格
を

大
塚
五
ー
三
ー
一
三
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
業
務
第
一
課
6
0
3
(
3
9

4
5
)
4
7
0
4

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

＊
日
時
1
1
4

月
1
4
日
午
前
1
0
時
1

正
午

＊
場
所
1
1

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑
楽
町
）

®
募
集
人
員
1
1
3
5
人

圏
そ
の
他
1
1

雨
天
決
行
、
参
加
費
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

6
⑱

7
1
8
8

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

県
緑
化
セ
ン
タ
—

圏
高
校
普
通
科
（
通
信
教
育
）

三
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が
取

得
で
き
ま
す
。

〇
申
込
受
付
期
間
2
月
1
日
か
ら
4

月

1
5日
ま
で

0
高
校
選
科
生
（
通
信
教
育
）

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位
が

取
得
で
き
ま
す
。

〇
申
込
受
付
期
間
2
月
1
日
か
ら
4

月

1
5日
ま
で

衡
高
校
専
攻
科
（
社
会
福
祉
コ
ー
ス
）

二
年
間
の
学
習
で
「
N
H
K

学
園

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
認
定
資
格

が
得
ら
れ
ま
す
。

〇
申
込
受
付
期
間
2
月
1
日
か
ら
4

月
5
日
ま
で

奎
生
涯
学
習
講
座
（
通
信
講
座
）

教
養
と
趣
味
を
深
め
る
た
め
の
書

道
、
俳
句
、
写
真
や
資
格
講
座
な
ど

7
2
講
座
で
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
。

〇
申
込
受
付
期
間
2
月
1
日
か
ら
4

月
3
0
日
ま
で

※
詳
し
く
は
、
〒
1
8
6
|
0
1
国
立
市
富

士
見
台

N
H
K

学
園
8
E
l
l係
6
0

4
2
5

⑰
3
1
5
1

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

(5) 平成 6 年 3 月 10 日



二
月
、
各
保
育
園
（
東
・
中
央
・
西
）

の
「
お
ゆ
う
ぎ
会
」
が
中
央
公
民
館
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
ゆ
う
ぎ
会
は
、
園
児
の
一
年

間
の
成
長
ぶ
り
を
披
露
す
る
も
の
で
、

例
年
こ
の
時
期
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

当
日
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
た
ち

は
、
わ
が
子
の
姿
を
ビ
デ
オ
や
カ
メ
ラ

に
収
め
た
り
、
演
技
す
る
た
び
に
盛
大

な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
る
十
五
人
余
り
の
人
た
ち

や
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
三
十
人
余
り

が
招
待
を
受
け
、
か
わ
い
い
し
ぐ
さ
で

演
技
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
盛
ん
な

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
保
護
者
会
役
員
、
職
員
の
出

し
物
も
披
露
さ
れ
ま
し
。

一.t 児園育保東
ー
ズ

ー
ポィてつわ冬ヽ

斎ヵ技演

園
児
の
成
長
こ
感
激
慄
青
園

こロ思い思いのポーズで演じている…中央保育園児

祠
q
目
i
-

^ 
J

C-

三～—．^---..、9 - ]~.. [ --·..、ヘー～--一、，．．

元気いっぱい演技している…西保育園児

ロックンロールでリズムに乗っている・・東保育園児

平成 6 年 3 月 10 日 (6) 



神秘的な衣装で…中央保育園児

名演技を披露している…東保育園児

l ¥; 
ナイチンゲールをかわいく演技している•••東保育園児

リズミカルに演じている…西保育園児 精いっぱい演技を披露している•••中央保育園児

(7) 平成 6 年 3 月 10 B 



立春 式
157人が

決意を新たに

お礼のことばを述べる樽見君

巴
一
蕊
冒
＿2白
目
国
一

二
月
四
日
、
「
立
志
、
自
覚
、
健
康
」

を
心
に
刻
み
、
理
想
を
高
く
掲
げ
て
飛

躍
す
る
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
ほ
し
い
と
、

中
央
公
民
館
で
立
春
式
が
開
か
れ
、
対

象
の
中
学
二
年
生
一
五
七
人
は
義
務
教

育
最
後
の
学
年
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

式
は
ま
ず
、
瀬
下
教
育
委
員
長
の
開

式
の
辞
で
始
ま
り
、
本
澤
晃
一
君
の
指

揮
、
中
里
仁
美
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に

よ
る
「
国
歌
」
を
出
席
者
全
員
で
斉
唱
、

次
に
野
木
村
教
育
長
が
式
辞
を
述
べ
た

後
、
対
象
者
代
表
に
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

村
長
、
館
林
警
察
署
長
、
村
議
会
議

長
ら
米
賓
が
多
数
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ

「
次
代
の
社
会
を
担
う
も
の
と
し
て
誇
り

と
責
任
を
自
覚
し
、
薙
か
し
い
未
米
を

自
ら
ひ
ら
き
、
希
望
に
満
ち
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
る
と
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
三
年
生
を
代
表
し
て
中
村

恭
也
君
が
「
激
励
の
こ
と
ば
」
を
、
対

長
し
て
二
年
生
を
代
表
し
て
樽
見

木
．
が
「
お
礼
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、

藤斎
終
了
し
ま
し
た
。

る
式
終
了
後
、
丸
山
幸
男
さ
ん
（
本
村

ヘ述
出
身
弁
護
士
）
を
招
き
「
ほ
く
ら
の
少

を辛
年
時
代
と
い
ま
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

舌祝
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
君

式
は

2年生代表
樽見昭君

激
励
の
こ
と
ば

立
春
式
を
迎
え
た
二
年
生
の
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
人
へ
の

第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
皆
さ
ん
の
心
の

中
は
、
新
た
な
決
意
で
い
っ
ぱ
い
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

あ
礼
の
こ
と
ば

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
立
派
な
立
春
式
を
開
い
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
村
長
さ
ん
を
始
め
ご
来
賓

の
方
々
に
は
お
忙
し
い
中
、
こ
出
席
い

た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
生
徒
一
同
を
代
表
し
て
心
か
ら

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
十
四
年
間
で
身
体
は

大
き
く
成
長
し
ま
し
た
が
、
心
の
中
は

ま
だ
幼
く
両
親
や
先
生
方
、
そ
し
て
周

り
の
方
々
を
頼
っ
て
い
る
ば
か
り
で
、

3年生代表
中村恭也君

こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
か
中
学
校
最

高
学
年
と
し
て
下
級
生
を
リ
ー
ド
し
、

勉
強
に
部
活
動
に
悔
い
の
残
ら
ぬ
よ
う

に
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
残
り
一
年
余
り
の
義
務
教

育
で
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を

し
た
ら
よ
い
か
考
え
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
進
路
選

択
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
様
々
な
問
題

や
悩
み
が
生
じ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
、
一
っ

ひ
と
つ
乗
り
越
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
は
ま
だ
何
も
満
足
に
成
し
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
立
春
式
を
迎
え
た
今
、
多

く
の
方
々
の
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉

を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
、
新
た
な
気

持
ち
で
私
た
ち
の
将
来
に
向
か
っ
て
、

一
歩
ず
つ
確
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ

か
ら
私
た
ち
が
果
た
し
て
い
か
な
け
れ

は
な
ら
な
い
責
任
や
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
特
性
を
活
か
し
て
社
会
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
精
一
杯
の
努

力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ど
ん
な
困
難
に
も
耐
え
、
乗

り
越
え
ら
れ
る
だ
け
の
強
い
精
神
力
と

体
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
未
熟
で
至
ら
な
い
所
が
多

い
私
た
ち
で
す
が
今
後
と
も
温
か
い
ご

指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成 6 年 3 月 10 日 (8) 
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村
体
育
協
会
で
は
、
一
層
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
図
る
た
め
表
彰
規
定
を
定
め

該
当
者
を
表
彰
い
た
し
ま
す
。

該
当
者
は
、
社
会
体
育
館
へ
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

表
〔
競
技
優
秀
者
〕

圏
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
に
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県
記

録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上
に
出

場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
。

蒼
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上
で

優
秀
な
成
績
（
関
東
プ
ロ
ッ
ク
大
会
三

位
以
内
、
全
国
大
会
六
位
以
内
）
を
収

め
た
者
。

衡
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、

人
と
み
な
し
ま
す
。

土1
早ノ

規
団
体
を
個

定

体
育
功
労
者
を

表
彰
い
た
し
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
を

劇
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の
四
月

一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
末
日
ま
で
と
し

ま
す
。

〔
功
労
者
表
彰
〕

圏
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者
。

圏
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者
。

た
だ
し
、
五
十
歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

圏
村
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者
。

〔
感
謝
状
〕

多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
、
理
事
。

〔
特
別
賞
〕

そ
の
年
の
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三

月
末
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア

大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日
本
代

表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者
。

こ
れ
等
の
褒
賞
を
受
け
る
際
は
、
い

ず
れ
も
村
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の
各

種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
村
内
の
各

学
校
長
の
推
せ
ん
が
必
要
と
な
り
、
選

考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
・
正
副
理

事
長
お
よ
び
指
導
部
正
副
部
長
で
構
成
）

で
決
定
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
社
会
体

育
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
根
川
総
合
運
動
場
、
社
会
体
育
館
、

小
・
中
学
校
の
校
庭
を
利
用
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
が
必
要
で
す
。
こ

れ
等
の
施
設
を
、
皆
様
に
公
平
円
滑
に

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
代
表
者
会
議

を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
出
席

し
て
く
だ
さ
い
。

④
日
時
1
1
3

月
2
0
日
⑪
午
後
7

時

④
会
場
1
1

中
央
公
民
館
第
2
会
議
室

①
対
象
1
1
1
0
人
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人
の
監
督
者

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
コ
—
卜
利
用
者
は

忘
れ
す
に
登
録
を

利
根
川
総
合
運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

を
現
在
登
録
利
用
し
て
い
る
方
で
、
4

月
以
降
続
け
て
利
用
し
た
い
方
は
更
新
厚
生
省
の
国
民
栄
養
調
査
に
よ
る
と

手
続
き
を
、
ま
た
、
新
規
利
用
者
も
登
”
飽
食
時
代
“
を
生
き
る
現
代
人
は
、
ほ

録
し
て
く
だ
さ
い
。
と
ん
ど
の
栄
養
素
に
つ
い
て
、
お
お
む

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お
問
い
ね
必
要
量
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
中
で
た
だ
―
つ
不
足
し
て
い
る
の
か
カ

レ
シ
ウ
ム
で
す
。
丈
夫
な
骨
を
作
り
、

第
9

回
協
会
杯
争
奪
~
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ま

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
た
精
神
の
イ
ラ
イ
ラ
を
お
さ
え
る
た
め

に
も
、
欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で
す
か
ら
、

▽
優
勝
1
1
キ
ャ
ッ
ツ
愛
▽
準
優
勝
1
1
十
分
補
給
し
た
い
も
の
で
す
。
逆
に
脂

リ
リ
ー
ズ
▽
三
位
1
1

ム
ー
ン
・
明
和
ク
肪
と
食
塩
は
と
り
す
ぎ
。
い
ず
れ
も
、

ラ
ブ

ムチ愛キ勝優

栄養素なとの摂取量と栄養所要
量との比較 （平均栄養所要量＝ 100)

ビタミンC

ピタミンB2

ピタミンB1

ビタミンA
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ハ
ロ
ー
健
康
⑭

も
っ
と
ひ
か
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
も
っ
と
と
る
、
脂
肪

は
と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
、
そ
し
て
し

っ
か
り
減
塩
す
る
、
と
い
う
現
代
人
の

3

つ
の
課
題
を
ま
と
め
て
標
語
化
し
た

の
が
「
増
や
そ
う
C
a、減
ら
脂
N
a
さ
い
」

と
い
う
わ
け
で
す
。
食
生
活
改
善
の
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手
に
と
る
コ
ッ

①
カ
ル
シ
ウ
ム
を
効
率
よ
く
と
る
に
は
、

牛
乳
や
乳
製
品
が
一
番
。
牛
乳
は
一

日
一
本
以
上
飲
む
よ
う
に
し
よ
う
。

②
小
魚
、
海
草
、
大
豆
製
品
を
十
分
と

り
ま
し
ょ
う
。

③
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
と
り
す
ぎ
な

い
。
（
消
化
管
内
で
カ
ル
シ
ウ
ム
と
イ

ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
多
量
に
含
ま
れ

て
い
る
リ
ン
酸
塩
が
結
合
し
て
、
対

外
へ
排
出
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
で
す
）

④
適
度
に
日
光
を
浴
び
ま
し
ょ
う
。
（
体

内
で
ビ
タ
ミ
ン

D

が
つ
く
ら
れ
、
ビ

タ
ミ
ン

D

は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を

助
け
る
た
め
で
す
）

⑤
適
度
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
（
カ
ル
シ

ウ
ム
の
吸
収
率
が
ア
ッ
プ
す
る
。
）

牛
乳
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
補
強
の
強
い

味
方
で
す
か
、
下
痢
を
し
た
り
、
に
お

い
が
気
に
な
っ
て
飲
め
な
い
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
に
は
、
ス
キ

ム
ミ
ル
ク
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
の
活
用
〉

①
つ
な
ぎ
と
し
て
、
小
麦
粉
や
片
栗
粉

を
使
う
と
き
、
そ
の
一
部
と
し
て
利

用
し
ま
す
。

②
カ
レ
ー
や
ハ
ン
バ
ー
グ
、
ご
ま
を
使

っ
た
料
理
と
い
っ
た
、
香
り
や
味
の

豊
か
な
料
理
に
混
ぜ
こ
む
。
ミ
ル
ク

臭
さ
は
出
ず
、
コ
ク
が
出
ま
す
。

(9) 平成 6 年 3 月 10 日



現地圃場で真剣に視察している参加者

県内キュウリ生産者

本村を視察
2 月 10 日、県内のキュウリ生産者150人余りか、本村の

キュウリ生産圃場 3 カ所を視察しました。

参加者は中央公民館に集合し、 H 程説明を聞いた後、

3 班に分かれてそれぞれの圃場に向いました。圃場は石

川恵ーさん（江口）の第 1 圃場、秋山茂好さん（江口）

の第 2 圃場、野本敏夫さん（千津井）の第 3 圃場と班ご

とに現地視察を行いました。

午後からは、「これからの施設キュウリの省力化・効率

化について」のテーマで全体討議が中央公民館講堂で行

われ、活発な意見交換か交わされ、有意義な研究会か行

われました。

中央公民館での全体討議のようす

会場は和やかムードいっぱいに

平成 6 年 3 月 10 日

ォつト--ク通偏開局

記念式典行われる
2 月 14 日、役場会議室でオフトーク通信開局記念式典

が、議員、区長ら関係者40人余りか出席して行われまし

た。

式典はまず、助役の開式のことばで始まり、村長が主

催者あいさつを述べた後、オフトーク通信開局までの経

過を助役が報告し、日本電信電話（株へ村長から感謝状が

贈呈されました。

そして、小平村議会議長、鏡館林財務事務所長が祝辞

を述べられた後、小平議長のご発声で乾杯し、最後に収

入役の閉式のことばで式典は終了しました。

開局記念式典であいさつをする斎藤村長

第13回老人りう7芸能大会

自慢の芸が花ざかり
今年で13回を迎えた老人クラブ芸能大会が 2 月 10 日、

老人福祉センターで開かれました。

村内16単位老人クラブから 120人余りの芸達者の方々が

舞踊、民謡、カラオケなどに自慢の芸を披露しました。

この日ばかりは、老いを忘れてハッスルし、出し物一

つひとつに盛んな拍手が送られ、楽しい一日を過ごしま

した。

こ
I I I I I 

人J BJI利村老人クラコ芸緋大会，I
頭11Jl和村老人クラフ逗絡協議会 後援明柑村明和村社会紺祉協議会

自慢の芸を披露する参加者

(10) 



地域の話題なと身

近な情報を広報係

まであ寄せくださ

い。まだ掲載さ

れだ写真は差し

上げますので、

ご連絡＜

ださい。

表彰された小平さん、宇木さん、松本さん（左から）

④
小
平
喜
章
さ
ん
（
新
里
）

小
平
さ
ん
は
、
損
害
評

価
員
、
運
営
委
員
、
協
議

会
委
員
、
事
業
推
進
委
員

長
な
ど
の
要
職
を
十
二
年

七
カ
月
も
の
永
年
に
わ
た

り
務
め
、
農
業
共
済
事
業

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

④
｛
子
木
慶
＿
さ
ん
（
川
俣
）

宇
木
さ
ん
は
、
損
害
評

価
員
、
事
業
推
進
委
員
長

な
ど
の
要
職
を
十
年
七
カ

月
も
の
永
年
に
わ
た
り
務

め
、
農
業
共
済
事
業
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

④
松
本
昇
さ
ん
（
干
津

井
）松

本
さ
ん
は
、
損
害
評

価
員
、
連
絡
員
、
共
済
支

部
長
な
ど
の
要
職
を
十
年

七
カ
月
も
の
永
年
に
わ
た

り
務
め
、
農
業
共
済
事
業

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
表
彰

＇入eヽ 949,- - J 

9—· ----」

名演技に拍手喝采ヽ
1 年の成長をお又さん、お母さんに見てもらおっと 2

月、各幼稚園（東・中央・西）で、生活発表会が行われ

ました。

3 園とも趣向をこらした出し物が盛りだくさん。歌、

竹踊り、竹馬、劇、体操などの熟演に父母たちも真剣な

表情で見入り、熱い声援を送っていました。

更

r̀ 
瓜鬱

元気いっぱい竹踊りを踊る西幼稚園児

(11) 

大
き
な
声
で
歌
お
う

一
月
二
十
六
H

゜
痔
学
級
生
と
女
性

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
生
の
合
同
学
習
会

か
、
五
十
人
余
り
の
参
加
者
を
得
て
、

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
木
村
紀
美
江
さ
ん
（
大
佐

貫
）
を
講
師
に
招
き
、
木
村
さ
ん
の
ピ

児
ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
青
い
山
脈
な

圏
、
、

稚
と
十
数
曲
を
大
き
な
声
で
歌
い
ま
し
た
。

幼東るす露披をスクビ口ア工

平成 6 年 3 月 10 日



自分の資産を縦覧

してみませんか

固定資産税は、土地、家屋および

償却資産の所有者に課税される税金

です。この税金は、納税者からの申

告によらないで課税する賦課課税方

式という方法をとっています。そこ

で、当村では、賦課の基礎となる固

定資産税課税台帳の内容をご覧いた

だくために 4 月 1 日から 20 日まで縦

覧を実施いたします。この機会に自

分の所有資産を確かめてはいかがで

すか。

圏縦覧期間＝ 4 月 1 日（命～ 20 日（水）

〇縦覧場所＝役場税務課
卍縦覧のできる人

①納税者本人

②納税者の同意または委任を受けた

人

③納税管理人
※詳しくは、役場税務課にお問い合

わせください。

4 月は土地月間です

月間行事で相談会開催

土地は私たちにとって限られた貴

重な資源であります。この土地につ

いての基本的な考え方を理解しても

らうことが「土地月間」の目的です。

また、土地月間行事の一環として、

「地価評価無料相談会」が次の通り開

催されます。

圏日時＝ 4 月 6 日（水） 午前10時から

午後 4 時まで

豆易所＝東毛学習文化センター 1 階

ギャラリー室（太田市）

※詳しくは、県庁土地対策課合0272

(23)1111 内線2334へお問い合わせく

ださい。

参加者募集

親と子のつとい
圏期日＝ 5 月 3 日～ 4 日 1 泊 2 日

唖会場＝東毛少年自然の家

0対象および募集人員＝親子100人

圏参加費＝ 1 人当たり 2,600円

蒼内容＝宝さがし、野外炊事など

圏持ち物＝運動ぐつ、運動着など

圏申し込み期間＝ 3 月 15 日～ 4月 26 日

衡申し込み方法＝電話またはファッ

クスで申し込んでください。

※詳しくは、県立東毛少年自然の家

合0277(78) 5666、 FAX0277 (78)7322 

へお問い合わせください。

加入して安 lじ＼

扶養共済制度

この制度は、心身に障害があるた

め、独立自活することが困難な人を
扶養している保護者が、その生存中

に毎月一定の掛金を納め、万一のこ

とがあった場合、残された心身障害

者に終身一定の年金を支給する制度

です。

＊加入できる保護者

(1)県内に住所があること

(2)特別な疾病障害を有しないこと

(3)年齢が65歳未満であること

圏心身障害者の範囲

①精神薄弱者

②身体障害者の 1 級から 3 級の方

③精神または身体に永続的な障害を

有する方で、その障害程度が①、②

と同程度の方

圏年金の支給

0 1 口月々 2 万円

O 2 口月々 4 万円

®掛金下記の通りです。

※詳しくは、役場住民課へお問い合

わせください。

〇掛金表

加入時の年齢 掛金月額

35歳未満 1,400円

35歳以上40歳未満 1,900円

40歳以上45歳未満 2,600円

45歳以上50歳未満 3,200円

50歳以上55歳未満 4,100円

55歳以上60歳未満 5,300円

60歳以上65歳未満 6,800円

船員遺族の皆さんへ

援護金が支結されます

乗船勤務中に職務上で死亡された

商船の殉職船員遺児へ援護金が支給

されます。

出生から高校を通常の期間により

卒業するまでの期間、 1 人月額8,000

円支給されます。別に、入学記念品

代として小学校に入学したとき30,000

円、中学校、高校に入学したとき、

それぞれ10,000円贈呈されます。

※詳しくは、（財）日本殉職船員顕彰会

東京都千代田区麹町 4-5合03(3234) 

0662へお問い合わせください。

くらし

の

情報・案内

定例相談
•=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二 o=o 二 o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o·----------------------------------~-----------------

隕団ぬ扁社逍葎廂i順璽
•=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二 o=o 二 o=o=o=o=o=o=o=o=o=o 二〇----------------------------------------

◇日時＝ 4 月 11 日（月）

午前10時～午後 1 時
◇場所＝役場会議室

◇内 容＝法律一般事項

◇対象＝明和村民

◇担当者＝福島弁護士

◇受付＝ 4 月 1 日から 8 日まで受け

付けしますので総務課へお

申し込みください。定員に

なり次第締め切ります。

※詳しくは、総務課へお問い合わせく

ださい。
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◇日時＝ 4 月 15 日（釦

午前10時～午後 3 時

◇場所＝役場会議室
-------------------------------------------ｷ 
:=o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o===o== ----------------------------------------

逗i]]譴冒爾詞蒻［i［画［麟鳳
：＝一＝＝＝一＝＝＝一＝＝＝一＝＝＝一＝＝＝一＝＝ニー＝二＝一＝二＝一＝＝＝ー＝＝＝一＝：:=o===n===n===n===n===o===o===o===n===o= 一 =o ー~

◇日時＝ 4 月 14 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所
--------------------------------------------

：：尋喜区羹言］：禰：磨只麗：：：
◇日時＝ 4 月 21 日（木）

午前10時～午後 3 時

◇場所＝館林市役所

平成 6 年 3 月 10 日 (12) 



あすみですか

福祉タクシー利用申請

在宅の障害者等が外出時にタクシ

ーを利用する場合、料金の一部を補

助する「福祉タクシー利用券」を、

毎年度申請により民生委員を通じて、

次の通り交付します。

圏対象者

①身体障害者手帳 1 • 2 級の方

②療育手帳の障害程度がAの方

③70歳以上の 1 人暮らし世帯

④70歳以上と他方が65歳以上の 2 人

暮らし世帯

⑤母子家庭世帯

※①②については、自動車税、軽自

動車税の減免を受けていない方

※③④⑤については、四輪自動車を

所有していない世帯

圏補助額

運賃の基本料金（初乗り料金）

（現在600円）

〇利用券の交付

対象者 1 人に年間24枚

（年の途中申請は月割交付）

〇利用方法

タクシーの運転手に身体障害者手

帳等を見せ、利用券を 1 枚渡してく

ださい。

〇利用できるタクシー

川俣タクシー、館林無線タクシー、

共同配車センター加盟社（多々良夕

クシー、館林合同タクシー、つつじ

タクシー）、矢島タクシー、すみれタ

クシー、朝日タクシー

※まだ、申請していない方は、地区

の民生委員または役場住民課へご連

絡くださしヽ。

狂犬病予防注射と登録

は忘れすにしましよう

平成 6 年度の狂犬病予防注射と登

録を次の日程で行いますので、お近

くの会場で必ず受けてください。

なお、手数料が平成 6 年 4 月から

改正されます。

④登録手数料…2,200円

④注射済票交付手数料…530円

④注射料…2,440円合計•••5,170円

4 4 4 4 

ヽ月 月 月 月
17 15 14 13 

月
日 日 日 日
（日） （金） （木） （水）

日

9 13 10 9 13 10 9 14 13 10 , 
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時
30 00 30 00 00 30 00 30 00 30 00 時
分 分 分 分 分 分 ノ刀六、 分 分 分 分
I \ \ i i i i \ i \ \ 

1 1 15 11 10 15 1 1 10 15 14 11 10 
時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 時 間
30 00 30 00 00 30 00 30 00 30 00 
分 分 分 分 分 分 ノ刀‘ ノ刀‘ 分 分 分

明 南 中 梅 矢 大 館 田 江 東 斗

和
大 原 輪 林 A ロ

<羹 クロ 集 島 転 市 島 口 部 田
場村 作 農 集

役 教
落
公
促
協 出 集 児 落

セ 進
場 研 佐 セ

セ
学 ン 荷 ムコ

所
ン

民 修 貫ク 、｀ 童 ン
裏

夕 夕 施 支 夕

庭 I 院 ）館 吾n又几 所 所 所 館）

\, 

\ 
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老人福祉センター

送迎バス利用者へ
4 月から老人福祉センターの送迎

バス運行曜日が次のように変更にな

ります。

圏火・土曜日＝川俣、須賀、大輪、

入ケ谷、矢島、大佐貫

®水・日曜日＝上江黒、下江黒、斗

合田、南大島

0金曜日＝田島、千津井、江口、梅

原、中谷

※詳しくは、老人福祉センター合 (84)

4926へお問い合わせください。

完全週休 2 巳制

館林厚生病院

館林厚生病院では平成 6 年 4 月 9

日の土曜日から完全週休 2 日制とな

り、毎週土曜日が休みとなります。

なお、これにより一週間の外来診

療日は、月～金曜日となります。

但し、休日・夜間の救急患者の診

療は今までどおり行います。

警察官・交通巡視員の

制服が一新されます

警察官および交通巡視員の制服が、

来たるべき 21世紀に向けて、より国

民の皆様に親しまれる制服に一新さ

れ、今年 4 月 1 B から全国一斉に切

り替えられます。

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 ※◎ 言
千代田 赤冬 ; 人

板倉地区
明和地区

更科日

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科
にのは

休 なにみ 晨
る限一

白沢医院 大神医院 後藤（内）医院 岡田医院 館林地区と 竹越医院 ；り 厚
3 月 13 日 生

合 (72) 1600 合 (62)2200 合 (72)0134 合 (72)3163 同じです。 合 (84)3137 』 塁
日 り間 r——‘ 

落合医院 川田（耳）医院 記念病院 新橋病院 石山医院 館林地区と まは て
3 月 20 日

合 (72)3160 合 (72)3314 合 (72)3155 合 (75)3011 合 (82)0103 同じです。 >] (72) 
3 

で‘| | 

当 上野医院 海宝医院 胃 9 4 

゜3 月 21 日 しで ‘--ノ

合（72)3330 ff(74)081 I 
てで が

かす゚ 担

根岸医院 川村医院 森下医院 最上医院 橋本医院 館林地区と
ら 当

呑戸ロク し

番
3 月 27 日

合 (72)3262 合 (72) 1337 ff (73) 7776 合 (74)3763 合 (82) I 150 同じです。 ま
し す
て ゜

小西医院 川田医院 清河堂医院 新橋病院 館林地区と 小西医院 < 内
4 月 3 日 だ 科

合 (86)2261 ff (72) 3724 ff (72) 3070 ff(75)301 I 同じです。 合 (86)2261 さ

医 し‘ ;] ゜
井上（浩）医院 小倉医院 安楽岡医院 慶友病院 井上医院 館林地区と

4 月 10 日
合 (88)6300 ff(72)0606 合（72)0572 合 (72)6000 合 (82) 1131 同じです。

産
婦

平成 6 年 3 月 10 日



王
（アイドル）

(\ 

村の人口と世帯
3月 1 日現在

世帯数 3,060戸

人口総数 I I, 317人

男 5,688人・女 5,629人

(2 月中の動き）

出生 7 人・死亡 7 人

転入 48人・転出 31 人

2月の救急車出動回数
●交通事故 4 件

●急病 I I 件

●その他 ' 3 件

●計 l8 件

豆叫三空こ芝⑨⑤
リリーズ⑲

代表黒沢美代子

何
ひ
と
つ
誇
れ
る
も
の
の
な
く
生
き
て

追
灘
の
豆
を
掌
に
山
と
盛
る奈良

原
き
く
の

か
ほ
や
が
沼

l
 

( 

ヽ

9

ー
！
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立
岡
正
夫

こ
ほ
ろ
ぎ
短
歌
会

文

蕃

チ
ー
ム
名
リ
リ
ー
ズ
は
、
百
合
の
花

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
付
け
た
名
前
で
、
梅

原
地
区
を
母
体
と
し
て
い
ま
す
。
リ
リ

ー
ズ
と
い
う
名
前
か
ら
、
清
ら
か
さ
を

失
わ
な
い
女
性
た
ち
が
け
な
げ
に
、
そ

し
て
艶
や
か
に
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

現
在
は
、
青
春
真
っ
た
だ
中
で
若
さ

い
っ
ぱ
い
の
年
齢
か
ら
、
女
性
と
し
て

の
魅
力
に
満
ち
満
ち
て
い
る
年
齢
ま
で

の
幅
広
い
層
の
仲
間
が
、
楽
し
く
活
躍

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
特
徴
の

褒
め
上
手
な
監
督
を
中
心
に
、
コ
ー
チ

陣
も
人
材
が
豊
富
で
す
。
時
に
は
、
教

え
る
方
の
人
数
が
多
い
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
ほ
ど
、
練
習
に
も
力
が
入
っ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
よ
さ
は
一
番
で
す
。
練
習
や
試

合
で
培
っ
た
レ
シ
ー
ブ
・
ト
ス
・
ア
タ

ッ
ク
な
ど
の
息
の
合
っ
た
プ
レ
ー
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
以
外
の
と
こ
ろ
で
も
発

揮
さ
れ
て
い
て
、
仲
間
と
の
旅
行
や
忘

年
会
の
楽
し
さ
は
、
ま
た
格
別
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
楽
し
い
リ
リ
ー
ズ
で
は
、

た
だ
今
、
新
し
い
仲
間
を
募
集
中
で
す
。

一
緒
に
プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

服
梅
の
に
お
い
米
る
縁
に
た
ど
た
ど
し

き
孫
の
賀
状
を
な
ぞ
り
つ
つ
読
む

柿
沼
ま
つ

飛
ぶ
氣
球
「
高
い
高
い
」
と
声
あ
げ
て

ニ
オ
の
孫
は
庭
か
け
廻
る

噸
汀
―
江

ぁ

し
の
の
め
に
生
れ
た
る
光
須
央
に
し
て

く
れ
な
い

紅
ゆ
ら
ぐ
火
の
玉
と
な
る

江
森
政
美

星
の
ご
と
遠
く
灯
と
も
る
彼
方
よ
り
光

増
し
つ
つ
終
電
車
来
る

国
民
年
金
保
険
料
と
水
道
料
金
の
納

入
月
で
す
。
納
期
限
は

3
1日
で
す
。
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

今
年
、
何
年
か
ぶ
り
の
大
雪
に
利
根

川
の
土
手
で
は
、
ち
び
っ
子
た
ち
が
ゲ

レ
ン
デ
に
行
っ
た
よ
う
な
気
分
で
楽
し

く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

私
の
子
ど
も
の
頃
は
年
に
数
回
は
大

雪
が
降
り
、
土
手
で
は
板
の
上
に
乗
っ

て
「
そ
り
」
遊
び
を
、
田
畑
で
は
雪
合

戦
を
よ
く
し
た
も
の
で
す
。
⑱

編
集
後
記

平成 6 年 3 月 10 日

氏
名

吉
永
豊

伊
藤
超
啓

梁
瀬
富
二
郎

吉
田
榮
伺

柿
沼
ヤ
イ

奈
良
種
介

落
合
勝
次
郎

年
齢
世
帯
主

5
3
孝
子

6
4
金
m
填
一

8
1
義
明

7
6
一
之

8
0

繁

8
7
松
男

8
7
央

1
1

あ
く
や
み

長
女

二
男

長
男

甲
原

市
労
ロ

才

‘
5
ィ
・

吉
永

小長小
林沼久

保

孟：璽］賃濯＂t;歩叶箭望を名
父
母
名
続
柄

邦功幸 悦洋小雄泉利多信和浩
均百美

江一代 子三合司美明子雄江一

長
女

三
男

長
男

須
藤

長
男

氏

j:也

1
1

あ
め
で
だ
I
I

川田下斗斗新梅地薮田中南梅下新新
江合合 大江

俣島黒田田里原区嘉島谷島原黒里里区
%%%%% % % ］喜ー郊％ ％危惚％昂閻

※掲載を希望されない方は、届出の際に申し出てください。
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（
敬
称
略
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